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七

Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

―

ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化
法
政
府
草
案―早　

川　
　
　

勝

　
（
二
一
〇
一
）

は
じ
め
に

第
一
章　

Ｅ
Ｕ
公
開
買
付
指
令
お
よ
び
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化
法
案

の
目
的

　

一　

Ｅ
Ｕ
公
開
買
付
指
令

　

二　

公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化
法
案
の
目
的

第
二
章　

公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化
法
案
の
適
用
範
囲

　

一　

ド
イ
ツ
法
の
適
用
可
能
性

　

二　

定
義
規
定

第
三
章　

国
内
法
化
法
案
に
お
け
る
防
衛
措
置
の
規
制

　

一　

国
内
法
化
法
案
に
お
け
る
買
収
防
衛
措
置
の
禁
止
と
例
外
の
許
容

　

二　

Ｅ
Ｕ
の
透
視
規
定

　

三　

相
互
性
の
原
則
の
留
保

　

四　

不
当
な
給
付
の
供
与
の
禁
止

第
四
章　

少
数
株
主
の
締
出
し
と
残
存
株
主
の
株
式
買
受
請
求
権

　

一　

国
内
法
化
法
案
上
の
少
数
株
主
の
締
出
し
制
度

　

二　

締
出
し
手
続

　

三　

残
存
株
主
の
株
式
買
受
請
求
権

第
五
章　
（
商
法
上
の
）
開
示

結
語
に
代
え
て

（
資
料
）
ド
イ
ツ
公
開
買
付
指
令
国
内
法
化
法
案（
ド
イ
ツ
政
府
草
案
）（
試
訳
）
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八

Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

　
（
二
一
〇
二
）

は
じ
め
に

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
企
業
買
収
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
未
整
備
な
状
態

に
あ
り
、
早
急
な
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ

Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
（
以
下
Ｅ
Ｕ
指
令
と
い
う（

1
））
は
、
こ
の
分
野
に

お
け
る
イ
ギ
リ
ス
法
の
積
み
重
ね
ら
れ
た
経
験
と
長
期
の
伝
統
を
模
範
に

し
て
い
る
が
、
包
括
的
な
規
制
と
い
う
意
味
で
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も

比
較
法
的
検
討
の
対
象
と
し
て
興
味
深
い
法
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
指
令
は
、
ほ
ぼ
三
十
年
間
に
わ
た
る
議
論
の
末
に
よ
う
や
く
採
択

さ
れ
た
。
同
指
令
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
二
〇
〇
六
年
七
月
一
日
ま
で
に
国

内
法
化
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
（
同
指
令
二
一
条
）。
Ｅ
Ｕ
指
令

は
、
買
収
防
衛
措
置
は
、
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
い
う
非
常
に
厳
格

な
規
制
を
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
は
、

比
較
的
遅
く
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
二
七
日
に
株
式
公
開
買
付
な
ど
に
つ

い
て
規
制
す
る
「
有
価
証
券
取
得
お
よ
び
企
業
買
収
の
た
め
の
公
開
買
付

申
入
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
同
法
に
お
い
て
、「
有
価
証

券
取
得
お
よ
び
買
収
に
関
す
る
法
律
（W

pÜ
G

）（
以
下
公
開
買
付
法
と

い
う（

2
））」
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
公
開
買
付
法
は
、
企
業
買
収
に
対
す
る

防
衛
措
置
を
原
則
と
し
て
認
め
な
い
が
、
そ
れ
を
許
容
す
る
例
外
の
幅
が

非
常
に
広
く
、
結
果
的
に
原
則
を
実
質
的
に
無
意
味
に
す
る
よ
う
な
内
容

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
ド
イ
ツ
の
公
開
買
付
法
が
厳

格
な
Ｅ
Ｕ
指
令
を
ど
の
よ
う
に
国
内
法
化
す
る
の
か
大
き
な
関
心
が
も
た

れ
る
。
Ｅ
Ｕ
指
令
は
、
各
加
盟
国
に
お
け
る
有
価
証
券
の
公
開
買
付
に
関

す
る
法
律
が
異
な
り
、
加
盟
国
の
利
害
関
係
が
複
雑
に
錯
綜
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
政
治
的
妥
協
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

買
収
に
対
す
る
防
衛
措
置
な
ど
の
規
制
に
つ
い
て
、
加
盟
国
に
幅
広
い
選

択
権
を
付
与
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、経
済
省
の
主
導
の
下
で
、

国
内
法
化
作
業
が
進
め
ら
れ
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
九
日
に
公
開
買
付

指
令
の
国
内
法
化
法
参
事
官
草
案（

3
）が
公
表
さ
れ
、
翌
年
一
月
二
六
日
に
開

催
さ
れ
た
聴
聞
会
の
後
、
参
事
官
草
案
に
変
更
を
加
え
、
変
更
案
が
二
月

一
五
日
に
閣
議
で
可
決
さ
れ
、
政
府
草
案（

4
）と
し
て
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ

た
。
政
府
は
、
早
急
な
成
立
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
四
月
六
日
に
は
連

邦
議
会
で
公
聴
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
内
法
化
の
例

を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
画
期
的
と
評
さ
れ
る
Ｅ
Ｕ
公
開
買
付
指
令
の

構
想
が
加
盟
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
貫
か
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
ま
っ

た
く
骨
抜
き
に
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
形

成
さ
れ
て
ゆ
く
の
か
そ
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
公
表
さ
れ
た
ド
イ
ツ
政
府
草
案
が
Ｅ
Ｕ
指
令
の
国

内
法
化
に
あ
た
っ
て
選
択
権
を
ど
の
よ
う
に
行
使
し
た
の
か
、
国
内
法
化

法
案
の
内
容
に
つ
い
て
、理
由
書
の
説
明
に
よ
り
な
が
ら
、簡
単
に
紹
介
・

検
討
し
た
い
。
ま
も
な
く
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
国
内
法
化
法
の
内
容
と
そ

の
問
題
点
お
よ
び
評
価
に
関
す
る
検
討
は
別
稿
を
予
定
し
て
お
り
、
本
稿

は
そ
の
た
め
の
準
備
作
業
で
あ
る
。

（
1
）　

R
ichtlinie 2004/25/E

G
 vom

 21.4.2004, A
B

l E
G

 N
r.L

 142,S.12.
本
指
令
の
邦
訳
と
し
て
、
拙
訳
「
二
〇
〇
四
年
四
月
二
一
日
Ｅ
Ｕ
公
開
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四
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九

Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

買
付
指
令
（R

ichtlinie 2004/25/E
C

 L
 142/12

）（
試
訳
）」
同
志
社
大

学
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ビ
ュ
ー
七
巻
一
号
三
四
頁
以
下

（
二
〇
〇
五
）
が
あ
る
。
本
指
令
に
つ
い
て
は
、
北
村
雅
史
「
Ｅ
Ｕ
に
お

け
る
公
開
買
付
規
制
」
商
事
法
務
一
七
三
二
号
（
二
〇
〇
五
）、
末
岡
昌

子
「
Ｅ
Ｕ
企
業
買
収
指
令
に
お
け
る
敵
対
的
企
業
買
収
防
衛
策
の
位
置

付
け
と
Ｔ
Ｏ
Ｂ
規
制
」
商
事
法
務
一
七
三
三
号
三
四
頁
以
下

（
二
〇
〇
五
）
参
照
。
な
お
、
飯
田
秀
総
「
公
開
買
付
規
制
に
お
け
る
対

象
会
社
株
主
の
保
護
」
法
学
協
会
雑
誌
一
二
三
巻
五
号
九
八
二
頁
以
下

（
二
〇
〇
六
年
）
は
、
一
九
七
四
年
の
ペ
ニ
ン
グ
ト
ン
報
告
か
ら
、

二
〇
〇
四
年
四
月
に
成
立
し
た
本
指
令
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
少
数
者

保
護
の
観
点
か
ら
詳
細
に
検
討
す
る
。

（
2
）　

本
法
の
邦
訳
と
し
て
拙
訳
「
ド
イ
ツ
株
式
公
開
買
付
規
制
の
新
展
開―

ド
イ
ツ
有
価
証
券
取
得
お
よ
び
買
収
に
関
す
る
法
律
の
制
定―

」
同
志

社
法
学
二
八
六
号
三
五
五
頁
以
下
（
二
〇
〇
二
）
が
あ
る
。
な
お
、

二
〇
〇
一
年
七
月
一
一
日
に
公
表
さ
れ
た
同
法
の
政
府
草
案
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
公
開
買
付
法
案
に
つ
い
て
」
同
志
社
大
学
ワ
ー
ル

ド
ワ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ビ
ュ
ー
三
巻
一
号
九
四
頁
以
下
（
二
〇
〇
二
）
参

照
。

（
3
）　

R
e

fe
re

n
te

n
tw

u
rf 

e
in

e
s

 
Ü

b
e

rn
a

h
m

e
ric

h
tlin

ie
-

U
m

setzungsgesetzes.

参
事
官
草
案
に
つ
い
て
は
、vgl. S

eibt/H
eiser, 

D
er 

neue 
V

orschlag 
einer 

E
U

-Ü
bernahm

erichtlinie 
und 

das 

deutsche Ü
bernahm

erecht-A
nalyse und U

m
setzungsfordernisse 

für den deutschen G
esetzgeber, Z

IP
 2002, 2193f. 2005, 200f.; 

S
eibt/H

eisser, 
A

n
alyse 

d
er 

E
U

-Ü
b

ern
ah

m
erich

tlin
ie 

u
n

d  

H
inw

eise 
für 

eine 
R

eform
 

des 
deutschen 

Ü
bernahm

erechts, 

Z
G

R
 
2005, 

200f.; H
op

t/M
ü

llbert/K
u

m
p

a
n

, 
R

eform
bed

arf 
im

 

Ü
bernahm

erecht, 
A

G
 2005, 109f.; 

S
h

u
ep

p
en

, 
W

pÜ
G

-R
eform

: 

A
lles E

uropa, oder w
as?, B

B
 2006, 165f.

（
4
）　

E
n

tw
u

rf 
ein

es 
G

esetzes 
zu

r 
U

m
setzu

n
g 

d
er 

R
ich

tlin
ie 

2004/25/E
G

 des E
uropäischen P

arlam
ents und des R

ates vom
 

21.4.2004 betreffend Ü
bernahm

eangebote

（Ü
bernahm

erichtlinie-

U
m

setzungsgesetz

）（R
egierungsentw

urf

）, B
R

-D
rucks. 154/06 v. 

24. 
2.2006. 

本
草
案
つ
い
て
は
、vgl. 

S
eibt/H

eiser, 
A

nalyse 
des 

Ü
bernahm

erichtlinie-U
m

setzungsgesetzes

（R
egierungsentw

urf

）, 
A

G
 2006, 301f.

第
一
章　

Ｅ
Ｕ
公
開
買
付
指
令
お
よ
び
公
開
買
付
指
令
国

内
法
化
法
案
の
目
的

一　

Ｅ
Ｕ
公
開
買
付
指
令

　

Ｅ
Ｕ
指
令
は
、
買
収
や
支
配
権
の
変
動
に
関
す
る
法
律
関
係
の
大
綱
に

つ
い
て
規
定
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
お
お
ま
か
に
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
平
等
取
扱
原
則
、
透
明
化
原
則
、

お
よ
び
市
場
の
歪
曲
化
の
回
避
な
ど
買
収
お
よ
び
支
配
権
の
取
得
の
場
合

に
お
い
て
遵
守
す
べ
き
一
般
原
則
を
定
め
る
。
つ
ぎ
に
、
対
象
会
社
の
住

所
と
そ
の
有
価
証
券
を
扱
う
取
引
所
が
別
々
の
国
に
あ
る
買
収
に
対
し
適

用
す
る
法
律
と
監
督
庁
に
つ
い
て
規
制
し
、
さ
ら
に
全
部
の
株
主
に
対
す

る
義
務
的
買
付
の
場
合
に
、
株
式
会
社
が
付
与
す
べ
き
反
対
給
付
額
と
方

法
を
定
め
、
対
象
会
社
の
取
締
役
と
監
査
役
員
に
対
し
て
総
会
の
具
体
的

な
授
権
が
な
け
れ
ば
買
付
申
入
を
阻
止
す
る
こ
と
を
原
則
的
に
禁
止
す

る
。
し
か
し
、
競
合
す
る
買
付
者
を
見
つ
け
る
こ
と
、
お
よ
び
、
す
で
に

　
（
二
一
〇
三
）
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第
一
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公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
許
し
て
い
る
。
ま
た
、
買

付
申
入
の
応
募
期
間
の
間
は
、
定
款
の
定
め
お
よ
び
契
約
で
合
意
し
た
譲

渡
制
限
は
効
力
が
な
い
と
定
め
、
さ
ら
に
、
買
付
者
が
議
決
権
の
七
五
パ

ー
セ
ン
ト
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
買
付
申
入
後
の
最
初
の
総
会
で
は
譲

渡
制
限
と
役
員
派
遣
権
は
失
効
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
（
透
視
原
則
）。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
は
加
盟
国
は
防
衛
措
置

禁
止
と
透
視
規
定
（D

urchbrechungsregel

）
を
国
内
法
化
し
な
い
と

い
う
選
択
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
（
加
盟
国
のopt out

）、
他
方
で
は
、

加
盟
国
が
導
入
し
な
い
場
合
で
も
、
当
該
加
盟
国
に
お
け
る
会
社
は
、
こ

れ
ら
の
禁
止
や
制
限
に
任
意
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
社
に
お
け
る

optt in

）。
加
盟
国
の
間
で
は
、
相
互
主
義
原
則
が
補
充
的
に
適
用
さ
れ
、

こ
の
原
則
に
よ
る
と
、
防
衛
措
置
の
禁
止
と
透
視
規
定
は
、
買
付
者
も
導

入
し
て
い
る
場
合
に
、
対
象
会
社
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
、
指
令
は
、
買
収
対
抗
措
置
を
状
況
報
告
書
に
お
い
て
開
示
す
る
こ

と
を
義
務
づ
け
る
。
さ
ら
に
、
買
付
申
入
ま
た
は
義
務
的
買
付
申
入
後
の

少
数
株
主
の
締
出
し
（Squeeze out

）
と
残
存
株
主
に
よ
る
自
己
の
株

式
の
買
受
請
求
（Sell out

）
の
制
度
を
設
け
る
。
最
後
に
、
あ
る
加
盟

国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
買
付
申
入
書
類
に
つ
い
て
Ｅ
Ｕ
証
明
書
の
制
度

（E
uropäischen P

ass

）
を
導
入
し
て
い
る（

5
）。

二　

公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化
法
案
の
目
的

⑴　

国
内
法
化
法
の
目
的

　

本
草
案
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
を
国
内
法
化
す
る
た
め
の
法
律
案
で
あ
る
。
指

令
の
目
的
は
、
買
収
手
続
に
関
す
る
枠
組
み
規
制
の
創
設
を
目
的
と
す

る
。
そ
れ
は
、
買
付
申
入
の
場
合
、
お
よ
び
そ
の
他
の
支
配
権
の
取
得
の

際
に
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
の
に
役
立
つ
。
買
付
申
入
の
取
扱
に
つ
い

て
最
低
限
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
同
体
規
模
で
明
確
性
と
透

明
性
が
高
め
ら
れ
る
。
国
内
法
化
は
「
一
対
一
（E

ins zu E
ins

）」
で
実

施
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
最
低
基
準
を
ド
イ
ツ
に
導
入
す
る
に

す
ぎ
な
い
。
ド
イ
ツ
の
現
行
法
は
、
指
令
が
要
求
し
て
い
る
限
度
内
で
改

正
さ
れ
る
。
し
か
し
、
開
示
規
定
は
例
外
で
あ
る
。
改
正
に
よ
り
、
公
告

は
、
全
国
版
証
券
取
引
所
広
報
に
代
え
て
、
電
磁
式
連
邦
官
報
に
お
い
て

公
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
、
二
〇
〇
七
年
一
月
一
日
に
発
効

が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
電
磁
式
商
業
登
記
簿
、
電
磁
式
協
同
組
合
登
記
簿

お
よ
び
電
磁
式
企
業
登
記
簿
に
関
す
る
法
律（

6
）の
連
邦
政
府
草
案
」
に
対
応

し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
指
令
は
、
原
則
と
し
て
、
最
低
限
の
要
件
を
定
め
る
。
し
か
し
、

加
盟
国
は
、
一
般
原
則
を
考
慮
に
入
れ
て
、
買
付
申
入
に
関
し
て
補
足
的

条
件
を
付
加
し
て
よ
り
厳
格
な
規
制
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

Ｅ
Ｕ
指
令
は
、
加
盟
国
が
利
用
で
き
る
選
択
肢
を
設
け
て
い
る
。
ド
イ
ツ

連
邦
政
府
は
、
ド
イ
ツ
の
特
有
性
を
廃
棄
す
る
こ
と
な
く
、
買
付
申
入
の

　
（
二
一
〇
四
）
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四
三
一

Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

場
合
と
支
配
権
の
取
得
の
際
に
国
内
の
株
主
に
対
し
て
統
一
的
な
保
護
水

準
を
確
立
す
る
よ
う
に
努
め
る
。
さ
ら
に
、
国
境
を
越
え
る
買
付
申
入
に

お
い
て
も
透
明
性
と
法
的
安
定
性
を
達
成
す
る
よ
う
に
配
慮
す
る（

7
）。

⑵　

す
で
に
国
内
法
化
が
実
現
し
て
い
る
規
制
と
国
内
法
化
法
で
予
定
し

て
い
る
規
制

　

Ｅ
Ｕ
指
令
は
、
成
立
す
る
ま
で
の
三
十
年
の
間
に
幾
多
の
変
遷
を
経
て

い
る
。
つ
ま
り
一
九
七
四
年
の
ペ
ニ
ン
グ
ト
ン
（P

en
n

in
gton

）
報
告
、

Ｅ
Ｕ
委
員
会
が
一
九
八
七
年
に
公
表
し
た
最
初
の
第
一
三
指
令
提
案（

8
）、
そ

れ
を
改
訂
し
た
一
九
九
七
年
一
一
月
一
〇
日
の
変
更
提
案
と
二
〇
〇
〇
年

六
月
一
九
日
に
成
立
し
た
閣
僚
理
事
会
の
共
同
意
見（

9
）が
あ
る
。
共
同
意
見

は
、
採
択
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
公
開
買
付
指
令
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
が
、
二
〇

〇
二
年
一
月
二
〇
に
発
効
し
た
ド
イ
ツ
の
公
開
買
付
法
も
共
同
提
案
の
構

想
を
採
り
入
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
構
想
も
そ
の
国
内
法

化
に
先
立
っ
て
、
ド
イ
ツ
公
開
買
付
法
に
お
い
て
す
で
に
規
定
さ
れ
て
い

る
も
の
が
あ
る（
10
）。

（
5
）　

R
eg.-B

egr.Ü
bR

L
-U

G
,A

.A
llgem

einer Teil,S.1.

（
6
）　

G
esetz 

über 
elektronische 

H
andelsregister 

und 
G

enossen-

schaftsregister sow
ie das U

nternehm
ensregister/E

H
U

G
.

（
7
）　

R
eg.-B

egr.Ü
bR

L
-U

G
,A

.A
llgem

einer Teil,S.1.

（
8
）　

一
九
八
九
年
一
月
一
九
日
の
提
案
（A

B
l.N

r.C
 464 v. 14.3.2989,S.8

）

に
つ
い
て
は
、浜
田
道
代
「
国
際
的
な
株
式
公
開
買
付
を
巡
る
法
的
問
題
」

証
券
研
究
一
〇
二
号
一
三
〇
頁
以
下
（
一
九
九
二
）
参
照
。
一
九
九
〇

年
六
月
六
日
の
修
正
指
令
（A

B
l N

r.C
 240 v. 26.9.1990,S.7

）
に
つ
い

て
は
、
布
井
千
博
「
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
Ｍ
＆
Ａ
の
法
規
制（
下
）

-

株
式
公

開
買
付
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
会
社
法
第
一
三
指
令
案
を
中
心
と
し
て

-

」
国

際
商
事
一
九
巻
三
号
三
〇
四
頁
以
下
（
一
九
九
一
）、
野
田
輝
久
「
Ｅ
Ｕ

と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
株
式
公
開
買
付
規
制
」
青
山
法
学
論
集
四
〇
巻
二

号
五
五
頁
以
下
（
一
九
九
八
）
参
照
。
一
九
九
六
年
二
月
七
日
の
提
案

（A
B

l N
r.C

 162 v. 6.6.1996,S.5

）
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
企
業
結
合
に

関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
と
株
式
公
開
買
付
規
制
の
調
整
」
ジ
ュ
リ

一
一
〇
四
号
五
四
頁
以
下
（
一
九
九
七
）
参
照
。

（
9
）　

拙
稿
「『
Ｅ
Ｕ
公
開
買
付
に
関
す
る
第
一
三
会
社
法
指
令
』
に
対
す
る

閣
僚
理
事
会
の
共
同
意
見
」
同
志
社
法
学
二
七
九
号
三
九
三
頁
以
下

（
二
〇
〇
一
）
参
照
。
な
お
、
二
〇
〇
一
年
の
指
令
案
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
企
業
買
収
に
関
す
る
会
社
法
の
領
域
に
お
け
る
欧
州
議
会
と
理
事

会
の
会
社
法
指
令
（
Ｅ
Ｕ
公
開
買
付
第
一
三
指
令
）
案
に
つ
い
て
」
同

志
社
法
学
二
八
二
号
四
七
頁
以
下
（
二
〇
〇
二
）
参
照
。

（
10
）　

た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
公
開
買
付
法
第
三
条
一
項
は
、
対
象
会
社
の
す
べ

て
の
有
価
証
券
所
有
者
の
平
等
取
扱
原
則
（
Ｅ
Ｕ
指
令
第
三
条
）、
同
法

第
三
条
二
項
と
第
二
七
条
一
項
は
、
透
明
性
原
則
、
同
法
第
三
条
三
項
は
、

対
象
会
社
の
指
揮
お
よ
び
監
督
機
関
の
会
社
全
体
の
利
益
維
持
義
務
に

相
応
し
、
同
法
第
三
条
五
項
は
、
市
場
の
歪
曲
化
の
回
避
に
つ
い
て
規

制
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
支
配
権
の
取
得
の
場
合
に
お
い
て
全
部
の
株

主
に
買
付
申
入
を
提
示
す
る
義
務
を
す
で
に
現
行
法
は
定
め
て
お
り
、
同

法
第
三
〇
条
二
項
は
、
協
調
者
の
定
義
規
定
と
議
決
権
の
算
定
方
法
に

関
す
る
規
定
を
設
け
（
Ｅ
Ｕ
指
令
第
二
条
一
項
ｂ
）、
買
付
申
入
に
関
す

る
情
報
の
提
供
（
Ｅ
Ｕ
指
令
第
六
条
と
第
八
条
）
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、

買
付
申
入
の
書
類
に
記
載
す
べ
き
内
容
も
指
令
の
基
準
に
対
応
し
、
手

続
規
定
（
指
令
第
七
条
）
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
、R

eg.-B
egr.

　
（
二
一
〇
五
）
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三　

国
内
法
化
法
案
で
予
定
し
て
い
る
規
制

　

以
下
で
は
、
ま
ず
変
更
さ
れ
る
主
要
な
改
正
に
つ
い
て
概
観
す
る（
11
）。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
次
章
以
下
で
個
別
に
検
討
す
る
。

Ａ　

国
内
法
化
に
よ
る
ド
イ
ツ
公
開
買
付
法
の
改
正

⒜　

適
用
範
囲

　
　

国
境
を
越
え
る
買
付
申
入
の
場
合
に
適
用
す
る
法
律
に
つ
い
て
、

Ｅ
Ｕ
指
令
（
第
四
条
）
が
ド
イ
ツ
公
開
買
付
法
に
国
内
法
化
さ
れ
た
。

将
来
は
、
公
開
買
付
法
は
、
有
価
証
券
が
も
っ
ぱ
ら
欧
州
経
済
圏
で

組
織
さ
れ
た
市
場
に
お
い
て
取
引
が
許
さ
れ
て
い
る
国
に
住
所
を
有

す
る
対
象
会
社
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
の
問
題
に
つ
い
て
だ
け
適
用

す
る
。
買
付
申
入
手
続
に
関
す
る
規
定
は
、
従
来
の
適
用
範
囲
を
越

え
て
、
加
盟
国
以
外
の
欧
州
の
国
に
住
所
を
有
し
、
有
価
証
券
が
ド

イ
ツ
国
内
で
取
引
が
認
め
ら
れ
て
い
る
対
象
会
社
に
も
拡
大
し
て
適

用
さ
れ
る
。
対
象
会
社
の
有
価
証
券
が
欧
州
経
済
圏
の
複
数
の
国
で

組
織
さ
れ
た
市
場
で
取
引
が
許
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
適
用
で
き

る
法
律
の
規
定
に
関
し
、複
数
の
基
準
（
最
初
に
許
可
を
与
え
た
国
、

対
象
会
社
自
身
が
決
定
す
る
、
ま
た
は
関
係
加
盟
国
の
監
督
庁
の
合

意
）
に
よ
っ
て
適
用
す
る
法
律
を
決
定
す
る
。

　
　

連
邦
金
融
サ
ー
ビ
ス
給
付
監
督
庁
（B

undesanstalt für F
inanz-

dienstleistungsaufsicht

）（
連
邦
監
督
庁B

undesanstalt

）
の
権

限
は
、
法
律
の
適
用
範
囲
に
従
う
。
た
と
え
連
邦
監
督
庁
の
任
務
と

権
限
に
関
す
る
ド
イ
ツ
公
開
買
付
法
上
の
規
定
（
第
四
条（
12
））
が
改
正

さ
れ
な
く
て
も
、
連
邦
監
督
庁
の
監
督
権
限
は
、
法
律
の
適
用
範
囲

に
相
応
し
て
変
更
さ
れ
る
。
国
内
法
化
法
の
適
用
範
囲
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
後
述
す
る
（
第
三
章
）。

⒝　

義
務
的
買
付
申
入

　
　

義
務
的
買
付
申
入
に
つ
い
て
は
、
反
対
給
付
の
確
定
に
つ
い
て
改

正
さ
れ
る
（
第
三
一
条
三
項
一
号
）。
公
開
買
付
法
は
、
買
付
者
、

そ
の
協
調
者
ま
た
は
そ
の
子
企
業
が
、
買
付
申
入
提
示
の
決
定
の
公

表
の
と
き
か
ら
応
募
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
の
三
か
月
内
に
、
全
体

で
、
対
象
会
社
の
株
式
ま
た
は
議
決
権
の
少
な
く
と
も
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
反
対
給
付
の
支
払
い
と
引
き
換
え
に
取
得
し
た
場
合
に
は
、
買

付
者
は
、
対
象
会
社
の
株
主
に
反
対
給
付
を
ユ
ー
ロ
で
提
供
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
定
め
て
い
た
。
こ
の
期
間
が
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
規

定
（
第
五
条
五
項
三
文
）
に
あ
わ
せ
て
、
六
カ
月
に
伸
張
さ
れ
た
。

⒞　

情
報
提
供
義
務

　
　

改
正
法
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
化
と
は
関

係
な
く
、
情
報
の
公
告
媒
体
を
電
磁
式
連
邦
官
報
と
定
め
る
。
こ
れ

は
、
予
定
さ
れ
て
い
る
各
種
登
記
簿
の
電
磁
式
化
に
伴
う
国
内
法
の

　
（
二
一
〇
六
）
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四
三
三

Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

改
正
政
府
草
案
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　

し
か
し
、
労
働
者
に
対
す
る
通
知
義
務
の
拡
大
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に

相
応
す
る
。
買
付
者
は
、
買
付
申
入
の
決
定
の
表
明
お
よ
び
買
付
申

入
に
つ
い
て
対
象
会
社
の
労
働
者
ま
た
は
そ
の
代
表
者
に
対
し
て
通

知
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
、
買
付
者
の
労
働
者
に
対
し
て
も
通

知
す
る
義
務
を
負
う
。

⒟　

Ｅ
Ｕ
の
阻
止
行
為
の
禁
止
と
Ｅ
Ｕ
の
透
視
規
定

　
　

対
象
会
社
の
指
揮
機
関
の
防
衛
措
置
お
よ
び
定
款
ま
た
は
契
約
に

基
く
防
衛
権
が
、
買
付
申
入
手
続
に
お
い
て
い
か
な
る
範
囲
で
許
さ

れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
指
令
案
の
審
議
に
お
い
て
最
大
の
論

点
で
あ
っ
た
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
指
令
は
、
阻
止
行
為

の
禁
止
（
同
指
令
第
九
条
）
と
透
視
規
定
（
同
指
令
第
一
一
条
）
を

国
内
法
化
し
な
い
こ
と
を
加
盟
国
に
認
め
る
。
政
府
草
案
は
、
こ
れ

に
従
い
、
両
規
定
を
導
入
し
な
い
。
現
行
公
開
買
付
法
の
規
定
は
、

買
収
の
場
合
に
対
抗
措
置
を
認
め
て
い
る
の
で
（
第
三
三
条
）、
会

社
は
対
抗
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
透
視
規
定
も

な
い
た
め
に
対
抗
措
置
は
失
効
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
選
択
権
を
行

使
し
た
理
由
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ

指
令
は
、
各
加
盟
国
に
お
い
て
「
同
じ
土
俵
（level playing 

field

）」
を
設
け
て
い
な
い
。
指
令
は
、
個
々
の
加
盟
国
間
に
お
け

る
買
収
に
対
す
る
対
抗
措
置
の
可
能
性
に
関
す
る
相
違
を
除
去
し
て

い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
阻
止
行
為
禁
止
規
定
と
透
視

規
定
を
国
内
法
化
す
れ
ば
、
企
業
が
国
の
法
律
に
よ
っ
て
広
範
な
防

衛
措
置
を
利
用
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
企
業
は
外
国
企
業

と
比
べ
て
不
利
に
な
る
か
ら
で
あ
る（
13
）。

　
　

こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
の
対
象
会
社
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
よ
り
も
厳

格
な
阻
止
行
為
禁
止
規
定
と
透
視
規
定
を
任
意
に
導
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
対
象
会
社
の
取
締
役
と
監
査
役
員
は
、

原
則
と
し
て
、
買
付
申
入
の
手
続
の
間
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
付
与

さ
れ
た
総
会
の
授
権
が
あ
っ
た
場
合
に
だ
け
、
買
付
申
入
を
阻
止
す

る
措
置
を
と
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
競
合
的
な
買
付
者
を
探
し
出
す

行
為
、
通
常
の
業
務
執
行
の
範
囲
の
行
為
、
な
ら
び
に
、
国
内
法
化

以
前
に
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
た
措
置
は
、
総
会
の
決
議
が
な
く
て

も
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
買
収
の
場
合
に
は
、
定
款
お

よ
び
契
約
上
の
株
式
の
譲
渡
制
限
は
適
用
さ
れ
ず
、
議
決
権
拘
束
契

約
お
よ
び
複
数
議
決
権
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　

Ｅ
Ｕ
指
令
は
、
相
互
性
の
原
則
を
定
め
る
（
同
第
一
二
条
三
項
）。

企
業
の
選
択
権
は
、
こ
の
原
則
の
留
保
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
。
異

な
る
規
制
に
服
し
て
い
る
会
社
間
に
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
統
一
的
条

件
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
原
則
規
定
の
国
内
法
化
は
、
同

じ
土
俵
を
保
証
す
る
。
国
内
に
住
所
を
有
し
、
定
款
に
お
い
て
、
Ｅ

Ｕ
の
阻
止
行
為
禁
止
と
Ｅ
Ｕ
の
透
視
規
定
が
妥
当
す
る
こ
と
を
定
め

て
い
る
対
象
会
社
は
、
買
収
の
場
合
に
、
総
会
で
相
互
性
を
決
議
し

な
い
と
き
も
、
定
款
の
規
定
の
適
用
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
対

象
会
社
が
買
付
者
と
な
る
場
合
に
は
、
対
象
会
社
が
相
互
性
が
な
い

　
（
二
一
〇
七
）
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こ
と
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
再
度
検
討
す
る
（
第
三
章
）。

⒠　

少
数
株
主
の
排
除
と
買
受
請
求
権

　
　

Ｅ
Ｕ
指
令
は
、
少
数
株
主
の
締
出
し
と
買
受
請
求
権

（A
ndienungsrecht, sell out

）
を
定
め
る
（
同
第
一
五
条
・
第
一

六
条
）。
こ
の
規
定
の
国
内
法
化
に
よ
っ
て
、
少
数
株
主
の
締
出
し

と
買
受
請
求
権
が
公
開
買
付
法
に
導
入
さ
れ
る
。
買
付
者
は
、
買
付

申
入
ま
た
は
義
務
的
買
付
申
入
の
実
施
後
三
カ
月
内
に
残
存
株
主
を

会
社
か
ら
締
出
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
残
留
し
た
株
主
は
、
買
付

申
入
の
応
募
期
間
の
経
過
後
に
も
な
お
買
受
請
求
権
に
よ
っ
て
買
付

者
に
対
し
て
自
己
の
株
式
を
買
い
取
る
こ
と
を
請
求
す
る
権
利
を
も

つ
。

　
　

株
式
法
上
の
規
定
（
同
第
三
二
七
条
ａ
）
に
よ
る
少
数
株
主
の
締

出
し
は
、
原
則
と
し
て
、
公
開
買
付
法
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
買
付
者
は
、
株
式
法
上
の
主
要
株
主
で
あ
る
場
合
に

限
り
、
買
付
申
入
手
続
の
終
了
後
に
ど
の
法
律
に
基
い
て
締
出
す
か

選
択
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
同
時
に
両
方
の
手
続
を
実
施

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
両
者
の
主
要
な
差
異
は
、
締
出
し
権
の
行

使
に
つ
き
、
株
式
法
上
は
時
間
的
制
限
が
な
い
の
に
対
し
、
公
開
買

付
法
に
よ
れ
ば
応
募
期
間
の
終
了
後
三
カ
月
以
内
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
あ
る
。
公
開
買
付
法
に
お
け
る
手
続
が
買
付
者
に
魅
力
的

な
の
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
地
方
裁
判
所
の
手
続

に
よ
れ
ば
、
居
残
っ
た
株
主
の
締
出
し
手
続
は
、
迅
速
に
で
き
、
費

用
負
担
も
軽
減
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
時
間
の
か
か
る
決
定
手
続

（Spruchverfahren

）
ま
た
は
総
会
決
議
の
取
消
し
の
訴
え
に
よ
ら

ず
に
、
多
数
株
主
は
、
時
間
的
に
大
幅
に
遅
延
す
る
こ
と
な
く
必
要

な
再
編
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
少
数
株

主
の
利
益
は
考
慮
さ
れ
る
。
締
出
さ
れ
る
株
主
は
、
い
ず
れ
に
し
て

も
金
銭
代
償
が
提
供
さ
れ
る
。
株
主
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
応
募
す

る
場
合
に
お
け
る
価
額
の
相
当
性
の
推
定
は
、
買
付
申
入
の
場
合
に

も
、
義
務
的
買
付
申
入
の
場
合
に
も
妥
当
す
る
。
買
付
者
が
公
開
買

付
法
上
最
高
限
の
基
準
で
あ
る
議
決
権
の
あ
る
株
式
お
よ
び
議
決
権

の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
参
加
す
る
場
合
に
、
株
主
の
締
出
し
が
可
能

と
な
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
（
後
掲
第
四
章
）。

　
　

こ
れ
に
対
し
て
、
買
受
請
求
権
は
、
買
付
申
入
ま
た
は
義
務
的
買

付
申
入
後
も
居
残
っ
て
い
る
株
主
の
保
護
に
役
立
つ
。
応
募
期
間
の

経
過
後
に
も
な
お
締
出
し
基
準
に
達
し
た
場
合
に
、
自
己
株
式
の
買

取
り
を
請
求
で
き
る
可
能
性
が
残
存
株
主
に
与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
応
募
期
間
内
に
買
付
申
入
に
事
実
上
強
制
的
に
応
募
さ
せ
る

よ
う
な
締
付
け
効
果
が
減
じ
ら
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
章
を
改

め
て
検
討
す
る
（
後
掲
第
四
章
）。

⒡　

連
邦
監
督
庁
の
調
査
権
限

　
　

Ｅ
Ｕ
指
令
の
規
定
は
、
監
督
機
関
と
適
用
法
に
つ
い
て
詳
細
な
規

定
を
定
め
て
い
る
（
同
第
四
条
）。
こ
の
規
定
の
国
内
法
化
に
よ
っ

　
（
二
一
〇
八
）
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て
、
連
邦
監
督
庁
の
調
査
権
限
が
拡
大
さ
れ
、
他
の
分
野
の
金
融
市

場
に
対
す
る
監
督
権
限
に
接
近
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
支
配
権
の
取

得
の
目
的
と
他
の
目
的
と
が
並
存
し
て
い
る
場
合
の
証
明
が
実
際
上

問
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
の
困
難
を
考
慮
し
て
、
連
邦
監
督
庁
は
、

説
明
請
求
権
が
拡
大
さ
れ
、
立
入
り
権
限
を
認
め
ら
れ
る
。

Ｂ　

商
法
典
の
改
正

　

商
法
典
は
、
開
示
義
務
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令
第
一
〇
条
に
相
応
し
て
、

上
場
会
社
の
状
況
報
告
書
に
公
開
買
付
阻
止
に
関
す
る
事
項
の
開
示
事
項

（
商
法
典
第
二
八
九
条
四
項
）
お
よ
び
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
状
況
報
告
書
に
お

け
る
開
示
事
項
（
同
第
三
一
五
条
四
項
）
を
追
加
し
て
い
る
。
こ
の
改
正

に
よ
っ
て
、
買
付
者
や
投
資
者
が
こ
れ
ら
の
情
報
を
利
用
し
て
投
資
に
つ

い
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る（
14
）。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
（
後
掲

第
五
章
）。

（
11
）　

R
eg.-B

egr.U
bR

L
-U

G
,A

.A
llgem

einer Teil,S.13f.

（
12
）　

公
開
買
付
法
第
四
条
は
、
連
邦
監
督
庁
の
任
務
と
権
限
に
つ
い
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
項
は
、
連
邦
有
価
証
券
取
引

監
督
庁
（B

undesaufsichtsam
t für den W

ertpapierhandel

） （
連
邦

監
督
庁
）（B

undesaufsichtsam
t

）
は
、
本
法
の
規
定
に
基
づ
く
買
付

申
入
を
監
視
す
る
。
連
邦
監
督
庁
に
割
り
当
て
ら
れ
た
任
務
の
範
囲
に

お
い
て
、
買
付
申
入
手
続
の
正
規
な
実
施
を
侵
害
す
る
か
、
ま
た
は
有

価
証
券
市
場
に
対
し
著
し
い
不
利
益
を
も
た
ら
す
不
正
に
対
処
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
監
督
庁
は
、
こ
の
不
正
を
阻
止
す
る
か
ま
た
は

除
去
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
必
要
な
命
令
を
発
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
項
は
、
連
邦
監
督
庁
は
、
本
法
に
よ
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
た
任
務

と
権
限
と
を
公
の
利
益
の
た
め
に
だ
け
行
使
す
る
、
と
規
定
す
る
。

（
13
）　

R
eg.-B

egr.U
bR

L
-U

G
,A

.A
llgem

einer Teil,S.13f.

（
14
）　

R
eg.-B
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L
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G
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einer Teil,S.15.

第
二
章　

公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化
法
案
の
適
用
範
囲

一　

ド
イ
ツ
法
の
適
用
可
能
性

　

国
内
法
化
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
規
定
（
同
第
四
条
）

に
相
応
し
た
改
正
が
な
さ
れ
、
企
業
買
収
に
適
用
で
き
る
法
律
の
決
定
に

関
す
る
詳
細
な
基
準
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た（
15
）。
適
用
範
囲
に
つ
い
て
定
め

る
第
一
条
第
一
項
で
は
、
法
律
の
原
則
的
な
適
用
、
第
二
項
な
い
し
四
項

で
は
、
指
令
の
国
内
法
化
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
具
体
的
に
定
め
る
。

⑴　

ま
ず
、
公
開
買
付
指
令
国
内
法
化
法
は
、
従
来
同
様
、
対
象
会
社
が

発
行
し
、
か
つ
組
織
さ
れ
た
市
場
に
お
い
て
取
引
が
許
可
さ
れ
て
い
る

有
価
証
券
の
取
得
の
た
め
の
買
付
申
入
に
適
用
す
る
（
第
一
条
第
一

項
）。
な
お
、
組
織
さ
れ
た
市
場
、
有
価
証
券
、
買
付
申
入
な
ど
の
定

義
は
二
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

⑵　

つ
ぎ
に
、
対
象
会
社
が
ド
イ
ツ
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
が
、
そ

の
議
決
権
の
あ
る
株
式
が
ド
イ
ツ
以
外
の
欧
州
経
済
圏
の
国
に
お
い
て

組
織
さ
れ
た
市
場
で
取
引
が
許
さ
れ
て
い
る
会
社
に
は
、
会
社
法
上
の

　
（
二
一
〇
九
）



同
志
社
法
学　

五
八
巻
五
号

 

四
三
六

Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

問
題
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
（
第
一
条
第
二
項
）（
指
令
第
四
条

第
二
項
ｅ
、
ｂ
の
国
内
法
化
）。
つ
ま
り
、
支
配
（
第
二
九
条
第
二
項
）、

買
付
申
入
の
提
示
義
務
（
第
三
五
条
第
二
項
）
と
こ
れ
と
異
な
る
規
定

（
第
三
六
条
、
第
三
七
条
）、
買
付
申
入
提
示
の
決
定
を
対
象
会
社
の
労

働
者
に
対
し
て
通
知
（
第
一
〇
条
第
五
項
）、
買
付
申
入
書
類
の
公
表

（
第
一
四
条
第
四
項
）、買
付
申
入
の
変
更
（
第
二
一
条
第
二
項
第
二
文
、

第
一
四
条
第
四
項
）、
指
揮
機
関
の
意
見
表
明
の
通
知
（
第
二
七
条
第

三
項
第
二
文
）、
買
付
申
入
の
成
功
を
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
る
対
象
会

社
の
取
締
役
の
行
為
（
第
三
三
条
、
第
三
三
条
ａ
、
第
三
三
条
ｃ
、
第

三
三
条
ｄ
）、
ま
た
は
そ
の
他
の
会
社
法
上
の
問
題
、
つ
ま
り
、
契
約

上
お
よ
び
定
款
上
の
議
決
権
の
譲
渡
、
行
使
お
よ
び
複
数
議
決
権
の
妥

当
性
（
第
三
三
条
ｂ
）
な
ら
び
に
爾
余
の
株
主
の
締
出
し
（
第
三
九
条

ａ
、
第
三
九
条
ｂ
）、
と
株
式
買
受
請
求
権
（
第
三
九
条
ｃ
）
に
つ
い

て
定
め
て
い
る
場
合
に
だ
け
適
用
で
き
る
の
で
あ
る
。

⑶　

対
象
会
社
は
、
他
の
欧
州
経
済
圏
の
国
に
住
所
を
有
す
る
会
社
で
、

議
決
権
の
あ
る
有
価
証
券
を
発
行
し
て
い
る
会
社
に
は
次
の
要
件
を
満

た
す
場
合
に
適
用
で
き
る
（
第
一
条
第
三
項
）（
指
令
四
条
第
二
項
ｅ
、

ｂ
な
い
し
ｄ
の
国
内
法
化
）。
ま
ず
、
議
決
権
の
あ
る
有
価
証
券
の
取

得
の
た
め
の
Ｅ
Ｕ
の
買
付
申
入
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｅ
Ｕ
の
買
付

申
入
に
つ
い
て
定
義
規
定
が
あ
り
、
買
付
申
入
と
は
、
対
象
会
社
が
住

所
を
有
す
る
欧
州
経
済
圏
の
構
成
国
の
法
律
が
定
め
る
対
象
会
社
の
有

価
証
券
の
取
得
の
た
め
の
買
付
申
入
を
い
う
（
第
二
条
第
一
項
ａ
）。

こ
の
よ
う
に
適
用
を
制
限
す
る
の
は
、
ド
イ
ツ
の
立
法
者
が
指
令
に
基

い
て
ド
イ
ツ
以
外
の
構
成
国
に
住
所
を
有
す
る
対
象
会
社
に
関
し
、
そ

の
限
り
で
の
み
規
制
権
限
を
も
つ
た
め
に
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

さ
ら
な
る
適
用
要
件
と
し
て
、
議
決
権
の
あ
る
有
価
証
券
が
国
内
に

お
い
て
だ
け
組
織
さ
れ
た
市
場
に
お
い
て
取
引
が
許
可
さ
れ
て
い
る
か

（
第
二
号
ａ
）、
ま
た
は
、
議
決
権
の
あ
る
有
価
証
券
が
、
対
象
会
社
の

所
在
地
国
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
国
内
お
よ
び
別
の
欧
州
経
済
圏
の
国
に

お
い
て
組
織
さ
れ
た
市
場
に
お
い
て
取
引
が
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
（
第
二
号
ｂ
）。
こ
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
か
の

要
件
が
存
在
す
れ
ば
よ
く
、
二
者
択
一
的
で
あ
る
。
議
決
権
の
あ
る
有

価
証
券
が
、
対
象
会
社
の
所
在
地
国
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
国
内
に
お
い

て
組
織
さ
れ
た
市
場
に
お
い
て
取
引
が
許
可
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

適
用
さ
れ
る
。
対
象
会
社
が
住
所
を
有
す
る
国
と
い
う
限
定
は
、
所
在

地
の
加
盟
国
に
お
い
て
対
象
会
社
の
有
価
証
券
の
取
引
を
許
せ
ば
、
当

該
所
在
地
の
加
盟
国
法
が
適
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
い
う
原
則
に
相
応

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
法
律
は
、
対
象
会
社
に
お
い
て
、
そ

の
所
在
地
国
で
上
場
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
だ
け
適
用
さ
れ
る
。

⑷　

外
国
の
対
象
会
社
の
有
価
証
券
が
、
そ
の
所
在
地
で
は
な
く
、
複
数

の
別
の
加
盟
国
で
取
引
を
許
可
さ
れ
て
い
る
場
合
、
議
決
権
の
あ
る
有

価
証
券
が
、
ド
イ
ツ
国
内
で
も
別
の
欧
州
経
済
圏
の
国
に
お
い
て
も
組

織
さ
れ
た
市
場
に
お
い
て
取
引
が
許
可
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
ド
イ
ツ

法
は
、
対
象
会
社
の
有
価
証
券
が
ま
ず
国
内
で
組
織
さ
れ
た
市
場
で
取

引
を
許
可
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
適
用
さ
れ
る
（
第
二
号
⒝
（aa）
）（
指

令
第
四
条
第
二
項
ｅ
、
ｂ
と
ｃ
の
国
内
法
化
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
議

　
（
二
一
一
〇
）
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決
権
の
あ
る
有
価
証
券
が
、
国
内
で
も
欧
州
経
済
圏
の
他
の
国
に
お
い

て
も
組
織
さ
れ
た
市
場
に
お
い
て
取
引
が
許
可
さ
れ
て
い
る
場
合
、
対

象
会
社
の
有
価
証
券
の
取
引
の
許
可
が
欧
州
経
済
圏
の
複
数
の
加
盟
国

に
お
け
る
組
織
さ
れ
た
市
場
で
な
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
対
象
会
社
自

身
が
い
か
な
る
国
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
か
決
定
す
る
（
第
二
号
⒝

（ｂｂ）
）（
指
令
第
四
条
第
二
項
ｃ
の
国
内
法
化
）。
対
象
会
社
は
、
原
則
と

し
て
許
可
を
受
け
る
際
に
決
定
す
る
。

　

以
上
の
要
件
に
加
え
、
さ
ら
に
、
組
織
さ
れ
た
市
場
に
お
い
て
取
引
が

ま
ず
最
初
ド
イ
ツ
国
内
に
お
い
て
許
可
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
、
他
の
国
で

同
時
に
許
可
さ
れ
、
か
つ
対
象
会
社
が
所
轄
監
督
庁
と
し
て
連
邦
金
融
サ

ー
ビ
ス
監
督
庁
を
決
定
し
た
場
合
に
、
ド
イ
ツ
法
が
、
反
対
給
付
、
買
付

申
入
書
類
の
内
容
お
よ
び
買
付
申
入
手
続
の
問
題
に
つ
い
て
定
め
て
い
る

限
り
に
お
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
。

二　

定
義
規
定

　

Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
化
に
伴
い
、
現
行
法
上
の
定
義
に
加
え
て
、
新
た

な
概
念
が
明
定
さ
れ
た
。
定
義
規
定
は
第
二
条
で
定
め
ら
れ
る（
16
）。

⑴　

ま
ず
、
買
付
申
入
（A

ngebote

）
と
は
、
対
象
会
社
の
有
価
証
券

を
取
得
す
る
た
め
に
任
意
で
行
う
か
ま
た
は
本
法
に
従
っ
て
義
務
的
に

行
わ
れ
る
公
開
買
付
申
入
ま
た
は
公
開
交
換
申
入
（öffentliche K

auf 

oder T
auschangebote

）
を
い
う
（
第
一
項
）。

⑵　

そ
れ
に
対
し
て
、
新
し
く
定
義
規
定
が
設
け
ら
れ
た
、
Ｅ
Ｕ
の
買
付

申
入
と
は
、
対
象
会
社
が
住
所
を
有
す
る
欧
州
経
済
圏
の
構
成
国
の
法

律
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
規
定
（
同
第
二
条
第
一
項
ａ
）
の
意
味
に

お
け
る
買
付
申
入
と
み
な
す
規
定
（
同
第
三
項
第
二
号
）
の
意
味
に
お

け
る
対
象
会
社
の
有
価
証
券
の
取
得
の
た
め
の
買
付
申
入
で
あ
る
（
第

一
項
ａ
）。
つ
ま
り
、
会
社
の
有
価
証
券
の
所
有
者
に
対
し
て
向
け
ら

れ
た
当
該
有
価
証
券
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
取
得
の
た
め
の
公
的
な
義

務
的
ま
た
は
任
意
の
買
付
申
入
で
あ
っ
て
、
個
々
の
国
の
法
律
の
意
味

に
お
け
る
対
象
会
社
の
支
配
権
の
取
得
が
な
さ
れ
る
か
ま
た
は
支
配
権

の
取
得
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

指
令
で
使
用
さ
れ
て
い
る
義
務
的
買
付
申
入
ま
た
は
任
意
的
買
付
申

入
の
概
念
は
、
ド
イ
ツ
法
の
そ
れ
よ
り
も
狭
く
、
指
令
は
、
対
象
会
社

の
有
価
証
券
の
義
務
的
買
付
申
入
ま
た
は
任
意
的
買
付
申
入
に
制
限
し

て
お
り
、
そ
の
他
の
取
得
の
買
付
申
入
を
対
象
と
し
な
い
。
さ
ら
に
、

指
令
の
妥
当
範
囲
は
、
議
決
権
の
あ
る
有
価
証
券
の
取
得
に
限
定
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
議
決
権
の
な
い
優
先
株
（
株
式
法
一
三
九
条
）
は

含
ま
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
自
己
株
式
の
取
得
は
、
指
令
の
適
用
範
囲
で

は
な
い
。

⑵　

有
価
証
券
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。
有
価
証
券

と
は
、
証
券
が
発
行
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
株
式
、
株
式
と
比
較
で
き

る
有
価
証
券
お
よ
び
株
式
に
代
わ
る
証
書
（Z

ertifikate

）（
第
二
項

一
号
）、
お
よ
び
、
株
式
、
株
式
と
比
較
で
き
る
有
価
証
券
ま
た
は
株

式
に
代
わ
る
証
書
の
取
得
を
目
的
に
す
る
そ
の
他
の
有
価
証
券
を
い
う

（
第
二
項
二
号
）。

　
（
二
一
一
一
）
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⑶　

対
象
会
社
と
は
、
ド
イ
ツ
国
内
に
住
所
を
有
す
る
株
式
会
社
ま
た
は

株
式
合
資
会
社
（
第
三
項
一
号
）、
お
よ
び
、
他
の
欧
州
経
済
圏
の
国

に
住
所
を
有
す
る
会
社
を
い
う
（
第
三
項
二
号
）。
具
体
的
に
は
、
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
所
在
し
て
い

る
会
社
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑷　

買
付
者
と
は
、
単
独
ま
た
は
他
の
者
と
共
同
し
て
買
付
申
入
を
表
明

す
る
か
、
そ
の
よ
う
な
買
付
申
入
を
企
図
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
表
明

義
務
を
負
っ
て
い
る
自
然
人
ま
た
は
法
人
を
い
う
（
第
四
項
）。

⑸　

協
調
者
（gem

einsam
e handelnde P

ersonen

）
と
は
、
対
象
会

社
の
有
価
証
券
の
取
得
ま
た
は
対
象
会
社
の
株
式
か
ら
生
ず
る
議
決
権

の
行
使
に
関
連
す
る
行
為
を
合
意
ま
た
は
そ
の
他
の
仕
方
で
、
買
付
者

と
共
同
す
る
自
然
人
、
ま
た
は
、
合
意
も
し
く
は
そ
の
他
の
仕
方
で
買

付
申
入
を
阻
止
す
る
た
め
の
行
為
を
申
し
合
わ
せ
る
法
人
を
い
う
。
買

付
者
の
子
企
業
は
、
子
会
社
を
支
配
す
る
者
と
共
に
協
調
者
と
み
な
す

（
第
五
項
）。

⑹　

子
企
業
と
は
、
商
法
の
規
定
（
第
二
九
〇
条
）
の
意
味
に
お
け
る
子

企
業
と
み
な
さ
れ
る
企
業
か
、
ま
た
は
そ
の
法
形
式
も
し
く
は
住
所
と

は
関
係
な
く
支
配
的
影
響
力
が
行
使
さ
れ
る
企
業
を
い
う
（
第
六
項
）

（
指
令
第
二
条
第
一
項
ｄ
の
国
内
法
化
）。
こ
れ
に
よ
り
、
対
象
会
社
の

協
調
者
の
概
念
が
拡
大
さ
れ
、
第
二
条
第
二
項
に
相
応
し
て
、
子
企
業

及
び
子
企
業
を
支
配
す
る
者
が
常
に
協
調
者
と
み
な
さ
れ
る
。
買
付
者

の
子
企
業
が
買
付
者
と
協
調
し
て
行
為
す
る
と
の
論
駁
さ
れ
な
い
推
定

は
拡
大
さ
れ
る
。

⑺　

組
織
さ
れ
た
市
場
と
は
、
国
内
に
お
け
る
取
引
所
に
お
け
る
公
的
市

場
ま
た
は
規
制
市
場
お
よ
び
欧
州
経
済
地
域
の
他
の
諸
国
に
お
け
る
資

金
調
達
市
場
（M

ärkte für F
inanzinstrum

ente

）
に
関
す
る
二
〇

〇
四
年
の85/611/E

W
G

指
令
の
規
定
（
第
四
条
第
一
項
第
一
四
号
）

の
意
味
に
お
け
る
規
制
市
場
を
い
う
。

⑻　

欧
州
経
済
地
域
（E

uropäisches W
irtschaftsraum

）
は
、
欧
州

共
同
体
の
諸
国
お
よ
び
欧
州
経
済
地
域
に
関
す
る
協
定
国
を
含
む
。

（
15
）　

R
eg.-B

egr.U
bR

L
-U

G
,B

.,S.15f.

（
16
）　

R
eg.-B

egr.U
bR

L
-U

G
,B

.,S.17f.

第
三
章　

国
内
化
法
案
に
お
け
る
買
収
防
衛
措
置
に
関
す

る
規
制

一　

国
内
化
法
に
お
け
る
買
収
防
衛
措
置
の
禁
止
と
例
外
の
許
容（

17
）

⑴　

草
案
は
、
指
令
第
一
二
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
二
項
お
よ
び
第
九

条
第
二
項
、
第
三
項
に
お
け
る
選
択
モ
デ
ル
を
国
内
法
化
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
新
た
な
規
定
を
設
け
（
第
三
三
条
ａ
〜
第
三
三
条
ｄ
）、
国

内
の
会
社
が
、定
款
を
も
っ
て
防
衛
措
置
に
関
す
る
規
定
（
第
三
三
条
）

の
適
用
を
排
除
し
、
か
つ
指
令
の
阻
止
行
為
の
禁
止
（
同
第
九
条
第
二

項
と
第
三
項
）
に
相
応
す
る
規
制
（
第
二
項
）
に
服
す
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
（
第
一
項
）（opt in

）。
相
応
す
る
定
款
の
規
定
の
定
め
、
お

よ
び
、
そ
の
撤
回
は
、
株
式
法
の
一
般
規
定
に
よ
る
。

　
（
二
一
一
二
）
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⑵　

買
付
申
入
を
阻
止
す
る
行
為
の
禁
止
。
対
象
会
社
が
阻
止
行
為
の
禁

止
を
定
め
る
こ
と
を
決
定
す
る
場
合
（opt in

）、
第
三
三
条
に
代
わ

っ
て
定
め
ら
れ
た
第
三
三
条
ａ
以
下
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
、
対
象
会
社
の
取
締
役
と
監
査
役
員
は
、
買
付
申
入
の
表
明
に
関
す

る
決
定
を
公
表
し
た
と
き
か
ら
買
付
申
入
の
結
果
を
公
表
す
る
ま
で
の

間
、
買
付
申
入
の
成
功
を
阻
止
で
き
る
行
為
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な

い
（
阻
止
行
為
の
禁
止
）。
買
付
申
入
の
成
功
を
妨
げ
る
の
に
客
観
的

に
役
立
つ
行
為
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
、
第
三
三
条
第
一
項
第
一
文
に

基
く
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
禁
止
は
、
明
文
を

も
っ
て
、
対
象
会
社
の
取
締
役
と
監
査
役
に
向
け
ら
れ
て
い
る
（
第
三

三
条
ａ
第
二
項
）。

⑶　

買
付
申
入
を
阻
止
す
る
行
為
の
禁
止
の
例
外
。

　
　

阻
止
行
為
の
禁
止
は
、
指
令
第
九
条
第
二
項
、
第
三
項
と
第
五
項
に

相
応
し
て
、
次
の
四
事
例
に
お
い
て
例
外
と
さ
れ
る
。

ａ
．
ま
ず
、
買
付
申
入
の
表
明
の
決
定
を
公
表
し
た
後
に
、
総
会
が
取

締
役
ま
た
は
監
査
役
員
に
対
し
て
授
権
し
た
行
為
は
許
さ
れ
る
（
第

三
三
条
ａ
第
二
項
第
一
号
）（
指
令
第
九
条
第
二
項
前
段
の
国
内
法

化
）。
総
会
の
授
権
は
、
事
前
に
な
す
こ
と
は
で
き
ず
実
際
に
買
付

申
入
が
行
わ
れ
た
時
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ｂ
．つ
ぎ
に
、通
常
の
営
業
の
範
囲
内
の
行
為
に
は
適
用
さ
れ
な
い
（
同

条
同
項
第
一
号
）。
こ
の
例
外
は
、
通
常
か
つ
誠
実
な
業
務
執
行
者

の
行
為
の
場
合
（
第
三
三
条
第
一
項
第
二
文
前
段
）
と
同
様
に
、
対

象
会
社
を
買
収
闘
争
に
お
い
て
不
当
に
一
般
的
行
為
能
力
を
制
限
し

な
い
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ｃ
．
さ
ら
に
、
買
付
申
入
の
表
示
の
決
定
を
公
表
す
る
前
に
な
さ
れ
、

か
つ
、
そ
の
一
部
が
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
決
定
の
実
行
に
役
立

つ
限
り
に
お
い
て
、
通
常
の
営
業
外
の
行
為
は
適
用
さ
れ
な
い
（
同

条
同
項
第
三
号
）。
決
定
の
実
施
は
、
公
表
の
と
き
に
す
で
に
進
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
例
外
は
、
通
常
か

つ
誠
実
な
業
務
執
行
者
の
行
為
の
場
合
（
第
三
三
条
第
一
項
第
二
文

前
段
）
と
同
様
に
、
対
象
会
社
を
買
収
闘
争
に
お
い
て
不
当
に
一
般

的
行
為
能
力
を
制
限
し
な
い
た
め
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ｄ
．
最
後
に
、
競
合
す
る
買
付
申
入
を
探
す
行
為
で
あ
る
（
同
条
同
項

第
四
号
）。
こ
れ
は
、
当
初
の
買
付
申
入
に
賛
成
す
る
こ
と
を
決
定

す
る
可
能
性
を
株
主
か
ら
奪
わ
ず
、
か
つ
阻
止
行
為
の
禁
止
の
目
的

に
も
反
し
な
い
。

⑷　

対
象
会
社
の
取
締
役
は
、
連
邦
監
督
庁
お
よ
び
規
制
市
場
に
お
い
て

会
社
の
有
価
証
券
の
取
引
を
認
め
て
い
る
欧
州
経
済
圏
の
構
成
国
の
監

督
庁
に
対
し
て
、
定
款
の
規
定
の
商
業
登
記
簿
へ
の
登
記
に
関
す
る
証

明
書
を
遅
滞
な
く
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
ａ
第
三
項
）（
指

令
第
一
二
条
第
二
項
後
段
の
国
内
法
化
）

二　

Ｅ
Ｕ
の
透
視
規
定（

18
）

⑴　

国
内
の
対
象
会
社
は
、
買
収
の
場
合
に
譲
渡
制
限
、
議
決
権
拘
束
契

約
お
よ
び
複
数
議
決
権
の
形
式
で
防
衛
措
置
を
適
用
し
な
い
こ
と
（
第

　
（
二
一
一
三
）
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Ｅ
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第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

三
三
条
ｂ
第
一
項
）、
お
よ
び
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
透
視
規
制
（
同
第
一
一

条
第
二
項
な
い
し
第
四
項
、
第
六
項
と
第
七
項
）
に
相
応
す
る
規
制
に

服
す
る
こ
と
を
、
定
款
を
も
っ
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
社
に
お

け
るopt in
）（
第
三
三
条
ｂ
第
二
項
）。
株
式
法
の
一
般
規
定
は
総
会

の
相
応
す
る
決
議
と
そ
の
決
議
の
廃
棄
に
適
用
す
る
。

⑵　

買
収
防
衛
措
置
の
透
視
は
、
買
収
手
続
の
二
つ
の
局
面
に
関
係
す

る
。
最
初
の
局
面
は
、
応
募
期
間
に
関
係
し
、
こ
の
期
間
の
間
、
契
約

お
よ
び
定
款
上
の
株
式
の
譲
渡
制
限
は
、
買
付
者
に
対
し
て
効
力
を
生

じ
な
い
（
同
条
同
項
第
一
号
）。
た
と
え
ば
、譲
渡
制
限
記
名
株
式
（
株

式
法
第
六
八
条
第
二
項
）
は
、
対
象
会
社
の
取
締
役
会
の
同
意
な
し
に

買
付
者
に
譲
渡
さ
れ
る
。
対
象
会
社
の
株
主
の
間
も
し
く
は
株
主
間
の

契
約
上
の
合
意
に
基
く
譲
渡
制
限
が
あ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

　
　

防
衛
措
置
に
つ
い
て
決
議
す
る
総
会
に
お
い
て
、
買
付
申
入
の
応
募

期
間
の
間
は
、
定
款
で
定
め
た
譲
渡
制
限
お
よ
び
議
決
権
拘
束
契
約
は

効
力
を
生
じ
ず
、
か
つ
、
複
数
議
決
権
株
式
は
一
票
の
権
限
を
有
す
る

に
す
ぎ
な
い
（
同
条
同
項
第
二
号
）。
最
高
議
決
権
の
方
式
に
よ
る
議

決
権
の
制
限
は
、
ド
イ
ツ
で
は
、
上
場
会
社
に
お
い
て
、
法
律
に
よ
っ

て
す
で
に
排
除
さ
れ
て
い
る
（
株
式
法
第
一
三
四
条
第
一
項
第
二
文
）。

最
後
に
、
承
認
さ
れ
た
複
数
議
決
権
は
、
こ
の
総
会
に
お
い
て
は
一
票

し
か
も
た
な
い
。
ド
イ
ツ
に
は
現
在
ほ
ん
の
僅
か
の
企
業
だ
け
が
、
複

数
議
決
権
株
式
を
利
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
本
規
制
に
よ
る

実
際
上
の
意
義
は
僅
か
で
あ
る
。
新
た
な
複
数
議
決
権
株
式
の
創
設
は

許
さ
れ
な
い
（
株
式
法
第
一
二
条
第
二
項
）。

　
　

透
視
に
関
す
る
第
二
の
局
面
は
、
買
付
申
入
後
に
対
象
会
社
の
議
決

権
の
あ
る
資
本
の
少
な
く
と
も
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
取
得
し
た
買

付
者
が
請
求
し
て
、
定
款
の
変
更
ま
た
は
監
査
役
会
の
構
成
の
変
更
の

た
め
に
招
集
さ
れ
た
最
初
の
総
会
に
関
係
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
定

款
お
よ
び
契
約
上
の
議
決
権
の
制
限
な
ら
び
に
定
款
上
の
派
遣
権
は
適

用
さ
れ
な
い
。
複
数
議
決
権
株
に
は
一
票
だ
け
が
付
与
さ
れ
る
（
同
条

同
項
第
三
号
）。
そ
の
場
合
、
総
会
は
、
定
款
変
更
ま
た
は
機
関
構
成

員
の
選
解
任
の
た
め
に
だ
け
招
集
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。

⑶　

対
象
会
社
の
取
締
役
が
定
款
規
定
の
商
業
登
記
簿
へ
の
登
記
の
証
明

書
を
送
付
す
る
義
務
。
対
象
会
社
の
取
締
役
は
、
連
邦
監
督
庁
お
よ
び

規
制
市
場
に
お
い
て
会
社
の
有
価
証
券
の
取
引
を
認
め
て
い
る
欧
州
経

済
圏
の
構
成
国
の
監
督
庁
に
対
し
て
、
第
一
項
に
基
く
定
款
の
規
定
の

商
業
登
記
簿
へ
の
登
記
に
関
す
る
証
明
書
を
遅
滞
な
く
送
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
同
条
第
三
項
）（
指
令
第
一
二
条
第
二
項
後
段
の
国
内

法
化
）。

⑷　

透
視
規
定
が
買
付
者
の
た
め
に
介
入
す
る
が
、
こ
の
買
付
者
に
、
自

己
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、
す
ぐ
に
総
会
を
招
集
す
る
可
能
性
が
認
め

ら
れ
る
。
買
付
者
は
、
定
款
の
変
更
ま
た
は
監
査
役
員
の
交
代
を
求
め

る
場
合
に
だ
け
、
総
会
の
招
集
を
要
求
で
き
る
（
同
条
第
四
項
）（
指

令
第
一
一
条
第
四
項
の
国
内
法
化
）。
こ
の
総
会
に
お
い
て
、
そ
れ
以

外
の
別
の
措
置
を
決
議
す
る
場
合
に
は
、
決
議
は
有
効
で
あ
る
。

　
（
二
一
一
四
）
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三　

相
互
性
の
原
則
の
留
保（

19
）

⑴　

第
三
条
ａ
第
一
項
の
意
味
に
お
け
る
導
入
（opt in

）
を
決
定
し
た

国
内
の
対
象
会
社
の
総
会
は
、
第
三
三
条
ａ
第
二
項
に
相
応
す
る
規
定

を
適
用
し
な
い
買
付
者
に
対
し
て
、
第
三
三
条
ａ
第
一
項
に
基
い
て
定

め
た
定
款
の
内
容
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
を
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
第
三
三
条
ｃ
第
一
項
）（
指
令
第
一
二
条
第
三
項
の
選
択
権
の
行
使
）。

　
　

相
互
性
の
規
定
は
、
買
付
者
が
欧
州
経
済
圏
の
国
に
住
所
を
有
す
る

か
ま
た
は
そ
れ
以
外
の
第
三
国
に
属
す
る
か
ど
う
か
無
関
係
に
妥
当
す

る
。
買
付
者
が
第
三
国
の
出
身
で
あ
る
場
合
に
は
、
指
令
第
一
二
条
の

意
味
に
お
け
る
選
択
権
は
、
通
常
、
買
付
者
に
帰
属
し
な
い
。
機
関
の

行
為
を
規
制
す
る
規
定
が
、
第
三
三
条
ａ
第
二
項
に
お
け
る
規
制
に
相

応
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
決
定
的
な
の
は
、内
容
上
の
同
等
性
で
あ
る
。

　
　

子
企
業
が
買
付
申
入
を
行
な
う
場
合
に
は
、
相
互
性
の
問
題
に
関
し

て
は
、
親
企
業
も
考
慮
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｕ
の
阻
止
行
為
の
禁
止
が
、
適
用

さ
れ
る
子
企
業
が
買
付
申
入
を
表
明
し
、
親
企
業
が
Ｅ
Ｕ
の
阻
止
行
為

の
禁
止
に
相
応
す
る
規
制
に
服
さ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
性
が
回

避
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
。

⑵　

対
象
会
社
は
、
Ｅ
Ｕ
の
透
視
規
定
の
適
用
を
相
互
性
の
留
保
の
下
に

お
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
定
款
を
も
っ
て
第
三
三
条
ｂ

に
基
く
規
定
を
定
め
る
対
象
会
社
の
総
会
は
、
買
付
者
ま
た
は
買
付
者

の
支
配
企
業
が
当
該
規
定
に
相
応
す
る
規
制
に
服
し
な
い
場
合
に
は
、

当
該
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
を
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
第

二
項
）。

⑶　

対
象
会
社
は
、
総
会
決
議
に
よ
っ
て
相
互
性
の
規
定
を
利
用
す
る
こ

と
を
決
定
で
き
る
。
総
会
の
決
議
は
、
最
高
限
一
八
カ
月
間
妥
当
す
る

（
指
令
第
一
二
条
第
三
項
、
第
四
項
と
第
五
項
の
国
内
法
化
）。
対
象
会

社
の
取
締
役
は
、
連
邦
監
督
庁
、
お
よ
び
、
規
制
市
場
に
お
い
て
会
社

の
議
決
権
の
あ
る
株
式
の
取
引
を
許
可
し
て
い
る
欧
州
経
済
圏
の
構
成

国
の
監
督
庁
に
対
し
て
、
遅
滞
な
く
、
総
会
の
決
議
に
関
す
る
証
明
書

を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
第
三
項
）（
指
令
第
一
二
条
第

四
項
の
国
内
法
化
）。

四　

不
当
な
給
付
の
供
与
の
禁
止（

20
）

　

買
付
者
お
よ
び
協
調
者
は
、
対
象
会
社
の
取
締
役
ま
た
は
監
査
役
員
に

対
し
て
、
買
付
申
入
と
関
連
し
て
不
当
な
反
対
給
付
ま
た
は
他
の
不
当
な

金
銭
価
値
の
あ
る
利
益
を
供
与
す
る
か
ま
た
は
約
束
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら

れ
る
（
第
三
三
条
ｄ
）。
こ
れ
は
、
現
行
第
三
三
条
第
三
項
の
規
定
が
、

編
纂
上
の
理
由
に
よ
っ
て
条
文
の
位
置
が
変
わ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

（
17
）　
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（
二
一
一
五
）
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二

Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

第
四
章　

少
数
株
主
の
締
出
し
と
残
存
株
主
の
株
式
買
受

請
求
権
（

21）

一　

国
内
法
化
法
案
上
の
少
数
株
主
の
締
出
し
制
度
の
制
定

⑴　

公
開
買
付
の
場
合
に
独
自
の
少
数
株
主
の
締
出
し
制
度
が
設
け
ら
れ

た
（
指
令
第
一
五
条
の
国
内
法
化
）。
株
主
の
締
出
し
は
、
こ
れ
に
先

行
す
る
買
付
申
入
ま
た
は
義
務
的
買
付
申
入
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
取

得
株
式
数
を
増
加
さ
せ
る
た
め
だ
け
の
買
付
申
入
に
基
く
株
式
取
得
、

つ
ま
り
、
既
存
の
支
配
参
加
か
ら
生
ず
る
買
付
申
入
に
基
く
株
式
取
得

の
場
合
に
は
、
買
付
者
は
、
こ
こ
で
定
め
る
規
定
（
第
三
九
条
ａ
〜
第

三
九
条
ｆ
）
に
基
く
締
出
し
権
限
は
な
い
。
そ
の
他
の
取
得
買
付
申
入

ま
た
は
変
更
さ
れ
た
所
有
者
構
造
に
基
い
て
会
社
に
お
け
る
株
式
の
多

数
を
所
有
す
る
他
の
株
主
も
公
開
買
付
法
上
の
締
出
し
の
方
法
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑵　

買
付
申
入
も
し
く
は
義
務
的
買
付
申
入
後
に
、
対
象
会
社
の
株
式
に

つ
い
て
議
決
権
の
あ
る
資
本
の
少
な
く
と
も
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
保
有

し
、
か
つ
対
象
会
社
の
議
決
権
の
少
な
く
と
も
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
有

す
る
買
付
者
が
請
求
す
る
と
き
は
、
爾
余
の
議
決
権
の
あ
る
株
式
を
相

当
な
代
償
と
引
き
換
え
に
裁
判
所
の
決
定
に
よ
っ
て
譲
渡
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
買
付
者
が
、
同
時
に
、
対
象
会
社
の
資
本
の
九
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
株
式
を
保
有
し
、
買
付
者
が
請
求
す
る
と
き
は
、
議
決
権
の
な

い
爾
余
の
優
先
株
を
買
付
者
に
譲
渡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
三
九

条
ａ
第
一
項
）。

　
　

議
決
権
の
あ
る
資
本
お
よ
び
議
決
権
は
、
議
決
権
を
有
す
爾
余
の
株

主
の
締
出
し
の
最
低
基
準
の
算
出
の
基
準
値
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
（
指

令
第
一
五
条
第
二
項
に
合
致
）。
一
株
一
議
決
権
が
株
式
法
上
の
原
則

で
あ
る
の
で
（
株
式
法
第
一
二
条
第
二
項
）、
議
決
権
の
割
合
の
特
別

な
考
慮
は
、
複
数
議
決
権
を
有
す
る
僅
か
な
会
社
で
意
味
を
持
つ
に
す

ぎ
な
い
。

　
　

買
付
者
が
必
要
な
多
数
株
式
を
い
か
な
る
仕
方
で
取
得
す
る
か
は
重

要
で
は
な
く
、
個
々
の
株
主
と
の
取
引
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
取
引

が
買
付
申
入
と
密
接
な
時
間
的
関
係
が
あ
る
限
り
、
形
式
的
な
買
付
申

入
手
続
外
で
一
括
取
得
に
よ
り
、
必
要
な
最
低
基
準
に
達
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
　

締
出
し
権
は
、裁
判
所
で
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、

株
式
の
買
付
者
へ
の
移
転
を
決
定
す
る
。
裁
判
所
は
、
社
員
権
喪
失
の

見
返
り
と
し
て
相
当
な
代
償
を
供
与
す
る
こ
と
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

⑶　

複
数
の
種
類
株
式
が
発
行
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
締
出
し
権
は
そ

れ
ぞ
れ
の
種
類
株
式
に
つ
い
て
別
々
に
行
使
す
る
。
買
付
者
が
事
実
上

対
象
会
社
の
資
本
全
部
を
取
得
で
き
る
こ
と
を
保
障
す
る
た
め
に
、
締

出
し
権
は
、
議
決
権
の
な
い
優
先
株
に
関
し
て
も
買
付
者
に
与
え
ら
れ

る
。
資
本
参
加
の
基
準
は
一
方
で
は
議
決
権
の
あ
る
資
本
で
あ
り
、
他

方
で
は
対
象
会
社
の
資
本
で
あ
る
。
指
令
は
、
議
決
権
の
あ
る
株
式
だ

け
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、
議
決
権
な
き
株
式
の
排
除
に
つ
い
て
規
定
さ

　
（
二
一
一
六
）
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れ
て
い
な
い
。
買
付
者
が
指
令
の
割
合
に
反
し
て
議
決
権
な
き
優
先
株

主
の
締
出
し
を
行
な
う
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、
議
決
権
の
あ
る
資

本
と
議
決
権
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
株
式
法
上
の
締
出
し
の

場
合
と
同
様
に
、
資
本
は
、
爾
余
の
株
主
の
権
利
に
買
付
者
が
介
入
す

る
こ
と
を
根
拠
付
け
る
た
め
に
、
補
充
的
基
準
と
し
て
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い（
22
）。
し
た
が
っ
て
、
買
付
者
は
、
少
数
株
主
に
関
係
の
な
い

企
業
運
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
位
に
も
就
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
資
本
を
基
準
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
は
、
そ
の
限
り
で
、
議
決

権
株
主
の
少
数
株
主
の
場
合
と
異
な
り
、
最
高
限
、
議
決
権
の
あ
る
資

本
の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
か
つ
、
議
決
権
の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
基
準

値
を
定
め
る
指
令
の
規
定
が
あ
る
の
で
（
同
第
一
五
条
第
三
項
第
三

文
）
排
除
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
参
加
割
合
は
、
株
式
法
上
の
基
準
と
合
致
す
る

（
同
第
三
二
七
条
ａ
）。
そ
れ
は
、
残
り
の
少
数
株
主
を
排
除
す
る
規
制

の
目
的
に
相
応
す
る
。
買
付
者
は
株
式
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
債
権
法
上
の
株
式
譲
渡
請
求
権
を
有
す
る
だ
け
で
は
十
分
で

な
い
。

⑷　

必
要
な
参
加
割
合
の
算
定
は
、
株
式
法
の
場
合
（
同
第
三
二
七
条
ａ

第
二
項
）
と
同
様
に
、
株
式
法
の
規
定
（
同
第
一
六
条
第
二
項
と
第
四

項
）
に
基
い
て
行
な
わ
れ
る
（
第
三
九
条
ａ
第
二
項
）。
第
三
〇
条
第

二
項
に
基
く
算
定
の
場
合
と
異
な
り
、
株
式
を
所
有
す
る
こ
と
が
決
定

的
で
あ
る
。
株
式
か
ら
生
ず
る
議
決
権
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
従
属
企

業
ま
た
は
買
付
者
も
し
く
は
買
付
者
に
従
属
す
る
企
業
の
計
算
で
第
三

者
が
所
有
す
る
株
式
は
、
買
付
者
の
た
め
に
算
出
さ
れ
る
。

⑸　

代
償
の
方
法
と
代
償
額
。
代
償
の
種
類
は
、
買
付
申
入
も
し
く
は
義

務
的
買
付
申
入
の
反
対
給
付
の
種
類
に
相
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
同
条
第
三
項
） （
指
令
第
一
五
条
第
五
項
第
二
文
の
国
内
法
化
）。
反

対
給
付
は
、
常
に
選
択
的
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
金
銭
給
付

を
要
求
す
る
可
能
性
は
、
残
存
株
主
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
。
買
付
申

入
ま
た
は
義
務
的
買
付
申
入
が
金
銭
で
反
対
給
付
を
定
め
な
い
場
合
に

は
、
代
償
は
、
反
対
給
付
と
し
て
供
与
し
た
株
式
の
価
額
に
相
応
す
る
。

　
　

買
付
申
入
も
し
く
は
義
務
的
買
付
申
入
の
範
囲
で
付
与
さ
れ
た
反
対

給
付
は
、
買
付
者
が
買
付
申
入
に
基
い
て
、
買
付
申
入
に
関
わ
る
資
本

の
少
な
く
と
も
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
株
式
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
相

当
な
代
償
と
み
な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
代
償
は
義
務
的
買
付
申
入
の
場

合
に
は
買
付
申
入
価
格
、
任
意
な
買
付
申
入
の
場
合
に
は
、
先
行
す
る

買
付
申
入
の
反
対
給
付
に
相
応
し
、
か
つ
、
買
付
者
が
こ
の
買
付
申
入

に
よ
っ
て
、
資
本
の
少
な
く
と
も
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
応
す
る
有
価

証
券
を
取
得
し
た
と
き
に
は
、
代
償
は
相
当
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
　

公
開
買
付
法
は
、
買
付
申
入
と
義
務
的
買
付
申
入
の
場
合
に
お
い
て

拘
束
的
価
格
規
制
を
定
め
て
い
る
の
で
、
推
定
規
定
は
、
義
務
的
株
式

買
付
申
入
に
も
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
買
付
申
入
に
関
わ
る
資

本
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
代
表
す
る
株
主
が
買
付
申
入
に
応
募
す
る
と

き
は
、
代
償
の
相
当
性
に
関
し
て
反
証
で
き
な
い
推
定
を
定
め
る
。
九

〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
の
基
準
の
選
択
は
指
令
の
基
準
に
相
応
す
る
。

応
募
の
割
合
は
、
議
決
権
の
あ
る
株
式
と
議
決
権
の
な
い
優
先
株
に
つ

　
（
二
一
一
七
）
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い
て
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑹　

株
式
譲
渡
の
申
立
て
は
、
応
募
期
間
の
終
了
後
三
カ
月
以
内
に
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
三
九
条
ａ
第
四
項
）（
指
令
第
一
五
条
第

四
項
の
国
内
法
化
）。
申
立
て
に
お
い
て
提
供
す
る
代
償
も
表
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・

マ
イ
ン
地
方
裁
判
所
（
商
事
部
）
が
裁
判
す
る
（
第
三
九
条
ａ
第
五

項
）。
場
所
管
轄
は
、
連
邦
金
融
サ
ー
ビ
ス
監
督
庁
の
所
在
地
に
従
っ

て
決
め
ら
れ
る
。
締
出
し
に
関
す
る
株
式
法
上
の
手
続
（
同
法
第
三
二

七
条
ａ
か
ら
第
三
二
七
条
ｆ
ま
で
の
規
定
）
と
公
開
買
付
法
上
の
手
続

を
同
時
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
同
条
第
六
項
）。
買
付
者
が

公
開
買
付
法
の
規
定
（
第
三
九
条
ａ
）
に
基
き
締
出
し
を
申
し
立
て
る

と
同
時
に
、
株
式
法
上
の
締
出
し
権
の
行
使
は
で
き
な
く
な
る
。
公
開

買
付
法
上
の
締
出
し
手
続
が
確
定
的
に
終
了
し
た
と
き
に
は
、
買
付
者

は
株
式
法
上
の
手
続
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

締
出
し
手
続（

23
）

⑴　

株
主
の
締
出
し
に
関
す
る
裁
判
上
の
手
続
が
非
訟
事
件
手
続
と
し
て

設
け
ら
れ
、国
内
法
化
の
規
定
（
第
三
九
条
ｂ
第
二
項
な
い
し
第
五
項
）

が
別
段
の
定
め
を
し
て
い
な
い
限
り
、
非
訟
事
件
手
続
法
が
、
締
出
し

手
続
に
適
用
さ
れ
る
（
同
条
第
一
項
）。
新
設
さ
れ
た
規
定
に
よ
れ
ば
、

買
付
者
の
申
立
て
に
よ
っ
て
の
み
裁
判
上
の
決
定
が
下
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
職
権
探
査
の
原
則
が
適
用
さ
れ
る
。
第
二
項
な
い
し
第
五
項
の
規

定
が
優
先
的
に
適
用
さ
れ
、
非
訟
事
件
手
続
法
は
補
充
的
に
適
用
す

る
。

⑵　

地
方
裁
判
所
は
、
締
出
し
の
申
立
て
を
会
社
公
告
紙
に
公
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
第
二
項
）。
申
立
て
の
公
告
は
電
磁
式
連
邦
官

報
（
株
式
法
第
二
五
条
）
で
行
な
わ
れ
る
。
対
象
会
社
の
全
部
の
関
係

株
主
に
情
報
が
提
供
さ
れ
、
手
続
に
参
加
す
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ

る
。

　
　

地
方
裁
判
所
は
、
理
由
を
付
し
た
決
定
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。
決
定

に
対
し
て
即
時
抗
告
が
認
め
ら
れ
る
。
即
時
抗
告
は
、
決
定
を
延
期
す

る
効
力
を
有
す
る
。
抗
告
の
管
轄
裁
判
所
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア

ム
・
マ
イ
ン
高
等
裁
判
所
で
あ
る
。
地
方
裁
判
所
の
決
定
に
対
す
る
さ

ら
な
る
上
訴
裁
判
所
は
存
在
せ
ず
、
更
な
る
抗
告
は
許
さ
れ
な
い
（
第

三
九
条
ｂ
第
三
項
）。

⑶　

地
方
裁
判
所
の
決
定
の
送
達
に
よ
る
公
表
、
抗
告
期
間
な
ら
び
に
抗

告
期
間
の
開
始
。
地
方
裁
判
所
は
、
申
立
人
お
よ
び
対
象
会
社
な
ら
び

に
、
手
続
に
参
加
し
て
い
る
限
り
、
会
社
の
爾
余
の
株
主
に
対
し
て
決

定
書
を
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
決
定
は
、
理
由
を
付
さ
ず
に
会

社
公
告
紙
に
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
申
立
人
と
対
象
会
社
の
爾

余
の
株
主
は
、
抗
告
す
る
権
限
を
有
す
る
。
抗
告
期
間
は
、
電
磁
式
連

邦
官
報
に
お
け
る
公
告
と
同
時
に
進
行
す
る
が
、
申
立
人
と
決
定
が
送

達
さ
れ
た
爾
余
の
株
主
に
対
し
て
は
、
決
定
の
送
達
前
に
は
進
行
し
な

い
（
第
三
九
条
ｂ
第
四
項
）。

　
　

決
定
は
、
既
判
力
を
も
っ
て
初
め
て
効
力
を
生
ず
る
。
決
定
は
す
べ

　
（
二
一
一
八
）
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て
の
株
主
の
た
め
に
お
よ
び
株
主
に
対
し
て
効
力
を
有
す
る
。
決
定
は

す
べ
て
の
株
主
を
拘
束
す
る
。
決
定
は
、
早
く
て
も
二
週
間
の
抗
告
期

間
の
経
過
後
に
有
効
に
な
る
。
爾
余
の
株
主
の
株
式
は
、
既
判
力
の
あ

る
決
定
と
同
時
に
、
締
出
し
権
限
を
有
す
る
株
主
に
移
転
す
る
。
つ
ま

り
、
決
定
が
既
判
力
を
有
す
る
と
、
有
価
証
券
の
所
有
権
が
申
立
て
人

に
移
転
す
る
。
当
該
株
式
に
つ
い
て
株
券
が
発
行
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
株
券
を
交
付
す
る
ま
で
は
相
当
な
代
償
請
求
権
を
表
象
す
る
に
す

ぎ
な
い
。
対
象
会
社
の
取
締
役
は
、
既
判
力
の
あ
る
決
定
を
遅
滞
な
く

商
業
登
記
簿
に
登
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
三
九
条
ｂ
第
五
項
）。

商
業
登
記
へ
の
登
記
は
開
示
と
法
的
安
定
性
に
役
立
つ
。

⑷　

手
続
の
費
用
に
つ
い
て
は
、株
式
法
の
規
定
（
同
第
九
九
条
第
六
項
）

に
倣
い
、
費
用
法
を
適
用
す
る
（
第
三
九
条
ｂ
第
六
項
）。
提
案
し
た

最
低
額
と
最
高
額
は
、
決
定
手
続
法
（Spruchverfahrensgesetz

）

の
規
定
（
同
第
一
五
条
第
一
項
第
一
文
）
の
規
制
に
相
応
す
る
。

　
　

締
出
し
に
関
わ
る
す
べ
て
の
株
式
の
価
値
に
相
応
す
る
額
は
、
業
務

価
値
（G

eschäftsw
ert

）
と
み
な
す
。
そ
の
額
は
、
最
低
限
二
〇
万

ユ
ー
ロ
で
か
つ
最
高
限
七
五
〇
万
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
申
立
の
時
が
、
価

額
の
決
定
の
た
め
の
基
準
時
と
な
る
。
申
立
人
だ
け
が
、
裁
判
所
費
用

の
債
務
者
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
問
題
の
目
的
に
適
っ
た
解
決
の
た
め

に
必
要
で
あ
る
申
立
て
の
相
手
方
の
費
用
の
全
額
ま
た
は
一
部
を
、
公

平
に
資
す
る
と
き
は
、
申
立
人
が
申
立
て
の
相
手
方
に
発
生
し
た
費
用

も
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三　

買
受
請
求
権

　

自
己
の
株
式
を
会
社
が
買
い
取
る
こ
と
を
請
求
で
き
る
残
存
株
主
の
買

受
請
求
権
は
、残
存
株
主
の
保
護
の
た
め
の
規
制
で
あ
る
（
第
三
九
条
ｃ
）

（
指
令
第
一
六
条
の
国
内
法
化
）。
買
付
申
入
を
応
募
期
間
内
に
も
、
さ
ら

な
る
応
募
期
間
内
に
も
応
募
し
な
か
っ
た
株
主
が
応
募
期
間
の
終
了
後
三

カ
月
以
内
に
買
付
申
入
に
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
前
提
要
件

は
、
買
付
者
が
残
存
株
主
に
対
す
る
締
出
し
の
申
立
権
限
を
有
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
買
受
の
請
求
権
の
規
制
は
、
指
令
の
非
官
僚
主
義
的
で
か

つ
実
行
可
能
な
国
内
法
化
を
保
障
す
る
。

　

三
か
月
と
い
う
期
間
は
、
義
務
の
履
行
の
時
か
ら
初
め
て
進
行
を
開
始

す
る
。
買
受
請
求
権
に
関
す
る
三
カ
月
と
い
う
期
間
は
、
買
付
者
が
締
出

し
に
必
要
な
参
加
割
合
の
公
告
義
務
を
履
行
し
な
い
か
ま
た
は
適
法
に
履

行
し
な
か
っ
た
限
り
に
お
い
て
、
進
行
し
な
い
。

（
21
）　
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株
式
法
上
の
締
出
し
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
特
別
の
場
合
に
、
会
社
財
産
維
持
に
対
す
る
少
数
株
主
の
利

益
が
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
企
業
家
的
主
導
権
の
自
由
な
展
開
に
対

す
る
利
益
に
後
退
す
る
と
い
う
背
景
の
下
で
の
み
そ
の
よ
う
な
介
入
が

正
当
化
で
き
る
、vgl.B
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B
verfG

E
 
14, 

263, 
281f., 

な
お
、
高
橋
英
治
「
株
主
と
憲
法
上
の
財
産
権―

会
社
法
改
正
に

憲
法
上
の
限
界
は
あ
る
の
か―

」
民
商
一
三
〇
巻
二
号
二
一
二
頁
以
下

（
二
〇
〇
四
）
参
照
。

（
23
）　

R
eg.-B

egr.U
bR

L
-U

G
,B

.,S.22f.

　
（
二
一
一
九
）
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六

Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

第
五
章　
（
商
法
上
の
）
開
示

（
24
）

　

Ｅ
Ｕ
指
令
が
要
求
す
る
開
示
事
項
は
、
商
法
に
お
け
る
開
示
制
度
に
導

入
さ
れ
る
。
ま
ず
、
附
属
明
細
書
（L

agebericht

）
に
お
け
る
記
載
事

項
が
追
加
さ
れ
（
商
法
典
第
二
八
九
条
第
四
項
）（
指
令
第
一
〇
条
第
一

項
の
国
内
法
化
）、
さ
ら
に
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
附
属
明
細
書

（K
onzernlagebericht

）
に
お
い
て
も
記
載
事
項
が
追
加
さ
れ
る
（
商

法
典
第
三
一
五
条
第
四
項
）（
指
令
第
一
〇
条
第
二
項
の
国
内
法
化
）。

　

開
示
義
務
を
負
う
会
社
は
、
議
決
権
の
あ
る
譲
渡
で
き
る
有
価
証
券
が

少
な
く
と
も
一
つ
の
加
盟
国
に
お
け
る
規
制
市
場
に
お
い
て
取
引
を
許
さ

れ
て
い
る
会
社
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
議
決
権
の
あ
る
株
式
を
発

行
し
規
制
市
場
に
上
場
し
て
い
る
株
式
会
社
と
株
式
合
資
会
社
が
開
示
義

務
を
負
う
。
Ｅ
Ｕ
指
令
に
お
け
る
「
規
制
市
場
」（
同
第
一
条
第
一
項
）
は
、

公
開
買
付
法
に
お
け
る
「
組
織
さ
れ
た
市
場
」（
第
二
条
第
七
項
）
に
対

応
す
る
。
組
織
さ
れ
た
市
場
で
、
債
券
ま
た
は
享
益
証
券
だ
け
を
取
引
し

て
い
る
企
業
は
開
示
義
務
は
な
く
、
金
融
派
生
商
品
、
担
保
証
券
お
よ
び

社
債
も
指
令
の
意
味
に
お
け
る
有
価
証
券
概
念
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

　

附
属
明
細
書
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
附
属
明
細
書
に
よ
り
、
潜
在
的
な
買
付

者
が
、
買
付
申
入
を
提
示
す
る
前
に
、
対
象
会
社
お
よ
び
対
象
会
社
の
構

造
な
ら
び
に
買
付
防
衛
措
置
に
関
す
る
包
括
的
な
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

一　

附
属
明
細
書
に
お
け
る
記
載
事
項
の
追
加

　

附
属
明
細
書
に
記
載
す
る
事
項
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
お
け
る
記
載
事
項
が

商
法
典
第
二
八
九
条
に
第
四
項
の
規
定
が
追
加
さ
れ
、
国
内
法
化
さ
れ

る
。
つ
ぎ
に
記
載
事
項
を
個
別
に
検
討
す
る
。

⑴　

表
示
資
本
の
構
成
。

　
　

異
な
る
株
式
の
種
類
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
に
つ
い
て
結

び
つ
い
た
権
利
と
義
務
お
よ
び
会
社
資
本
に
対
す
る
割
合
を
規
定
す
る

（
商
法
第
二
八
九
条
第
四
項
第
一
号
）（
指
令
第
一
〇
第
条
第
一
項
ａ
の

国
内
法
化
）。

　
　

指
令
は
資
本
に
つ
い
て
定
義
し
て
い
な
い
。
計
算
規
定
の
分
野
で

は
、「
表
示
資
本
」
が
基
準
と
な
り
（
商
法
典
第
二
七
二
条
第
一
項
第

一
文
）、
こ
の
表
示
資
本
が
会
社
の
基
本
資
本
に
対
応
す
る
。
表
示
資

本
が
、
異
な
る
種
類
株
式
（
株
式
法
第
一
一
条
）
に
分
け
ら
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
株
式
に
つ
い
て
、
資
本
に
対
す
る
割
合
、

付
与
さ
れ
て
い
る
権
利
と
義
務
を
表
示
す
る
。
た
と
え
ば
、
普
通
株
、

議
決
権
の
な
い
優
先
株
、
付
随
義
務
の
あ
る
株
式
な
ど
の
区
分
で
あ

る
。
指
令
は
、
た
と
え
ば
、
取
引
さ
れ
て
い
な
い
か
ま
た
は
第
三
国
で

取
引
さ
れ
て
い
る
有
価
証
券
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
規
制
市
場
で

取
引
さ
れ
て
い
な
い
有
価
証
券
の
記
載
を
要
求
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
の
有
価
証
券
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
資
本
構
成
は
、

株
式
法
で
は
付
録
で
説
明
す
る
（
同
第
一
六
〇
条
）。
今
後
は
、
資
本

　
（
二
一
二
〇
）
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Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

構
成
の
説
明
は
、
株
式
法
上
の
付
録
と
附
属
明
細
書
に
お
い
て
並
存
し

て
行
な
わ
れ
る
。

⑵　

資
本
会
社
間
の
合
意
に
基
く
場
合
に
も
、
会
社
の
取
締
役
に
知
れ
て

い
る
限
り
に
お
い
て
、
議
決
権
ま
た
は
株
式
の
譲
渡
制
限
（
同
条
同
項

第
二
号
）（
指
令
第
一
〇
条
第
一
項
ｂ
、
ｆ
、
ｇ
の
国
内
法
化
）。

　
　

指
令
に
よ
る
有
価
証
券
の
譲
渡
制
限
は
、
有
価
証
券
の
所
有
制
限
、

ま
た
は
、
会
社
も
し
く
は
他
の
有
価
証
券
所
有
者
の
承
認
の
方
法
に
よ

る
。
ド
イ
ツ
法
で
は
譲
渡
制
限
の
あ
る
記
名
株
式
（
株
式
法
第
六
八
条

第
二
項
）
が
あ
て
は
ま
る
。
指
令
に
よ
れ
ば
、
議
決
権
の
制
限
は
、
議

決
権
行
使
に
関
す
る
時
間
的
制
限
と
議
決
権
の
所
有
割
合
の
制
限
も
し

く
は
票
数
制
限
に
関
係
す
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
最
高
議
決
権
は
上
場
会

社
で
は
認
め
ら
れ
な
い
（
株
式
法
第
一
三
四
条
第
一
項
第
二
文
参
照
）。

指
令
は
、
有
価
証
券
に
結
び
付
け
ら
れ
た
財
務
上
の
権
利
と
有
価
証
券

の
所
有
が
会
社
と
の
関
係
で
分
離
し
て
い
る
制
度
を
挙
げ
る
が
、
ド
イ

ツ
で
は
、
株
式
法
上
そ
の
よ
う
な
分
割
が
禁
止
さ
れ
る

（A
bspaltungsverbot

）
の
で
意
味
が
な
い
。
社
員
間
の
議
決
権
拘
束

契
約
は
、
開
示
義
務
を
負
う
会
社
の
取
締
役
が
知
っ
て
い
る
場
合
に
の

み
、
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
取
締
役
の
説
明
義
務
や
株
主
の
届

出
義
務
は
生
じ
な
い
。

⑶　

議
決
権
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
資
本
に
対
す
る
直
接
ま
た
は

間
接
的
な
参
加
（
同
条
同
項
第
三
号
）（
指
令
第
一
〇
条
第
一
項
ｃ
の

国
内
法
化
）。

　
　

重
要
な
直
接
ま
た
は
間
接
の
参
加
は
開
示
す
る
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造

型
参
加
、
相
互
参
加
も
含
ま
れ
る
。
重
要
か
ど
う
か
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
は
、

有
価
証
券
の
公
的
な
上
場
の
許
可
お
よ
び
当
該
有
価
証
券
に
つ
い
て
公

表
さ
れ
る
べ
き
情
報
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
五
月
二
八
日
の
欧
州
議
会

と
理
事
会
の2001/34/E

G

指
令（
25
）第
八
五
条
を
指
示
す
る
。
同
条
に
よ
れ

ば
、
同
指
令
第
八
九
条
第
一
項
で
掲
げ
る
最
低
限
の
基
準
で
あ
る
議
決

権
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
、
す
べ
て
の
直
接
的
ま
た
は
中
間
に

介
在
す
る
者
を
介
し
て
所
有
す
る
参
加
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

⑷　

支
配
権
を
付
与
す
る
特
別
な
権
利
を
有
す
る
株
式
の
所
有
者
。
特
別

な
権
利
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条

同
項
第
四
号
）（
指
令
第
一
〇
条
第
一
項
ｄ
の
国
内
法
化
）。

　
　

ド
イ
ツ
株
式
法
で
は
、
監
査
役
会
へ
の
派
遣
権
（
同
第
一
〇
一
条
第

二
項
）
が
問
題
と
な
る
。

⑸　

労
働
者
が
資
本
に
参
加
し
、
か
つ
自
己
の
支
配
権
を
直
接
に
行
使
し

な
い
場
合
に
は
、
議
決
権
支
配
の
方
法
（
同
条
同
項
第
五
号
）（
指
令

第
一
〇
条
第
一
項
ｅ
の
国
内
法
化
）。

　
　

し
か
し
、
ド
イ
ツ
の
企
業
に
は
該
当
す
る
よ
う
な
状
況
は
存
在
し
て

い
な
い
。

⑹　

取
締
役
の
選
任
と
解
任
お
よ
び
定
款
の
変
更
に
関
す
る
法
律
の
規
定

と
定
款
の
定
め
（
同
条
同
項
第
六
号
）（
指
令
第
一
〇
条
第
一
項
ｈ
の

国
内
法
化
）。

　
　

指
令
に
お
け
る
「
指
揮
ま
た
は
監
督
機
関
」
は
、
ド
イ
ツ
株
式
法
で

は
、
取
締
役
が
該
当
す
る
。
株
式
法
第
八
四
条
と
第
八
五
条
が
、
取
締

　
（
二
一
二
一
）
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役
員
の
選
解
任
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
を
補
充
す
る
か

ま
た
は
別
の
規
定
を
定
款
で
定
め
た
場
合
に
は
、
定
款
の
規
定
に
つ
い

て
説
明
す
る
。
定
款
の
変
更
に
関
す
る
規
定
（
株
式
法
第
一
七
九
条
、

第
一
三
三
条
参
照
）
も
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
規
定
に
つ

い
て
は
、
該
当
す
る
条
項
を
掲
記
す
る
だ
け
で
よ
い
が
、
法
律
の
任
意

規
定
と
異
な
る
か
も
し
く
は
補
充
す
る
定
款
規
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の

重
要
な
内
容
に
つ
い
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑺　

と
く
に
、
株
式
の
発
行
ま
た
は
買
い
戻
す
可
能
性
に
関
す
る
取
締
役

の
権
限
（
同
条
同
項
第
七
号
）（
指
令
第
一
〇
条
第
一
項
ｉ
の
国
内
法

化
）。

　
　

指
令
の
規
定
の
文
言
は
一
般
的
規
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
開
示
義
務

の
規
定
の
目
的
お
よ
び
情
報
提
供
の
目
的
か
ら
す
れ
ば
、
取
締
役
の
法

律
上
の
任
務
と
権
限
を
一
般
的
に
表
示
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
任
意
規
定
に
よ
っ
て
定
め
た
権
限
が
重
要
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
取
締
役
に
株
式
発
行
と
買
い
戻
し
を
授
権
す
る
場
合
が
問

題
と
な
る
（
株
式
法
第
二
〇
二
条
以
下
・
第
七
一
条
第
一
項
第
六
号
な

い
し
八
号
）。

⑻　

買
付
申
入
に
よ
っ
て
支
配
権
が
変
更
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
会
社

の
重
要
な
合
意
、
お
よ
び
、
合
意
か
ら
生
ず
る
効
果
。

　
　

こ
れ
は
、
開
示
す
れ
ば
会
社
に
重
要
な
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
場
合
に
は
、
記
載
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
法
律
の
規
定
に
基

く
報
告
義
務
の
適
用
を
妨
げ
な
い
（
同
条
同
項
第
八
号
）（
指
令
第
一

〇
条
第
一
項
ｊ
の
国
内
法
化
）。

　
　

支
配
権
の
変
更
は
、
と
く
に
、
そ
の
場
合
に
特
別
な
規
制
を
含
む
い

わ
ゆ
る
「
支
配
の
変
更
」
条
項
が
当
て
は
ま
る
。
個
々
に
は
、
合
意
の

重
要
な
内
容
を
要
約
し
た
説
明
を
記
載
す
る
だ
け
で
足
り
る
。

⑼　

買
付
申
入
の
場
合
に
つ
い
て
取
締
役
ま
た
は
労
働
者
に
関
わ
る
会
社

の
補
償
の
合
意
（
同
条
同
項
第
九
号
）（
指
令
第
一
〇
条
第
一
項
ｋ
の

国
内
法
化
）。

　
　

買
付
申
入
の
た
め
に
十
分
な
根
拠
な
し
に
解
任
さ
れ
る
か
も
し
く
は

労
働
関
係
を
終
了
さ
せ
ら
れ
る
場
合
に
、
会
社
が
取
締
役
員
と
締
結
し

た
補
償
の
合
意
に
つ
い
て
の
記
載
で
あ
る
。
こ
の
開
示
は
、
会
社
が
労

働
者
と
の
間
で
行
な
っ
た
相
応
す
る
合
意
に
も
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
場

合
に
も
、
個
別
に
は
、
合
意
の
重
要
な
内
容
を
要
約
し
た
説
明
を
記
載

す
る
だ
け
で
足
り
る
。

　
　

第
九
号
の
規
定
は
、
取
締
役
報
酬
開
示
法（
26
）に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
規

制
を
附
属
明
細
書
に
つ
い
て
補
充
す
る
。
同
法
は
、
上
場
会
社
が
個
々

の
取
締
役
員
に
対
し
て
支
払
わ
れ
た
す
べ
て
の
報
酬
を
年
度
決
算
書
の

付
録
な
ら
び
に
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
付
録
に
お
い
て
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
こ
と
を
定
め
る
。
こ
れ
に
は
、
取
締
役
の
任
務
の
終
了
の
場
合

に
取
締
役
員
に
約
束
さ
れ
た
給
付
も
含
ま
れ
る
（
商
法
典
第
二
八
五
条

第
一
文
第
九
号
ａ
第
六
段
落
・
第
三
一
四
条
第
一
項
第
六
号
ａ
第
六
段

落
）。

　
（
二
一
二
二
）
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二　

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
附
属
明
細
書
に
お
け
る
開
示

　

附
属
明
細
書
に
お
け
る
追
加
記
載
事
項
は
（
商
法
典
第
二
八
九
条
第
四

項
）、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
状
況
報
告
書
に
お
い
て
も
同
様
に
開
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
商
法
典
第
三
一
五
条
第
四
項
）（
指
令
第
一
〇
条
第
二
項

の
国
内
法
化
）。
開
示
義
務
は
、
発
行
し
た
議
決
権
を
有
す
る
株
式
を
組

織
さ
れ
た
市
場
に
上
場
す
る
親
企
業
に
適
用
さ
れ
る
。
記
載
事
項
は
、
一

で
説
明
し
た
附
属
明
細
書
に
お
け
る
記
載
事
項
と
同
じ
で
あ
る
。

（
24
）　
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（
26
）　

取
締
役
報
酬
開
示
法
（V

orstandsvergütungs-O
ffenlegungsgesetz

）

（B
G

B
l.IS.2267

）
は
、
二
〇
〇
五
年
八
月
三
日
に
制
定
さ
れ
た
。

終
わ
り
に

一　

買
収
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
立
地
条
件
と
し
て
の
有
利
さ

　

以
上
、
主
と
し
て
理
由
書
の
説
明
に
よ
り
な
が
ら
Ｅ
Ｕ
指
令
の
ド
イ
ツ

法
へ
の
国
内
法
化
の
状
況
を
み
そ
の
内
容
を
検
討
し
た
。
指
令
と
国
内
法

化
法
案
の
規
定
を
比
べ
る
と
、
ド
イ
ツ
法
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
お
け
る
最
低

限
の
基
準
を
国
内
法
化
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
が
加
盟
国
に
認
め
た
選
択
権
を
行
使
し

て
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
要
の
規
制
で
あ
る
、
買
収
阻
止
行
為
の
禁
止
と
防
衛
措

置
の
透
視
を
認
め
な
い
方
向
に
進
ん
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
ド

イ
ツ
の
国
内
企
業
は
、
個
別
に
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
規
制
を
任
意
に
導
入
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
の
企
業
は
、
買
収
防
衛
措

置
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
よ
う
な
厳
し
い
規
制
か
ら
ド
イ
ツ
法
の
よ

う
な
緩
や
か
な
規
制
ま
で
の
非
常
に
広
い
可
能
性
の
中
か
ら
自
由
に
か
つ

自
主
的
に
選
択
で
き
る
柔
軟
な
規
制
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
個
々
の
企
業
が
与
え
ら
れ
た
広
い
選
択
の
余
地
の
中
で
将
来
ど
の

よ
う
な
選
択
を
し
、
Ｅ
Ｕ
内
に
お
け
る
競
争
に
挑
ん
で
い
く
の
か
、
さ
ら

に
、
地
政
学
的
に
は
Ｅ
Ｕ
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
し
て
い
る
ド
イ
ツ
は
、

買
収
に
対
し
て
有
利
な
立
地
の
場
と
な
る
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
ら
の
問
題

に
つ
い
て
は
今
後
の
問
題
と
な
る
。

二　

公
開
買
付
情
報
の
提
供
と
防
衛
措
置
情
報
の
開
示

　

公
開
買
付
情
報
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
化
に
伴
い
、
情
報
を
直

接
に
提
供
す
る
相
手
方
が
対
象
会
社
の
労
働
者
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
、
取

締
役
な
ど
が
設
け
る
防
衛
措
置
に
関
す
る
情
報
の
開
示
が
附
属
明
細
書
と

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
附
属
明
細
書
で
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
者
は
、
買

収
に
関
連
す
る
防
衛
措
置
で
あ
る
が
、
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化
法
に

お
い
て
で
は
な
く
、
商
法
改
正
と
い
う
立
法
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
情

報
内
容
の
相
違
と
情
報
提
供
の
相
手
方
に
応
じ
て
、
情
報
開
示
の
手
段
が

適
切
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
立
法
者
が
、
防
衛
措

置
は
公
開
買
付
が
実
際
に
な
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
関
係
な
く
事
前
に
開
示

　
（
二
一
二
三
）
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し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
判
断
を
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

情
報
の
事
前
の
開
示
と
利
害
関
係
者
が
買
付
申
入
が
あ
っ
た
時
に
初
め
て

情
報
を
入
手
し
て
判
断
を
下
す
の
に
必
要
な
情
報
と
の
区
別
が
明
確
に
な

さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
最
も
適
切
に
規
制
で
き
る
方
法
と
法
律
が
選
択
さ

れ
て
お
り
、
柔
軟
な
開
示
規
制
に
よ
っ
て
利
害
関
係
者
の
適
切
な
保
護
を

は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
公
開
買
付
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
規
制
は
、
一
方

で
買
収
に
対
抗
す
る
法
的
手
段
を
原
則
的
に
禁
止
し
、
他
方
で
は
例
外
的

に
許
容
す
る
範
囲
が
非
常
に
広
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
化
に
際
し
て
、
情
報
の
提
供
と
情
報
の
開
示
を

切
り
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
防
衛
措
置
に
対
す
る
広
範
な
例
外
の
許
容
に

対
処
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
無
限
定
に
際
限
な
く
対
抗
措
置
を
許

す
も
の
で
な
い
と
い
う
立
法
者
の
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
潜

在
的
買
付
者
は
、
対
等
な
武
器
を
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
壁
を
め
ぐ

ら
し
た
城
の
公
開
さ
れ
た
見
取
り
図
を
入
手
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
、
買
付
者
は
、
攻
略
す
る
た
め
の
武
器
な
ど
を
十
分
に
用
意
し
て
戦

略
を
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
株
主
や
投
資
者
は
、
そ
の
よ
う
な
城
の
中
に

い
る
城
主
を
支
援
し
て
将
来
も
引
き
続
い
て
石
垣
な
ど
の
修
築
の
た
め
の

財
政
的
支
援
を
行
な
う
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
機
会
に
交
替
し
て
も
ら

う
か
判
断
材
料
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

買
付
者
の
圧
力
に
屈
し
な
い
法
的
措
置

　

少
数
株
主
の
締
出
し
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
株
式
法
が
一
般
的
な
規
定

を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
化
に
伴
い
、
公
開
買
付

法
に
特
有
な
締
出
し
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
買
付
者
も

少
数
株
主
も
制
度
趣
旨
の
異
な
っ
た
二
つ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
。
公
開

買
付
に
特
有
な
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
で
、
買
付

者
は
、
締
出
し
手
続
を
迅
速
に
進
め
、
か
つ
費
用
の
節
減
を
図
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
方
で
は
、
締
出
さ
れ
る
少
数
株
主
も

株
式
買
受
請
求
権
を
利
用
す
れ
ば
、
買
付
申
入
の
応
募
期
間
に
拘
束
さ
れ

ず
に
自
由
に
判
断
し
て
、
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
な
く
会
社
か
ら
の
離
脱

を
決
定
で
き
る
。
締
出
し
権
と
残
存
株
主
の
株
式
買
受
権
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
両
者
の
利
益
の
均
衡
が
図
ら
れ
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き

た
よ
う
な
締
出
し
制
度
の
弊
害
が
除
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味

で
、
両
者
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
ド
イ
ツ
の
規
制
方
向
は
わ
が
国
で
も
大

い
に
参
考
に
な
ろ
う
。

　
（
二
一
二
四
）
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法
に
よ
る
規
定
の

新
設
、
現
行
法
規
定
の
改
正
、
置
き
換
え
、
も
し
く
は
文
言

の
み
の
改
正
が
な
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
。）

　
（
二
一
二
六
）
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第
一
章　

総
則
規
定

第
一
条　

適
用
範
囲

⑴　

本
法
は
、
対
象
会
社
が
発
行
し
、
か
つ
組
織
さ
れ
た
市
場
に
お
い

て
取
引
が
許
可
さ
れ
て
い
る
有
価
証
券
の
取
得
の
た
め
の
買
付
申
入

に
適
用
す
る
。

⑵　

本
法
は
、
議
決
権
の
あ
る
株
式
が
国
内
で
な
く
て
欧
州
経
済
圏
の

他
の
国
で
組
織
さ
れ
た
市
場
に
お
い
て
取
引
が
許
可
さ
れ
て
い
る
第

二
条
第
三
項
の
意
味
に
お
け
る
対
象
会
社
の
株
式
の
取
得
の
た
め
の

買
付
申
入
（Ü

bernahm
enagebote

）
お
よ
び
義
務
的
買
付
申
入

に
つ
い
て
は
、
支
配
、
買
付
申
入
の
提
示
義
務
と
こ
れ
と
異
な
る
規

定
、
対
象
会
社
の
労
働
者
の
通
知
、
買
付
申
入
の
成
功
を
阻
止
が
で

き
る
対
象
会
社
の
取
締
役
の
行
為
、
ま
た
は
其
の
他
の
会
社
法
上
の

問
題
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
適
用
す
る
。

⑶　

本
法
は
、
第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
意
味
に
お
け
る
対
象
会
社
の

有
価
証
券
の
取
得
の
た
め
の
買
付
申
入
に
つ
い
て
は
、
第
一
一
条
ａ

を
留
保
し
て
、
以
下
の
要
件
の
下
で
の
み
適
用
す
る
。

　
　

1
．
議
決
権
の
あ
る
有
価
証
券
の
取
得
の
た
め
の
Ｅ
Ｕ
の
買
付
申
入

で
あ
る
こ
と
。
お
よ
び
、

　
　

2
．
⒜　

議
決
権
の
あ
る
有
価
証
券
が
国
内
に
お
い
て
だ
け
組
織
さ

れ
た
市
場
に
お
い
て
取
引
が
許
可
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
、

　
　
　
　

⒝　

議
決
権
の
あ
る
有
価
証
券
が
、
対
象
会
社
の
所
在
地
国
で

は
な
く
、
国
内
と
欧
州
経
済
圏
の
他
の
国
に
お
い
て
組
織
さ

れ
た
市
場
に
お
い
て
取
引
が
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
お
よ

び
、

　
　
　
　

（ａａ）　

組
織
さ
れ
た
市
場
に
お
い
て
取
引
が
ま
ず
最
初
国
内
に
お

い
て
許
可
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
、

　
　
　
　

（bb）　

同
時
に
許
可
さ
れ
、
か
つ
、
対
象
会
社
が
所
轄
監
督
庁
と

し
て
連
邦
金
融
サ
ー
ビ
ス
監
督
庁B

undesanstalt für F
ina

nzdienstleistungsaufsicht

（
連
邦
監
督
庁B

undesanstalt

）

を
決
定
し
た
こ
と
。

　
　

第
一
文
で
掲
げ
た
要
件
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
本
法
は
、
反
対
給

付
、
買
付
申
入
書
類
の
内
容
お
よ
び
買
付
申
入
手
続
の
問
題
に
つ
い
て

定
め
て
い
る
限
り
に
お
い
て
の
み
適
用
す
る
。

⑷　

連
邦
経
済
省
は
、
連
邦
議
会
の
同
意
を
必
要
と
し
な
い
法
令
に
よ

っ
て
、
本
法
の
規
定
が
第
二
項
お
よ
び
第
三
項
の
場
合
に
適
用
で
き

る
範
囲
に
つ
い
て
詳
細
な
規
定
を
設
け
る
権
限
を
有
す
る
。

第
二
条　

概
念
の
定
義

⑴　

買
付
申
入
（A

ngebote

）
と
は
、
対
象
会
社
の
有
価
証
券
を
取

得
す
る
た
め
に
任
意
で
行
う
か
、
ま
た
は
、
本
法
に
従
っ
て
義
務
的

に
行
わ
れ
る
公
開
買
付
申
入
ま
た
は
公
開
交
換
申
入
（öffentliche 

K
auf oder T

auschangebote

）
を
い
う
。

⑴
ａ　

Ｅ
Ｕ
の
買
付
申
入
と
は
、
対
象
会
社
が
住
所
を
有
す
る
欧
州
経

済
圏
の
構
成
国
の
法
律
に
よ
っ
て
、
買
付
申
入
に
関
す
る
二
〇
〇
四

年
四
月
二
一
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
の2004/25

指
令
（A

B
l.E

U
 

N
r.L
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）
第
二
条
第
一
項
ａ
の
意
味
に
お
け
る
買
付
申
入
と

　
（
二
一
二
七
）
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み
な
す
第
三
項
第
二
号
の
意
味
に
お
け
る
対
象
会
社
の
有
価
証
券
の

取
得
の
た
め
の
買
付
申
入
を
い
う
。

⑵　

有
価
証
券
と
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
証
券
が
発
行
さ
れ
て
い
な
く
て

も
、

　
　

1
．
株
式
、
株
式
と
比
較
で
き
る
有
価
証
券
お
よ
び
株
式
に
代
わ
る

証
書

　
　

2
．
株
式
、
株
式
と
比
較
で
き
る
有
価
証
券
ま
た
は
株
式
に
代
わ
る

証
書
の
取
得
を
目
的
に
す
る
そ
の
他
の
有
価
証
券
を
い
う
。

　

⑶
１
．
対
象
会
社
と
は
、
国
内
に
住
所
を
有
す
る
株
式
会
社
ま
た
は
株

式
合
資
会
社
、
お
よ
び
、

　
　

2
．
欧
州
経
済
圏
の
他
の
国
に
住
所
を
有
す
る
会
社
、
を
い
う
。

⑷　

買
付
者
と
は
、
単
独
ま
た
は
他
の
者
と
共
同
し
て
買
付
申
入
を
表

明
す
る
か
、
そ
の
よ
う
な
買
付
申
入
を
企
図
し
て
い
る
か
、
ま
た
は

表
明
義
務
を
負
っ
て
い
る
自
然
人
ま
た
は
法
人
を
い
う
。

⑸　

協
調
者
（gem

einsam
e handelnde P

ersonen
）
と
は
、
対
象

会
社
の
有
価
証
券
の
取
得
ま
た
は
対
象
会
社
の
株
式
か
ら
生
ず
る
議

決
権
の
行
使
に
関
連
す
る
行
為
を
合
意
ま
た
は
そ
の
他
の
仕
方
で
、

買
付
者
と
共
同
す
る
自
然
人
、
ま
た
は
、
合
意
ま
た
は
そ
の
他
の
仕

方
で
買
付
申
入
を
阻
止
す
る
た
め
の
行
為
を
申
し
合
わ
せ
る
法
人
を

い
う
。
買
付
者
の
子
企
業
は
、
子
会
社
を
支
配
す
る
者
と
共
に
協
調

者
と
み
な
す
。

⑹　

子
企
業
と
は
、
商
法
第
二
九
〇
条
の
意
味
に
お
け
る
子
企
業
と
み

な
さ
れ
る
企
業
か
、
ま
た
は
そ
の
法
形
式
も
し
く
は
住
所
と
は
関
係

な
く
支
配
的
影
響
力
が
行
使
さ
れ
る
企
業
を
い
う
。

⑺　

組
織
さ
れ
た
市
場
と
は
、
国
内
に
お
け
る
取
引
所
に
お
け
る
公
的

市
場
ま
た
は
規
制
市
場
お
よ
び
欧
州
経
済
地
域
の
他
の
諸
国
に
お
け

る
資
金
調
達
市
場
（M

ärkte für F
inanzinstrum

ente

）
に
関
す

る
二
〇
〇
四
年
四
月
二
一
日
の
欧
州
議
会
と
理
事
会
指
令2004/39/

E
G

（
理
事
会
の85/611/E

W
G

指
令
、
理
事
会
の93/6/E

W
G

指
令
、

欧
州
議
会
と
理
事
会
の2000/12/E

G

指
令
を
改
正
、
お
よ
び
理
事
会

の93/22/E
W

G

指
令
（A

B1. E
U

 N
r. L

 145 S.1

）
を
廃
棄
）
第
四

条
第
一
項
第
一
四
号
の
意
味
に
お
け
る
規
制
市
場
を
い
う
。

⑻　

欧
州
経
済
地
域
（E

uropäisches W
irtschaftsraum

）
は
、
欧

州
共
同
体
の
諸
国
お
よ
び
欧
州
経
済
地
域
に
関
す
る
協
定
国
を
含

む
。

第
三
条　

一
般
原
則

⑴　

対
象
会
社
の
同
一
の
種
類
に
属
す
る
株
式
の
保
有
者
は
、
平
等
に

取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑵　

対
象
会
社
の
株
式
の
保
有
者
は
、
買
付
申
入
に
関
す
る
事
情
を
知

っ
て
決
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
十
分
な
時
間
と
十
分
な
情

報
と
を
利
用
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑶　

対
象
会
社
の
取
締
役
と
監
査
役
会
と
は
、
対
象
会
社
の
た
め
に
行

為
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑷　

買
付
者
と
対
象
会
社
と
は
、
買
付
手
続
を
迅
速
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
対
象
会
社
は
、
相
当
な
期
間
を
超
え
て
、
そ
の
業
務
の

執
行
を
妨
げ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
（
二
一
二
八
）
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⑸　

対
象
会
社
、
買
付
会
社
ま
た
は
買
付
に
関
係
す
る
そ
の
他
の
会
社

の
有
価
証
券
取
引
に
お
い
て
は
、
市
場
を
歪
曲
化
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。

第
二
章　

連
邦
有
価
証
券
取
引
監
督
庁
の
権
限

第
四
条　

任
務
と
権
限

⑴　

連
邦
有
価
証
券
取
引
監
督
庁
（B

undesaufsichtsam
t für den 

W
ertpapierhandel

）（
連
邦
監
督
庁
）（B

undesaufsichtsam
t

）
は
、

本
法
の
規
定
に
基
づ
く
買
付
申
入
を
監
視
す
る
。
連
邦
監
督
庁
に
割

り
当
て
ら
れ
た
任
務
の
範
囲
に
お
い
て
、
買
付
申
入
手
続
の
正
規
な

実
施
を
侵
害
す
る
か
、
ま
た
は
有
価
証
券
市
場
に
著
し
い
不
利
益
を

も
た
ら
す
不
正
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
監
督
庁
は
、

こ
の
不
正
を
阻
止
す
る
か
ま
た
は
除
去
す
る
た
め
に
適
切
か
つ
必
要

な
命
令
を
発
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

連
邦
監
督
庁
は
、
本
法
に
よ
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
た
任
務
と
権
限

と
を
公
の
利
益
の
た
め
に
だ
け
行
使
す
る
。

第
五
条　

公
開
買
付
審
議
会

⑴　

連
邦
監
督
庁
に
公
開
買
付
審
議
会
（B

eirat

）
を
設
置
す
る
。
公

開
買
付
審
議
会
は
、
次
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　
　

1
．
発
行
者
の
代
表
者
四
名

　
　

2
．
機
関
投
資
家
お
よ
び
私
的
投
資
家
の
代
表
者
各
二
名

　
　

3
．
証
券
取
引
法
第
二
条
第
四
項
の
意
味
に
お
け
る
有
価
証
券
サ
ー

ビ
ス
企
業
の
代
表
者
三
名

　
　

4
．
労
働
者
の
代
表
者
二
名

　
　

5
．
学
界
の
代
表
者
二
名

　
　

審
議
会
委
員
は
、
連
邦
大
蔵
省
が
そ
れ
ぞ
れ
五
年
の
任
期
で
指
名

す
る
。
第
二
文
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
で
掲
げ
ら
れ
た
委

員
の
指
名
は
、
当
該
部
門
の
意
見
を
聴
取
し
た
後
に
行
わ
れ
る
。
審

議
会
の
委
員
は
、
専
門
的
に
特
別
な
能
力
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
特
に
、
資
本
市
場
の
機
能
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
会
社

法
、
貸
借
対
照
表
制
度
ま
た
は
労
働
法
の
分
野
に
お
い
て
知
見
を
有

す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
開
買
付
審
議
会
の
委
員
は
、
そ

の
職
務
を
無
償
の
名
誉
職
と
し
て
執
行
す
る
。
委
員
は
、
会
議
に
出

席
す
る
た
め
に
、
連
邦
大
蔵
省
が
定
め
た
確
定
基
準
額
に
従
っ
て
日

当
と
旅
費
が
補
償
さ
れ
る
。
連
邦
大
蔵
省
、
連
邦
法
務
省
、
連
邦
経

済
省
お
よ
び
連
邦
技
術
省
の
代
表
は
、
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

⑵　

連
邦
大
蔵
省
は
、
連
邦
参
議
院
の
同
意
が
不
要
な
法
令
に
よ
っ
て

公
開
買
付
審
議
会
の
構
成
、
委
員
の
任
命
の
詳
細
、
資
格
の
任
期
前

の
終
了
、
手
続
お
よ
び
費
用
に
関
す
る
細
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
連
邦
大
蔵
省
は
、
連
邦
監
督
庁
に
法
令
に
よ
る
権
限
を
委
譲
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

公
開
買
付
審
議
会
は
、
監
視
の
際
に
共
同
す
る
。
公
開
買
付
審
議

会
は
、
連
邦
監
督
庁
に
、
特
に
連
邦
監
督
庁
の
監
視
活
動
に
関
す
る

法
令
の
発
布
に
際
し
て
助
言
す
る
。
公
開
買
付
審
議
会
は
、
委
員
の

三
分
の
二
の
同
意
に
よ
り
、
不
服
審
査
委
員
会
の
名
誉
職
の
委
員
と

　
（
二
一
二
九
）
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そ
の
委
員
長
を
提
案
す
る
。

⑷　

連
邦
監
督
庁
長
官
は
、
公
開
買
付
蕃
議
会
の
会
議
を
招
集
す
る
。

会
議
は
、
連
邦
監
督
庁
長
官
ま
た
は
長
官
が
委
任
し
た
公
務
員
が
主

宰
す
る
。

⑸　

公
開
買
付
審
議
会
は
、
運
営
規
程
を
定
め
る
。

第
六
条　

不
服
審
査
委
員
会

⑴　

連
邦
監
督
庁
に
、
不
服
審
査
委
員
会（W

iderspruchsausschuss

）

を
設
置
す
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
第
四
条
一
項
三
文
、
第
一
〇
条
一

項
三
文
、
第
二
項
第
三
文
、
第
一
五
条
一
項
と
二
項
、
第
二
〇
条
一

項
、
第
二
四
条
、
第
二
八
条
一
項
、
第
三
六
条
お
よ
び
第
三
七
条
に

基
づ
く
連
邦
監
督
庁
の
措
置
に
対
す
る
異
議
に
つ
い
て
決
定
す
る
。

⑵　

不
服
審
査
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
　

1
．
委
員
長
と
し
て
連
邦
監
督
庁
長
官
ま
た
は
長
官
が
委
任
し
た
裁

判
官
職
の
資
格
を
有
す
る
公
務
員
、

　
　

2
．
委
員
と
し
て
連
邦
監
督
庁
長
官
が
任
命
し
た
二
名
の
公
務
員
、

　
　

3
．
連
邦
監
督
庁
長
官
が
決
定
し
た
二
名
の
名
誉
職
の
委
員
。

　

議
決
が
可
否
同
数
の
場
合
に
は
、
議
長
が
決
定
す
る
。

⑶　

不
服
審
査
委
員
会
の
委
員
は
、
連
邦
監
督
庁
長
官
に
よ
っ
て
、
五

年
の
任
期
の
名
誉
職
と
し
て
任
命
さ
れ
る
。

⑷　

連
邦
大
蔵
省
は
、
連
邦
参
議
院
の
同
意
が
不
要
で
あ
る
法
令
に
よ

っ
て
、
手
続
、
名
誉
職
委
員
の
任
命
、
任
期
前
の
終
任
お
よ
び
代
理

に
関
す
る
細
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
大
蔵
省
は
、
法
令

に
よ
る
授
権
を
連
邦
監
督
庁
に
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条　

国
内
に
お
け
る
監
督
庁
と
の
共
同

⑴　

連
邦
カ
ル
テ
ル
庁
、
連
邦
信
用
制
度
監
督
庁
、
連
邦
保
険
制
度
監

督
庁
お
よ
び
連
邦
監
督
庁
は
、
自
己
の
任
務
の
遂
行
の
た
め
に
必
要

な
情
報
を
相
互
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
事
に
関
す
る
デ

ー
タ
を
伝
達
す
る
場
合
に
は
、連
邦
デ
ー
タ
保
護
法
（B

undesdaten-

schutzgesetz

）
第
一
五
条
を
適
用
す
る
。

⑵　

連
邦
監
督
庁
は
、
本
法
に
よ
る
自
己
の
任
務
を
遂
行
す
る
際
に
、

私
人
お
よ
び
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条　

外
国
に
お
け
る
監
督
機
関
と
の
共
同

⑴　

連
邦
監
督
庁
に
は
、
有
価
証
券
の
取
得
の
た
め
の
買
付
申
入
、
取

引
所
ま
た
は
そ
の
他
の
有
価
証
券
も
し
く
は
金
融
派
生
商
品
市
場
お

よ
び
有
価
証
券
と
金
融
派
生
商
品
に
お
け
る
取
引
を
監
視
す
る
た
め

に
、
外
国
の
権
限
の
あ
る
機
関
と
共
同
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑵　

連
邦
監
督
庁
は
、
前
項
に
基
づ
く
共
同
の
範
囲
に
お
い
て
、
有
価

証
券
の
取
得
の
た
め
の
買
付
申
入
の
監
視
ま
た
は
そ
れ
と
関
連
す
る

行
政
手
続
も
し
く
は
裁
判
所
手
続
に
つ
い
て
必
要
な
事
実
を
伝
達
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
第
四
〇
条
第
一
項
お
よ
び
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
く
自
己
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

連
邦
監
督
庁
は
、
個
人
に
関
わ
る
デ
ー
タ
を
伝
達
す
る
場
合
に
は
、

こ
れ
を
使
用
で
き
る
目
的
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
受
領
者

は
、
デ
ー
タ
が
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
伝
達
さ
れ
る
当
該
目

的
の
た
め
に
だ
け
処
理
で
き
る
か
ま
た
は
利
用
で
き
る
こ
と
を
明
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伝
達
が
ド
イ
ツ
法
の
目
的
に
反
す
る
こ
と

　
（
二
一
三
〇
）
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を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
明
ら
か
な
根
拠
が
あ
る
限
り
に
お
い
て
、

そ
の
伝
達
は
行
わ
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
伝
達
に
よ
っ
て
当
該
者
の
保

護
に
値
す
る
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
場
合
に
は
、
特
に
、

受
理
し
た
国
に
お
い
て
適
切
な
デ
ー
タ
保
護
水
準
が
確
保
さ
れ
て
い

な
い
と
き
は
、
伝
達
は
行
わ
れ
な
い
。

⑶　

個
人
に
関
わ
る
デ
ー
タ
が
外
国
の
機
関
か
ら
連
邦
監
督
庁
に
送
付

さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
デ
ー
タ
は
、
当
該
機
関
が
目
的
規
定
を
順

守
す
る
場
合
に
の
み
処
理
さ
れ
る
か
ま
た
は
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
連
邦
監
督
庁
は
、
こ
の
デ
ー
タ
を
目
的
規
定
を
順
守
し
て
、

連
邦
信
用
制
度
監
督
庁
、
連
邦
保
険
制
度
監
督
庁
、
証
券
取
引
所
監

督
庁
お
よ
び
取
引
所
の
取
引
監
視
機
関
に
対
し
て
送
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

⑷　

刑
事
事
件
に
お
け
る
国
際
司
法
共
助
に
関
す
る
規
定
（R

ege-

lungen über die interrnationale R
echtshilfe in Strafsachen

）

の
適
用
は
、
妨
げ
ら
れ
な
い
。

第
九
条　

秘
密
保
持
義
務

⑴　

連
邦
監
督
庁
と
第
七
条
第
二
項
に
基
づ
く
施
設
に
お
け
る
就
労

者
、
連
邦
監
督
庁
が
第
七
条
第
二
項
に
基
づ
き
使
用
す
る
者
お
よ
び

公
開
買
付
審
議
会
の
委
員
と
不
服
審
査
委
員
会
の
委
員
は
、
そ
の
活

動
に
お
い
て
自
己
に
知
れ
た
事
実
、
そ
の
機
密
保
持
が
本
法
に
基
づ

く
義
務
者
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
と
な
る
事
実
、
特
に
営
業
秘
密
お

よ
び
企
業
機
密
な
ら
び
に
個
人
に
関
わ
る
デ
ー
タ
を
、
雇
用
関
係
ま

た
は
そ
の
活
動
の
終
了
後
に
も
、
権
限
な
く
公
表
す
る
か
ま
た
は
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
前
文
で
掲
げ
た
事
実
を
職
務

に
関
わ
る
報
告
書
の
作
成
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
他
の
第
三

者
に
も
妥
当
す
る
。
第
一
文
の
意
味
に
お
け
る
権
限
の
な
い
公
表
ま

た
は
利
用
は
、
特
に
、
事
実
が
次
に
掲
げ
る
者
に
さ
ら
に
伝
え
ら
れ

る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
機
関
ま
た
は
受
任
者
が
当
該
事
実
を
自
己

の
職
務
の
遂
行
の
た
め
に
必
要
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
許
さ
れ

る
。

　
　

1
．
刑
事
訴
追
機
関
ま
た
は
刑
事
事
件
と
過
料
事
件
に
関
す
る
管
轄

裁
判
所
、

　
　

2
．
法
律
上
、
ま
た
は
競
争
制
限
の
監
督
、
有
価
証
券
の
取
得
の
た

め
の
買
付
申
入
の
監
視
、
取
引
所
ま
た
は
そ
の
他
の
有
価
証
券
市

場
も
し
く
は
金
融
派
生
商
品
市
場
の
監
視
、
有
価
証
券
取
引
ま
た

は
金
融
派
生
商
品
取
引
の
監
視
に
関
す
る
公
的
な
委
託
に
お
い

て
、
金
融
機
関
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
関
、
投
資
会
社
、
金
融
企
業

ま
た
は
保
険
企
業
に
よ
っ
て
委
任
さ
れ
た
機
関
、
お
よ
び
こ
れ
ら

の
機
関
に
よ
っ
て
委
託
さ
れ
た
者
。

　
　

第
三
文
で
掲
げ
た
機
関
に
お
い
て
従
事
す
る
か
ま
た
は
当
該
機
関

に
よ
っ
て
委
託
さ
れ
た
者
に
は
、
第
一
文
か
ら
第
三
文
ま
で
の
規
定

に
基
づ
く
機
密
保
持
義
務
を
準
用
す
る
。
こ
の
機
関
お
よ
び
当
該
機

関
に
よ
り
委
託
さ
れ
た
者
が
第
一
文
か
ら
第
三
文
の
規
定
に
相
応
す

る
機
密
保
持
義
務
に
服
す
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
事
実
は
、
外
国

の
機
関
に
さ
ら
に
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

公
課
法
（A

bgabenordnung

）
第
九
三
条
、
第
九
七
条
、
第
一

　
（
二
一
三
一
）
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〇
五
条
第
一
項
、
第
一
一
一
条
第
五
項
、
第
一
〇
五
条
第
一
項
お
よ

び
第
一
一
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
者
が
本
法
の
執
行
の

た
め
に
活
動
す
る
限
り
に
お
い
て
、
前
項
第
一
文
お
よ
び
第
二
文
で

掲
げ
た
者
に
は
適
用
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
金
融
財
政
当
局

が
、
そ
の
追
及
に
強
行
的
な
公
的
利
益
が
あ
る
租
税
犯
罪
行
為
を
理

由
と
す
る
手
続
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る
課
税
手
続
を
行
う
た
め
に

知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
前
項
第
一
文
ま
た
は
第
二
文
に
掲

げ
ら
れ
た
者
に
前
項
第
三
文
第
二
号
の
意
味
に
お
け
る
外
国
の
機
関

に
よ
り
ま
た
は
当
該
機
関
が
委
託
し
た
者
に
よ
っ
て
通
知
さ
れ
た
事

実
に
関
わ
ら
な
い
限
り
に
お
い
て
、
適
用
す
る
。

⑶　

公
開
買
付
審
議
会
の
委
員
お
よ
び
不
服
審
査
委
員
会
の
名
誉
職
委

員
は
、
一
九
七
四
年
八
月
一
五
日
の
法
律
第
一
条
第
四
号
に
よ
っ
て

改
正
さ
れ
た
一
九
七
四
年
三
月
二
日
の
義
務
負
担
法
（V

erpflich-

tungsgesetz

）（B
G

B1. IS. 469, 547

）
に
基
づ
い
て
連
邦
監
督
庁

の
規
定
が
定
め
て
い
る
自
己
の
義
務
を
誠
実
に
遂
行
す
る
義
務
を
負

う
。第

三
章　

有
価
証
券
の
取
得
の
た
め
の
買
付
申
入

第
一
〇
条　

買
付
申
入
決
定
の
公
表

⑴　

買
付
者
は
、
買
付
申
入
の
表
明
に
関
す
る
自
己
の
決
定
を
第
三
項

第
一
文
に
よ
り
遅
滞
な
く
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
文
に

基
づ
く
義
務
は
、
第
一
文
に
基
づ
く
決
定
に
つ
い
て
買
付
者
の
総
会

の
決
議
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
よ
う
な
決
議
が
ま
だ
行
わ
れ
て

い
な
い
場
合
に
も
、
負
担
す
る
。
連
邦
監
督
庁
は
、
買
付
者
の
申
立

に
基
づ
い
て
、
買
付
者
が
市
場
の
歪
曲
化
が
こ
れ
に
よ
り
懸
念
す
る

必
要
が
な
い
こ
と
を
適
切
な
措
置
に
よ
っ
て
保
証
す
る
場
合
に
は
、

第
二
文
と
異
な
り
、
総
会
の
決
議
後
に
初
め
て
公
表
す
る
こ
と
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

買
付
者
は
、
第
一
項
第
一
文
に
基
づ
く
決
定
を
そ
の
公
表
の
前

に
、
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

1
．
買
付
者
、
対
象
会
社
お
よ
び
買
付
申
入
に
直
接
に
関
わ
る
他
の

会
社
の
有
価
証
券
に
つ
い
て
取
引
が
許
可
さ
れ
て
い
る
取
引
所
の

業
務
執
行
者
、

　
　

2
．
有
価
証
券
が
金
融
派
生
商
品
の
対
象
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、

有
価
証
券
取
引
法
第
二
条
第
二
項
の
意
味
に
お
け
る
金
融
派
生
商

品
が
取
引
さ
れ
る
取
引
所
の
業
務
執
行
者
、

　
　

3
．
連
邦
監
督
庁
。

　
　

業
務
執
行
者
は
、
第
一
文
に
基
づ
き
通
知
さ
れ
た
決
定
を
、
そ
の

公
表
の
前
に
は
、
取
引
所
価
額
の
確
定
を
延
期
す
る
か
ま
た
は
停
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
決
定
す
る
た
め
に
だ
け
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
連
邦
監
督
庁
は
、
取
引
所
価
額
の
確
定
の
延
期
ま
た
は

停
止
に
関
す
る
業
務
執
行
者
の
決
定
が
こ
れ
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
外
国
に
居
所
ま
た
は
住
所
を
有
す
る
買
付
者
が
、
第

一
文
に
基
づ
く
通
知
を
公
表
と
同
時
に
行
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

⑶　

第
一
項
第
一
文
に
基
づ
く
決
定
の
公
表
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ

　
（
二
一
三
二
）



同
志
社
法
学　

五
八
巻
五
号

 

四
五
九

Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

か
の
方
法
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
語
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

１
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
決
定
の
公
表
、
お
よ
び
、

　
　

2
．
金
融
機
関
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
関
、
信
用
組
織
法
（G

esetz 

über das K
reditw

esen

）
第
五
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
活
動
し

て
い
る
企
業
、
そ
の
住
所
を
国
内
に
有
し
か
つ
国
内
の
取
引
所
に

お
い
て
取
引
に
参
加
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
て
い
る
そ
の
他
の
企

業
お
よ
び
保
険
企
業
の
場
合
に
は
、
広
く
普
及
し
て
い
る
電
子
情

報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
介
し
て
。

　
　

買
付
者
は
、
そ
の
場
合
に
、
公
開
買
付
文
書
の
公
表
が
第
一
四
条

第
三
項
第
一
文
第
一
号
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
わ
れ
る
住

所
も
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
方
法
に
よ
る
公
表
は
、
第

一
文
に
基
づ
く
公
表
の
前
に
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑷　

買
付
者
は
、
第
三
項
第
一
文
に
基
づ
く
公
表
を
、
遅
滞
な
く
、
第

二
項
第
一
文
第
一
号
と
第
二
号
に
記
載
さ
れ
た
取
引
所
の
業
務
執
行

者
と
連
邦
監
督
庁
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

連
邦
監
督
庁
が
第
二
項
第
三
文
に
基
づ
き
同
項
第
一
文
に
よ
る
通
知

を
公
表
と
同
時
に
行
う
こ
と
を
許
可
し
た
限
り
に
お
い
て
、
妥
当
し

な
い
。

⑸　

買
付
者
は
、
同
様
に
、
権
限
を
有
す
る
事
業
所
委
員
会
か
、
ま
た

は
、
事
業
所
委
員
会
が
な
い
限
り
に
お
い
て
、
直
接
に
労
働
者
に
対

し
て
、
第
三
項
第
一
文
に
基
づ
く
公
表
後
に
遅
滞
な
く
、
買
付
申
入

の
表
明
に
関
す
る
決
定
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑹　

証
券
取
引
法
第
一
五
条
は
、
買
付
申
入
の
表
明
に
関
す
る
決
定
に

適
用
し
な
い
。

第
一
一
条　

公
開
買
付
文
書

⑴　

買
付
者
は
、
買
付
申
入
に
関
す
る
文
書
（
公
開
買
付
文
書
、

A
ngebotsunterlage

）
を
作
成
し
て
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
公
開
買
付
文
書
は
、
買
付
申
入
に
関
す
る
状
況
を
知
っ
て
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
記
載
事
項
は
、
正
確
か
つ
完
全
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公

開
買
付
文
書
は
、
ド
イ
ツ
語
で
か
つ
容
易
に
理
解
し
、
こ
れ
を
評
価

で
き
る
形
式
で
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
開
買
付
文
書
は
、

買
付
者
が
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑵　

公
開
買
付
文
書
は
、
買
付
申
入
の
内
容
と
補
充
的
記
載
事
項
を
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

買
付
申
入
の
内
容
に
関
す
る
記
載
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
で

あ
る
。

　
　

1
．
買
付
者
の
氏
名
ま
た
は
商
号
お
よ
び
住
所
も
し
く
は
本
拠
地
、

な
ら
び
に
会
社
の
場
合
に
は
買
付
者
の
法
形
式
、

　
　

2
．
対
象
会
社
の
商
号
、
住
所
お
よ
び
法
形
式
、

　
　

3
．
買
付
申
入
の
対
象
で
あ
る
有
価
証
券
、

　
　

4
．
対
象
会
社
の
有
価
証
券
に
対
し
て
提
供
さ
れ
た
反
対
給
付
の
種

類
と
そ
の
額
、

　
　

4
ａ
．
第
三
三
条
ｂ
第
四
項
に
基
づ
い
て
、
権
利
の
剥
奪
の
代
わ
り

に
提
供
し
た
補
償
額

　
　

5
．
買
付
申
入
の
効
力
が
発
生
す
る
た
め
の
条
件
、

　
（
二
一
三
三
）
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6
．
応
募
期
間
の
開
始
と
終
了
。

　

補
充
的
記
載
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
で
あ
る
。

　
　

1
．
買
付
者
が
買
付
申
入
の
完
全
な
実
施
に
必
要
な
資
金
を
自
由
に

し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
、
お
よ
び
株
式

買
付
申
入
の
成
功
が
買
付
者
の
財
産
、
財
務
お
よ
び
収
益
状
況
に

対
し
て
見
込
ま
れ
る
影
響
、

　
　

2
．
対
象
会
社
お
よ
び
買
付
者
の
将
来
の
事
業
活
動
に
関
す
る
買
付

者
の
企
図
に
関
す
る
事
項
、
特
に
、
重
要
な
企
業
の
一
部
の
住
所

お
よ
び
設
置
場
所
、
財
産
の
利
用
、
将
来
の
義
務
、
労
働
者
と
そ

の
代
表
、
業
務
執
行
機
関
の
構
成
員
お
よ
び
そ
の
限
り
に
お
い
て

定
め
ら
れ
た
措
置
を
含
む
雇
用
条
件
の
重
要
な
変
更
、

　
　

3
．
反
対
給
付
ま
た
は
対
象
会
社
の
取
締
役
ま
た
は
監
査
役
員
に
付

与
さ
れ
る
か
ま
た
は
約
束
さ
れ
る
金
銭
的
価
値
の
あ
る
そ
の
他
の

利
益
、

　
　

4
．
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
商
号
、
住
所
お
よ
び
法
形
式
を
記

載
し
た
第
一
三
条
第
一
項
第
二
文
に
基
づ
く
証
明
。

⑶　

公
開
買
付
文
書
は
、
そ
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
責
任
を
引
き
受
け

る
者
の
氏
名
お
よ
び
住
所
、
法
人
ま
た
は
会
社
の
場
合
に
は
そ
の
商

号
、
住
所
、
法
形
式
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
開
買
付
文

書
は
、
責
任
者
ま
た
は
会
社
が
知
っ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
記
載

事
項
が
正
確
で
あ
り
か
つ
重
要
な
事
情
を
省
略
し
て
い
な
い
旨
の
表

明
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑷　

連
邦
大
蔵
省
は
、
連
邦
参
議
院
の
同
意
が
不
要
で
あ
る
法
令
に
よ

っ
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
発
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

1
．
公
開
買
付
文
書
の
形
式
お
よ
び
こ
れ
に
含
ま
れ
る
べ
き
記
載
事

項
に
関
す
る
細
則
を
制
定
す
る
。

　
　

2
．
買
付
申
入
の
受
領
者
が
買
付
者
、
そ
の
協
調
者
お
よ
び
買
付
申

入
に
つ
い
て
適
切
で
完
全
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
さ
ら
な
る
補
足
的
記
載
事
項
を
定
め
る
。

⑸　

連
邦
大
蔵
省
は
、
前
項
に
基
づ
く
授
権
を
法
令
に
よ
っ
て
連
邦
監

督
庁
に
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
一
条
ａ　

Ｅ
Ｕ
の
証
明
書
（E

uropäischer P
ass

）

　

欧
州
経
済
圏
の
他
の
国
の
権
限
の
あ
る
監
督
庁
が
承
認
し
た
、
有
価
証

券
が
国
内
に
お
い
て
も
組
織
さ
れ
た
市
場
に
お
け
る
取
引
が
認
め
ら
れ
て

い
る
第
二
条
三
項
二
号
の
意
味
に
お
け
る
対
象
会
社
の
有
価
証
券
の
取
得

の
た
め
の
Ｅ
Ｕ
の
買
付
申
入
に
関
す
る
買
付
申
入
書
類
は
、
国
内
に
お
い

て
は
補
充
的
な
承
認
手
続
き
を
経
ず
に
承
認
さ
れ
る
。

第
一
二
条　

公
開
買
付
文
書
に
対
す
る
責
任

⑴　

買
付
申
入
の
判
断
の
た
め
に
公
開
買
付
文
書
の
重
要
な
記
載
事
項

が
不
正
確
で
あ
る
か
ま
た
は
不
完
全
で
あ
る
場
合
に
は
、
買
付
申
入

に
応
募
し
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
の
者
に
対
し
て
も
、
連
帯

債
務
者
と
し
て
、
買
付
申
入
の
応
募
に
基
づ
き
発
生
し
た
損
害
の
賠

償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

1
．
公
開
買
付
文
書
に
つ
い
て
責
任
を
引
き
受
け
た
者
、

　
　

2
．
公
開
買
付
文
書
を
公
表
し
た
者
。

⑵　

公
開
買
付
文
書
の
記
載
事
項
の
不
正
確
ま
た
は
不
完
全
な
こ
と
を

　
（
二
一
三
四
）
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知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
重
大

な
過
失
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
い
て

請
求
さ
れ
な
い
。

⑶　

第
一
項
に
基
づ
く
請
求
権
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
場
合
に

限
り
、
生
じ
な
い
。

　
　

1
．
買
付
申
入
の
応
募
が
公
開
買
付
文
書
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
な
か

っ
た
場
合
、

　
　

2
．
買
付
申
入
に
応
募
し
た
者
が
、
公
開
買
付
文
書
の
記
載
事
項
の

不
正
確
ま
た
は
そ
の
不
完
全
な
こ
と
に
つ
い
て
応
募
の
表
示
を
表

明
す
る
際
に
知
っ
て
い
た
場
合
、

　
　

3
．
証
券
取
引
法
第
一
五
条
に
基
づ
く
公
表
ま
た
は
比
較
可
能
な
公

示
の
際
に
、
買
付
申
入
に
応
募
す
る
前
に
不
正
確
ま
た
は
不
完
全

な
記
載
事
項
を
明
示
し
て
な
さ
れ
た
訂
正
が
国
内
で
公
表
さ
れ
た

場
合
。

⑷　

第
一
項
に
基
づ
く
請
求
権
は
、
買
付
申
入
に
応
募
し
た
者
が
公
開

買
付
文
書
の
記
載
事
項
の
不
正
確
ま
た
は
そ
の
不
完
全
な
こ
と
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
時
か
ら
一
年
で
時
効
消
滅
す
る
。
た
だ

し
、
遅
く
と
も
、
公
開
買
付
文
書
の
公
表
後
三
年
以
内
に
は
消
滅
す

る
。

⑸　

第
一
項
に
基
づ
く
請
求
権
を
事
前
に
軽
減
す
る
か
ま
た
は
免
除
す

る
合
意
は
、
効
力
を
生
じ
な
い
。

⑹　

民
法
上
の
規
定
に
よ
り
、
契
約
ま
た
は
故
意
に
よ
る
不
法
行
為
に

基
づ
く
請
求
権
の
行
使
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。

第
一
三
条　

買
付
資
金

⑴　

買
付
者
は
、
公
開
買
付
文
書
の
公
表
の
前
に
、
反
対
給
付
が
請
求

さ
れ
る
と
き
に
は
、
買
付
申
入
の
完
全
な
履
行
に
必
要
な
資
金
を
自

由
に
で
き
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
買
付
申
入
が
反
対
給
付
と
し
て
金
銭
給
付
の
支
払
い

を
定
め
る
場
合
に
は
、
買
付
者
と
無
関
係
の
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企

業
が
書
面
を
も
っ
て
、
反
対
給
付
が
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
買
付
申

入
の
完
全
な
履
行
に
必
要
な
資
金
を
自
由
に
で
き
る
こ
と
を
証
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑵　

買
付
者
が
前
項
第
二
文
に
よ
っ
て
必
要
な
措
置
を
と
ら
ず
、
か
つ

金
銭
給
付
の
請
求
が
な
さ
れ
る
と
き
に
当
該
理
由
か
ら
必
要
な
資
金

を
自
由
に
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
買
付
申
入
に
応
募
し
た
者

は
、
証
明
書
を
発
行
し
た
有
価
証
券
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
対
し
て
、
不

完
全
な
履
行
か
ら
自
己
に
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

⑶　

第
一
二
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
一
四
条　

公
開
買
付
文
書
の
送
付
と
公
表

⑴　

買
付
者
は
、
公
開
買
付
文
書
を
買
付
申
入
の
表
明
に
関
す
る
決
定

の
公
表
前
の
四
週
間
以
内
に
連
邦
監
督
庁
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
連
邦
監
督
庁
は
、
公
開
買
付
文
書
を
受
領
し
た
日
を
買
付
者

に
証
明
す
る
。
連
邦
監
督
庁
は
、
第
一
文
に
よ
る
期
間
を
遵
守
す
る

こ
と
が
国
境
を
超
え
る
買
付
申
入
ま
た
は
必
要
な
資
本
措
置
の
た
め

に
買
付
者
に
で
き
な
い
場
合
に
は
、
申
し
立
て
が
あ
る
と
き
は
期
間

　
（
二
一
三
五
）
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を
四
週
間
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

公
開
買
付
文
書
は
、
連
邦
監
督
庁
が
公
表
を
許
可
し
た
か
、
ま
た

は
、
連
邦
監
督
庁
が
買
付
申
入
を
禁
止
す
る
こ
と
な
く
、
公
開
買
付

文
書
の
受
領
後
一
〇
営
業
日
が
経
過
し
た
場
合
に
は
、
第
三
項
第
一

文
に
よ
り
遅
滞
な
く
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
開
買
付
文
書

は
、
前
文
に
基
づ
く
公
表
の
前
に
は
、
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　

連
邦
監
督
庁
は
、
公
開
買
付
文
書
が
完
全
で
な
い
か
ま
た
は
本
法

の
規
定
ま
た
は
本
法
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
法
令
に
相
応
し
な
い

場
合
に
は
、
株
式
買
付
申
入
を
禁
止
す
る
前
に
第
一
文
に
基
づ
く
期

間
を
五
営
業
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

公
開
買
付
文
書
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
っ
て
公
表
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　

1
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
公
表
、

　
　

2
．
取
引
所
が
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
電
磁
式
連
邦
官
報
に
お

け
る
公
告
ま
た
は
国
内
の
適
切
な
場
所
に
お
け
る
無
料
の
出
版
物

に
よ
る
公
表
。
後
者
の
場
合
に
は
、
取
引
所
が
発
行
を
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
全
国
紙
に
お
い
て
公
開
買
付
文
書
が
既
に
備
え
置
か

れ
て
い
る
場
所
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

買
付
者
は
、
連
邦
監
督
庁
に
遅
滞
な
く
第
一
文
第
二
号
に
基
づ
く

公
表
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑷　

買
付
者
は
、
同
様
に
、
自
己
の
権
限
の
あ
る
事
業
所
委
員
会
、
ま

た
は
、
事
業
所
委
員
会
が
存
在
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
直
接
に
労

働
者
に
対
し
て
、
第
三
項
第
一
文
に
基
づ
く
公
表
後
に
遅
滞
な
く
公

表
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
五
条　

買
付
申
入
の
禁
止

⑴　

連
邦
監
督
庁
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
買
付
申
入
を
禁
止
す

る
。

　
　

1
．
公
開
買
付
文
書
が
第
一
一
条
第
二
項
も
し
く
は
同
条
第
四
項
に

基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
法
令
に
よ
り
必
要
で
あ
る
記
載
事
項
を
記

載
し
て
い
な
い
場
合
、

　
　

2
．
公
開
買
付
文
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
が
明
ら
か
に
本
法
の
規
定

ま
た
は
本
法
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
法
令
に
違
反
し
て
い
る
場

合
、

　
　

3
．
買
付
者
が
第
一
四
条
第
一
項
第
一
文
に
違
反
し
て
連
邦
監
督
庁

に
公
開
買
付
文
書
を
送
付
し
て
い
な
い
場
合
、

　
　

4
．
買
付
者
が
第
一
四
条
第
一
項
第
一
文
に
反
し
て
公
開
買
付
文
書

を
公
表
し
な
い
場
合
。

⑵　

連
邦
監
督
庁
は
、
買
付
者
が
第
一
四
条
第
三
項
第
一
文
で
規
定
さ

れ
た
形
式
で
公
表
し
な
い
場
合
に
は
、
買
付
申
入
を
禁
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

⑶　

買
付
申
入
が
第
一
項
ま
た
は
第
二
項
に
基
づ
き
禁
止
さ
れ
た
場
合

に
は
、
公
開
買
付
文
書
の
公
表
は
禁
止
さ
れ
る
。
第
一
項
ま
た
は
第

二
項
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
買
付
申
入
に
基
づ
く
法
律
行
為
は
、
効

力
を
生
じ
な
い
。

第
一
六
条　

応
募
期
間
、
総
会
の
招
集

⑴　

買
付
申
入
の
応
募
期
間
は
、
四
週
間
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

　
（
二
一
三
六
）
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か
つ
、
第
二
一
条
第
五
項
と
第
二
二
条
第
二
項
の
規
定
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
〇
週
間
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
応
募
期
間
は
、
第

一
四
条
第
三
項
第
一
文
に
よ
る
公
開
買
付
文
書
の
公
表
と
同
時
に
開

始
す
る
。

⑵　

買
付
申
入
に
応
募
し
な
か
っ
た
対
象
会
社
の
株
主
は
、
公
開
買
付

の
申
入
に
お
い
て
、
第
二
三
条
第
一
項
第
二
号
で
掲
げ
た
公
表
後
二

週
間
以
内
に
（
さ
ら
な
る
承
諾
期
間
）
買
付
申
入
に
応
募
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
前
文
の
規
定
は
、
買
付
者
が
買
付
申
入
を
株
式
の
最
低

割
合
の
取
得
を
条
件
と
し
、
か
つ
、
こ
の
最
低
割
合
が
応
募
期
間
の

経
過
後
に
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

⑶　

対
象
会
社
の
総
会
が
、
買
付
申
入
に
関
連
し
て
、
公
開
買
付
文
書

の
公
表
後
に
招
集
さ
れ
る
場
合
に
は
、
応
募
期
間
は
、
第
二
一
条
第

五
項
と
第
二
二
条
第
二
項
の
規
定
と
関
係
な
く
、
公
開
買
付
文
書
の

公
表
か
ら
一
〇
週
間
と
す
る
。
対
象
会
社
の
取
締
役
は
、
対
象
会
社

の
総
会
の
招
集
を
買
付
者
と
連
邦
監
督
庁
と
に
遅
滞
な
く
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
買
付
者
は
、
前
文
に
基
づ
く
通
知
を
応
募
期
間

が
経
過
し
た
こ
と
を
表
明
し
て
、
遅
滞
な
く
電
磁
式
連
邦
官
報
に
公

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
買
付
者
は
、
連
邦
監
督
庁
に
遅
滞
な
く

公
表
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑷　

前
項
の
規
定
に
基
づ
く
総
会
は
、
遅
く
と
も
総
会
の
会
日
の
二
週

間
前
ま
で
に
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
会
社
は
、
株
式
法
第
一
二

一
条
第
五
項
お
よ
び
定
款
の
規
定
と
異
な
り
、
総
会
の
場
所
を
自
由

に
選
択
で
き
る
。
株
式
法
第
一
二
三
条
第
一
項
が
定
め
る
一
か
月
の

期
間
を
下
回
る
場
合
に
は
、
届
出
期
間
と
供
託
期
間
お
よ
び
株
式
法

第
一
二
五
条
第
一
項
第
一
文
に
基
づ
く
期
間
は
、
四
日
間
と
す
る
。

会
社
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
株
主
に
対
す
る
議
決
権
代
理
の
付

与
を
法
律
お
よ
び
定
款
に
よ
っ
て
で
き
る
だ
け
容
易
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
株
主
に
対
す
る
通
知
お
よ
び
株
式
法
第
一
八
六
条
第
四

項
第
二
文
に
基
づ
く
報
告
書
お
よ
び
期
間
内
に
到
達
し
た
株
主
の
提

案
は
、
す
べ
て
の
株
主
に
公
開
さ
れ
、
か
つ
、
要
約
し
て
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
知
と
反
対
提
案
の
送
付
は
、
株
主
に
適
時
に

到
達
す
る
こ
と
に
つ
い
て
取
締
役
が
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
監

査
役
会
も
こ
れ
に
同
意
す
る
場
合
に
は
、
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
は
、
無
記
名
株
式
に
つ
い
て
も
、
株
式
法
第
一
二

八
条
第
一
項
第
二
文
は
、
賛
成
提
案
に
適
用
す
る
。

第
一
七
条　

買
付
申
入
の
公
表
に
関
す
る
公
の
勧
誘
の
禁
止

　

対
象
会
社
の
有
価
証
券
の
公
開
に
よ
る
取
得
を
目
指
す
買
付
者
は
、
有

価
証
券
の
所
有
者
に
対
し
て
買
付
申
入
を
表
明
す
る
よ
う
に
公
に
勧
誘
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
一
八
条　

条
件
、
撤
回
お
よ
び
解
除
の
留
保
の
禁
止

⑴　

買
付
申
入
は
、
第
二
五
条
を
条
件
と
し
て
、
買
付
者
、
そ
の
協
調

者
も
し
く
は
そ
の
子
企
業
、
ま
た
は
買
付
申
入
に
関
連
し
て
こ
れ
ら

の
者
ま
た
は
企
業
の
た
め
に
活
動
す
る
顧
問
だ
け
が
成
就
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
条
件
に
か
か
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑵　

撤
回
ま
た
は
解
除
を
留
保
し
て
表
明
さ
れ
る
買
付
申
入
は
、
許
さ

れ
な
い
。

　
（
二
一
三
七
）
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第
一
九
条　

一
部
の
買
付
申
入
の
場
合
に
お
け
る
割
当

　

有
価
証
券
の
一
定
割
合
だ
け
ま
た
は
一
定
数
の
取
得
を
め
ざ
す
買
付
申

入
に
お
い
て
、
買
付
者
が
取
得
で
き
る
有
価
証
券
の
割
合
と
数
が
、
買
付

者
が
取
得
義
務
を
負
う
有
価
証
券
の
割
合
ま
た
は
数
よ
り
も
多
い
場
合
に

は
、
応
募
は
、
原
則
と
し
て
、
按
分
し
て
割
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
〇
条　

自
己
の
取
引
の
た
め
の
保
有

⑴　

連
邦
監
督
庁
は
、
第
一
一
条
第
四
項
第
二
号
に
よ
る
補
充
的
記
載

事
項
に
お
け
る
対
象
会
社
の
有
価
証
券
、
第
二
三
条
に
よ
る
公
表
義

務
、
第
二
九
条
第
二
項
に
よ
る
議
決
権
割
合
の
算
出
お
よ
び
第
三
一

条
第
五
項
に
よ
る
金
銭
給
付
を
考
慮
し
な
い
と
す
る
買
付
者
の
書
面

に
よ
る
申
立
を
許
可
す
る
。

⑵　

前
項
に
基
づ
く
免
除
の
申
請
は
、
買
付
者
、
そ
の
協
調
者
ま
た
は

そ
の
子
企
業
が
次
に
掲
げ
ら
れ
た
い
ず
れ
か
の
行
為
を
す
る
場
合

に
、
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

1
．
取
得
価
格
と
譲
渡
価
格
の
既
存
の
ま
た
は
見
込
ま
れ
る
差
額
を

短
期
に
利
用
す
る
た
め
に
、
当
該
有
価
証
券
を
取
得
す
る
か
ま
た

は
取
得
す
る
こ
と
を
企
図
す
る
場
合
、

　
　

2
．
当
該
有
価
証
券
を
自
己
の
取
引
の
た
め
に
保
有
す
る
か
ま
た
は

保
有
す
る
こ
と
を
企
図
す
る
場
合
、

　
　

3
．
議
決
権
を
有
す
る
株
式
が
問
題
と
な
る
限
り
に
お
い
て
、
有
価

証
券
の
取
得
を
も
っ
て
、
会
社
の
業
務
執
行
に
対
し
て
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
を
企
図
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
場
合
。

⑶　

第
一
項
に
よ
る
免
除
に
基
づ
き
考
慮
さ
れ
な
い
株
式
か
ら
生
ず
る

議
決
権
は
、
そ
れ
を
考
慮
す
る
場
合
に
公
開
買
付
申
入
と
し
て
買
付

申
入
を
表
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
、
ま
た
は
第
三
五
条
第
一

項
第
一
文
お
よ
び
第
二
項
第
一
文
に
基
づ
く
義
務
が
存
在
す
る
と
き

は
、
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑷　

買
付
者
が
、
第
一
項
に
基
づ
く
免
除
を
与
え
ら
れ
た
有
価
証
券
を

第
一
項
第
一
号
で
掲
げ
た
目
的
の
た
め
に
所
有
す
る
か
ま
た
は
会
社

の
業
務
執
行
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
企
図
し
て
い
な
い
場
合
に

は
、
連
邦
監
督
庁
に
遅
滞
な
く
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦

監
督
庁
は
、
第
一
項
に
基
づ
く
免
除
を
、
第
一
文
に
よ
る
義
務
が
充

足
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、行
政
手
続
法（V

erw
altungsverfahrens-

gesetz

）
の
規
定
に
よ
っ
て
の
み
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
一
条　

買
付
申
入
の
変
更

⑴　

買
付
者
は
、
応
募
期
間
が
経
過
す
る
一
日
前
ま
で
に
、
次
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

1
．
反
対
給
付
額
を
増
額
す
る
こ
と
、

　
　

2
．
選
択
的
に
他
の
反
対
給
付
を
提
供
す
る
こ
と
、

　
　

3
．
買
付
申
入
の
効
力
の
発
生
を
買
付
者
の
取
得
に
関
ら
わ
せ
て
、

有
価
証
券
の
最
低
割
合
も
し
く
は
最
低
数
ま
た
は
議
決
権
の
最
低

割
合
を
減
ら
す
こ
と
、

　
　

4
．
条
件
を
破
棄
す
る
こ
と
。

　
　

第
一
文
の
期
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
第
二
項
に
基
づ
く
変
更
の

公
表
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑵　

買
付
者
は
、
買
付
申
入
の
変
更
を
第
四
項
に
基
づ
く
解
除
権
を
明

　
（
二
一
三
八
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示
し
て
、
遅
滞
な
く
、
第
一
四
条
第
三
項
第
一
文
に
よ
っ
て
公
表
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
四
条
第
三
項
第
二
文
と
第
四
項
の
規
定

を
準
用
す
る
。

⑶　

第
一
一
条
第
一
項
第
二
文
か
ら
第
五
文
、
第
三
項
、
第
一
二
条
、

第
一
三
条
お
よ
び
第
一
五
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
を
準
用
す
る
。

⑷　

買
付
申
入
の
変
更
の
場
合
に
は
、
第
二
項
に
よ
る
変
更
の
公
表
の

以
前
に
買
付
申
入
に
応
募
し
た
対
象
会
社
の
有
価
証
券
の
保
有
者

は
、
応
募
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
は
契
約
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

⑸　

買
付
申
入
の
変
更
の
場
合
に
は
、
申
入
期
間
の
終
了
す
る
前
の
直

近
二
週
間
以
内
に
変
更
が
公
表
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
応
募
期
間

は
二
週
間
に
延
長
す
る
。
変
更
さ
れ
た
買
付
申
入
が
法
律
規
定
に
違

反
す
る
場
合
に
も
、
同
様
で
あ
る
。

⑹　

第
五
項
で
掲
げ
た
二
週
間
の
期
間
内
に
お
け
る
買
付
申
入
の
新
た

な
変
更
は
、
許
さ
れ
な
い
。

第
二
二
条　

競
争
的
買
付
申
入

⑴　

競
争
的
買
付
申
入
と
は
、
買
付
申
入
の
応
募
期
間
中
に
第
三
者
が

表
明
す
る
買
付
申
入
を
い
う
。

⑵　

競
争
的
買
付
申
入
の
場
合
に
、
買
付
申
入
に
対
す
る
応
募
期
間
が

競
争
的
買
付
申
入
に
対
す
る
応
募
期
間
の
終
了
の
前
に
満
了
す
る
と

き
は
、
買
付
申
入
に
対
す
る
応
募
期
間
の
終
了
は
、
競
争
的
買
付
申

入
に
対
す
る
応
募
期
間
の
終
了
後
に
定
め
る
。
競
争
的
買
付
申
入
が

変
更
さ
れ
る
か
ま
た
は
禁
止
さ
れ
る
か
あ
る
い
は
法
律
規
定
に
違
反

す
る
場
合
に
も
同
様
で
あ
る
。

⑶　

買
付
申
入
を
応
募
し
た
対
象
会
社
の
有
価
証
券
の
所
有
者
は
、
契

約
の
締
結
が
競
争
的
買
付
申
入
に
関
す
る
公
開
買
付
文
書
の
公
表
前

に
行
わ
れ
た
限
り
に
お
い
て
、
応
募
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
は
契
約

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
三
条　

買
付
申
入
の
表
明
後
の
買
付
者
の
公
表
義
務

⑴　

買
付
者
は
、
自
己
、
協
調
者
お
よ
び
そ
の
子
企
業
に
帰
属
す
る
対

象
会
社
の
有
価
証
券
の
割
合
と
そ
の
額
お
よ
び
自
己
に
帰
属
し
、
か

つ
第
三
〇
条
に
基
づ
き
加
算
さ
れ
る
べ
き
議
決
権
の
割
合
お
よ
び
自

己
に
表
示
さ
れ
た
応
募
の
意
思
表
示
か
ら
生
ず
る
対
象
会
社
の
買
付

申
入
の
対
象
で
あ
る
有
価
証
券
の
数
、
有
価
証
券
の
割
合
高
、
お
よ

び
議
決
権
割
合
高
に
対
す
る
議
決
権
の
割
合
を
、
第
一
四
条
第
三
項

第
一
文
に
よ
っ
て
公
表
し
、
か
つ
連
邦
監
督
庁
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　

1
．
公
開
買
付
文
書
の
公
表
後
に
毎
週
、
な
ら
び
に
応
募
期
間
の
終

了
前
の
最
後
の
週
に
は
毎
日
、

　
　

2
．
応
募
期
間
の
終
了
後
遅
滞
な
く
、

　
　

3
．
延
長
さ
れ
た
応
募
期
間
の
終
了
後
遅
滞
な
く
、

　
　

4
．
第
三
九
条
ａ
第
一
項
と
第
二
項
に
基
づ
く
締
出
し
の
た
め
に
必

要
な
参
加
割
合
に
達
し
た
後
に
遅
滞
な
く
。

　
　

第
一
四
条
第
三
項
第
二
文
お
よ
び
三
一
条
第
六
項
の
規
定
を
準
用

す
る
。

⑵　

買
付
者
が
対
象
会
社
に
対
す
る
支
配
を
獲
得
す
る
場
合
、
お
よ

　
（
二
一
三
九
）
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び
、
買
付
者
、
そ
の
協
調
者
ま
た
は
そ
の
子
企
業
の
義
務
的
買
付
申

入
の
場
合
に
、
公
開
買
付
文
書
の
公
表
後
、
か
つ
、
第
一
項
第
二
号

に
よ
る
公
表
後
一
年
が
経
過
す
る
前
に
、
株
式
公
開
買
付
手
続
に
よ

ら
ず
に
対
象
会
社
の
株
式
を
取
得
し
た
と
き
は
、
買
付
者
は
、
取
得

し
た
株
式
の
割
合
と
議
決
権
の
割
合
高
を
そ
れ
ぞ
れ
の
持
分
に
対
し

て
提
供
し
た
反
対
給
付
の
種
類
と
そ
の
額
と
を
挙
げ
て
遅
滞
な
く
公

表
し
、
か
つ
、
連
邦
監
督
庁
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三

一
条
第
六
項
を
準
用
す
る

第
二
四
条　

国
境
を
越
え
る
買
付
申
入

　

買
付
者
が
、
国
境
を
越
え
る
買
付
申
入
に
お
い
て
、
欧
州
経
済
圏
外
の

外
国
の
規
定
を
遵
守
し
、
従
っ
て
有
価
証
券
の
す
べ
て
の
所
有
者
に
対
す

る
買
付
申
入
を
買
付
者
に
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
連
邦

監
督
庁
は
、
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
国
に
住
所
、
居
所
、
ま
た
は
滞

在
地
を
有
す
る
一
定
の
有
価
証
券
の
所
有
者
に
対
す
る
買
付
の
申
し
入
れ

を
し
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
五
条　

買
付
者
の
総
会
決
議

　

買
付
者
が
、
総
会
の
決
議
が
あ
る
こ
と
を
条
件
に
し
て
買
付
申
入
を
表

明
し
た
場
合
に
は
、
買
付
者
は
、
遅
滞
な
く
、
遅
く
と
も
応
募
期
間
の
終

了
前
の
五
営
業
日
以
内
に
決
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
六
条　

禁
止
期
間

⑴　

買
付
申
入
が
、
第
一
五
条
第
一
項
ま
た
は
第
二
項
に
基
づ
い
て
禁

止
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
買
付
者
の
新
た
な
買
付
申
入
は
、
一
年

を
経
過
し
な
け
れ
ば
、
許
さ
れ
な
い
。
買
付
者
が
買
付
申
入
を
有
価

証
券
の
最
低
割
合
の
取
得
を
条
件
と
し
、
か
つ
、
こ
の
最
低
割
合
が

応
募
期
間
の
経
過
後
に
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
同
様
と
す

る
。
買
付
者
が
公
表
を
第
三
五
条
第
一
項
第
一
文
に
よ
り
、
か
つ
、

買
付
申
入
の
表
明
を
第
三
五
条
第
二
項
第
一
文
に
よ
っ
て
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
第
一
文
と
第
二
文
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。

⑵　

連
邦
監
督
庁
は
、
対
象
会
社
が
免
除
に
同
意
す
る
場
合
に
は
、
書

面
に
よ
る
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
第
一
文
と
第
二
文
の
禁
止

を
買
付
者
に
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
二
七
条　

対
象
会
社
の
取
締
役
と
監
査
役
の
意
見
表
明

⑴　

対
象
会
社
の
取
締
役
と
監
査
役
は
、
買
付
申
入
お
よ
び
そ
の
変
更

の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
理
由
を
付
し
た
意
見
表
明
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
意
見
表
明
は
、
特
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
及
ば
な
け
れ

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

1
．
提
供
さ
れ
た
反
対
給
付
の
種
類
と
額
、

　
　

2
．
対
象
会
社
、
労
働
者
と
そ
の
代
表
者
、
労
働
条
件
お
よ
び
対
象

会
社
の
所
在
地
に
対
し
て
買
付
申
入
が
成
功
し
た
場
合
に
見
込
ま

れ
る
効
果
、

　
　

3
．
買
付
者
の
買
付
申
入
を
も
っ
て
追
求
す
る
目
的
、

　
　

4
．
取
締
役
と
監
査
役
と
が
対
象
会
社
の
株
式
の
所
有
者
で
あ
る
限

り
に
お
い
て
、
買
付
申
入
に
応
募
す
る
当
該
取
締
役
と
監
査
役
の

企
図
。

⑵　

権
限
の
あ
る
事
業
所
委
員
会
が
、
ま
た
は
、
そ
の
よ
う
な
委
員
会

　
（
二
一
四
〇
）
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が
存
在
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
対
象
会
社
の
労
働
者
が
、
取
締
役

に
買
付
申
入
に
関
す
る
自
己
の
意
見
表
明
書
を
送
付
し
た
場
合
に

は
、
取
締
役
は
、
第
三
項
第
一
文
に
基
づ
く
義
務
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
を
自
己
の
意
見
表
明
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑶　

対
象
会
社
の
取
締
役
と
監
査
役
と
は
、
意
見
表
明
を
公
開
買
付
文

書
お
よ
び
買
付
者
に
よ
る
そ
の
変
更
の
送
付
後
、
遅
滞
な
く
、
第
一

四
条
第
三
項
第
一
文
よ
っ
て
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
取
締
役

と
監
査
役
と
は
、
意
見
表
明
を
同
時
に
権
限
の
あ
る
事
業
所
委
員

会
、
ま
た
は
、
そ
の
よ
う
な
委
員
会
が
存
在
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、

直
接
に
労
働
者
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
象
会
社
の
取
締

役
と
監
査
役
と
は
、
連
邦
監
督
庁
に
遅
滞
な
く
第
一
四
条
第
三
項
第

一
文
第
二
号
に
よ
る
公
表
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
八
条　

広
告

⑴　

連
邦
監
督
庁
は
、
有
価
証
券
の
取
得
に
関
す
る
買
付
申
入
と
関
連

す
る
広
告
に
お
け
る
不
正
に
対
処
す
る
た
め
に
、
一
定
の
種
類
の
広

告
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

公
開
買
付
審
議
会
は
、
前
項
に
基
づ
く
一
般
的
措
置
に
つ
い
て
聴

取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章　

買
収
の
申
入

第
二
九
条　

概
念
規
定

⑴　

買
収
の
申
入（Ü

bernahm
eangebot

）
と
は
、
支
配
権
の
取
得

に
向
け
ら
れ
た
買
付
申
入
（A

ngebot

）
を
い
う
。

⑵　

支
配
権
と
は
、
対
象
会
社
に
対
す
る
議
決
権
の
少
な
く
と
も
三
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の
保
有
を
い
う
。

第
三
〇
条　

議
決
権
の
算
出

⑴　

買
付
者
の
議
決
権
は
、
以
下
に
掲
げ
る
対
象
会
社
の
株
式
か
ら
生

ず
る
議
決
権
と
同
視
す
る
。

　
　

1
．
買
付
者
の
子
企
業
に
帰
属
す
る
株
式
、

　
　

2
．
第
三
者
に
帰
属
し
か
つ
第
三
者
に
よ
っ
て
買
付
者
の
計
算
で
保

有
さ
れ
て
い
る
株
式
、

　
　

3
．
買
付
者
が
第
三
者
に
担
保
と
し
て
譲
渡
し
た
株
式
。
た
だ
し
、

第
三
者
が
こ
の
株
式
か
ら
生
ず
る
議
決
権
の
行
使
に
つ
い
て
権
限

を
有
し
、
か
つ
、
指
図
か
ら
独
立
し
て
議
決
権
を
行
使
す
る
意
図

を
表
明
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
　

4
．
買
付
者
の
た
め
に
用
益
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
株
式
、

　
　

5
．買
付
者
が
意
思
表
示
に
よ
っ
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
式
、

　
　

6
．
買
付
者
が
こ
の
株
式
か
ら
生
ず
る
議
決
権
を
自
己
の
裁
量
に
よ

っ
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
株
主
の
特
別
な

指
示
が
存
在
し
な
い
場
合
に
、
買
付
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
株

式
。

　
　

第
一
文
第
二
号
か
ら
三
号
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
算
出
に
つ
い
て

は
、
買
付
者
の
子
企
業
は
、
買
付
者
と
同
視
す
る
。
子
企
業
の
議
決

権
は
、
完
全
な
範
囲
で
買
付
者
に
加
算
さ
れ
る
。

⑵　

個
々
の
場
合
に
お
け
る
議
決
権
の
行
使
に
関
す
る
合
意
を
除
き
、

買
付
者
ま
た
は
そ
の
企
業
が
対
象
会
社
に
関
す
る
行
為
を
合
意
に
基

　
（
二
一
四
一
）
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づ
い
て
ま
た
は
そ
の
他
の
仕
方
で
協
調
す
る
第
三
者
が
有
す
る
対
象

会
社
の
株
式
か
ら
生
ず
る
議
決
権
も
、
完
全
な
範
囲
で
買
付
者
に
加

算
さ
れ
る
。
前
項
の
規
定
は
、
第
三
者
の
議
決
権
割
合
の
算
出
に
準

用
す
る
。

第
三
一
条　

反
対
給
付

⑴　

買
付
者
は
、
対
象
会
社
の
株
主
に
相
当
な
反
対
給
付
を
提
供
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
当
な
反
対
給
付
の
決
定
の
際
に
は
、
原
則
と

し
て
、
対
象
会
社
の
株
式
の
平
均
相
場
お
よ
び
買
付
者
、
協
調
者
、

ま
た
は
そ
の
子
企
業
に
よ
る
対
象
会
社
の
株
式
の
取
得
を
考
慮
に
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑵　

反
対
給
付
は
、
ユ
ー
ロ
に
よ
る
金
銭
給
付
か
ま
た
は
組
織
さ
れ
た

市
場
で
の
取
引
が
許
可
さ
れ
て
い
る
譲
渡
可
能
な
株
式
を
内
容
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
決
権
の
あ
る
株
式
の
所
有
者
が
、
反
対
給

付
と
し
て
、
株
式
を
提
供
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
株
式
に
議
決
権

を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑶　

買
付
者
、
そ
の
協
調
者
ま
た
は
そ
の
子
企
業
が
、
第
一
〇
条
第
三

項
第
一
文
に
基
づ
く
公
表
か
ら
応
募
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
の
六
か

月
内
に
、
全
体
で
、
対
象
会
社
の
株
式
ま
た
は
議
決
権
の
少
な
く
と

も
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
反
対
給
付
の
支
払
い
と
引
き
換
え
に
取
得
し
た

場
合
に
は
、
買
付
者
は
、
対
象
会
社
の
株
主
に
反
対
給
付
を
ユ
ー
ロ

で
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑷　

買
付
者
、
そ
の
協
調
者
ま
た
は
そ
の
子
企
業
が
公
開
買
付
文
書
の

公
表
後
に
か
つ
第
二
三
条
第
一
項
第
一
文
第
二
号
に
よ
る
公
表
の
前

に
対
象
会
社
の
株
式
を
取
得
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
対
し
て
買
付
申
入

に
掲
げ
た
反
対
給
付
額
を
上
回
る
額
が
付
与
さ
れ
る
か
ま
た
は
合
意

さ
れ
る
場
合
に
は
、
買
付
申
入
の
承
諾
者
に
対
す
る
反
対
給
付
は
、

そ
の
差
額
分
を
増
額
す
る
。

⑸　

買
付
者
、
協
調
者
ま
た
は
そ
の
子
企
業
が
第
二
三
条
第
一
項
第
一

文
第
二
号
に
よ
る
公
表
後
一
年
内
に
対
象
会
社
の
株
式
を
取
引
所
外

で
取
得
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
対
し
て
買
付
申
入
に
掲
げ
た
反
対
給
付

額
を
下
回
る
額
が
付
与
さ
れ
た
か
ま
た
は
合
意
さ
れ
る
場
合
に
は
、

買
付
者
は
、
買
付
申
入
を
承
諾
し
た
株
式
の
所
有
者
に
対
し
て
反
対

給
付
の
支
払
い
の
た
め
に
ユ
ー
ロ
で
差
額
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。

　
　

第
一
文
の
規
定
は
、
対
象
会
社
の
株
主
に
対
す
る
法
律
上
の
代
償

付
与
義
務
に
関
連
す
る
株
式
の
取
得
お
よ
び
合
併
、
分
割
ま
た
は
財

産
譲
渡
に
よ
る
対
象
会
社
の
財
産
お
よ
び
そ
の
一
部
の
譲
渡
に
対
し

て
適
用
し
な
い
。

⑹　

株
式
の
譲
渡
を
要
求
す
る
こ
と
を
認
め
る
合
意
は
、
第
三
項
か
ら

第
五
項
ま
で
の
規
定
の
意
味
に
お
け
る
取
得
と
同
視
す
る
。
対
象
会

社
の
資
本
増
加
に
基
づ
く
法
律
上
の
新
株
引
受
権
の
行
使
は
、
取
得

と
は
み
な
さ
れ
な
い
。

⑺　

連
邦
大
蔵
省
は
、
連
邦
参
議
院
の
同
意
が
不
要
で
あ
る
法
令
に
よ

っ
て
、
第
一
項
に
基
づ
く
反
対
給
付
の
相
当
性
に
関
す
る
細
則
、
特

に
、
対
象
会
社
の
株
式
の
平
均
株
式
相
場
、
買
付
者
、
そ
の
協
調
者

ま
た
は
そ
の
子
企
業
に
よ
る
対
象
会
社
の
株
式
の
取
得
、
お
よ
び
こ

の
場
合
に
決
定
的
な
期
間
な
ら
び
に
第
一
項
第
二
文
で
掲
げ
ら
れ
た

　
（
二
一
四
二
）
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原
則
の
例
外
お
よ
び
第
四
項
と
第
五
項
に
基
づ
く
差
額
の
算
出
に
関

す
る
規
定
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
大
蔵
省
は
、
授
権
を
法

令
に
よ
っ
て
連
邦
監
督
庁
に
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
二
条　

一
部
の
買
収
申
入
の
禁
止

　
　

対
象
会
社
の
一
部
の
株
式
だ
け
に
及
ぶ
買
収
の
申
入
は
、
第
二
四
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
許
さ
れ
な
い
。

第
三
三
条　

対
象
会
社
の
取
締
役
と
監
査
役
会
の
行
為

⑴　

対
象
会
社
の
取
締
役
は
、
買
付
申
入
の
表
明
に
関
す
る
決
定
の
公

表
か
ら
第
二
三
条
第
一
項
第
一
文
第
二
号
に
基
づ
く
結
果
の
公
表
ま

で
の
間
は
、
買
付
申
入
の
成
功
を
阻
止
で
き
る
行
為
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
買
付
の
申
入
が
な
さ
れ
て
い
な
い
会
社
の
通

常
か
つ
誠
実
な
業
務
執
行
者
も
行
っ
た
で
あ
ろ
う
行
為
、
競
争
的
買

付
申
入
を
探
す
行
為
、
な
ら
び
に
対
象
会
社
の
監
査
役
が
同
意
し
た

行
為
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。

⑵　

総
会
が
、
買
付
申
入
の
成
功
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
第
一
項
第
一

文
で
掲
げ
た
期
間
の
前
に
総
会
の
権
限
に
属
す
る
行
為
す
る
こ
と
を

取
締
役
に
授
権
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
行
為
の
方
法
は
、
授
権
に
お

い
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
授
権
は
、
最
高
限
一
八
か
月
間
付

与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
総
会
の
決
議
は
少
な
く
と
も
決
議
に
お
い

て
代
表
す
る
資
本
の
四
分
の
三
の
多
数
が
必
要
で
あ
る
。
定
款
を
も

っ
て
要
件
を
加
重
し
、
ま
た
別
の
要
件
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
文
に
よ
る
授
権
に
基
づ
く
取
締
役
の
行
為
は
、
監
査
役
会
の
同

意
が
必
要
で
あ
る
。

第
三
三
条
ａ　

Ｅ
Ｕ
の
阻
止
行
為
の
禁
止

⑴　

対
象
会
社
の
定
款
を
も
っ
て
、
第
三
三
条
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
第
二
項
の
規
定
を
適

用
す
る
。

⑵　

対
象
会
社
の
取
締
役
と
監
査
役
員
は
、
買
付
申
入
の
表
示
に
つ
い

て
の
決
定
を
公
表
し
た
と
き
か
ら
第
二
三
条
第
一
項
第
一
文
第
二
号

に
基
く
結
果
の
公
表
ま
で
の
間
、
買
付
申
入
の
成
功
を
阻
止
で
き
る

行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
禁
止
は
、
以
下
の
場
合
に
つ

い
て
は
適
用
し
な
い
。

　
　

1
．総
会
が
買
付
申
入
の
表
示
に
つ
い
て
の
決
定
を
公
表
し
た
後
に
、

取
締
役
ま
た
は
監
査
役
員
に
対
し
て
授
権
し
た
行
為
、

　
　

2
．
通
常
の
事
業
活
動
の
範
囲
内
の
行
為
、

　
　

3
．買
付
申
入
の
表
示
に
つ
い
て
の
決
定
を
公
表
す
る
前
に
な
さ
れ
、

か
つ
、
一
部
が
実
施
さ
れ
て
い
る
決
定
の
実
行
に
役
立
つ
限
り
に

お
い
て
、
通
常
の
業
務
執
行
外
の
行
為
、
お
よ
び
、

　
　

4
．
競
合
す
る
買
付
申
入
を
探
す
行
為
。

⑶　

対
象
会
社
の
取
締
役
は
、
連
邦
監
督
庁
お
よ
び
規
制
市
場
に
お
い

て
会
社
の
有
価
証
券
の
取
引
を
認
め
て
い
る
欧
州
経
済
圏
の
構
成
国

の
監
督
庁
に
対
し
て
、
第
一
項
に
基
く
定
款
の
規
定
の
商
業
登
記
簿

へ
の
登
記
に
関
す
る
証
明
書
を
遅
滞
な
く
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
三
条
ｂ　

Ｅ
Ｕ
の
透
視
規
定

⑴　

対
象
会
社
の
定
款
を
も
っ
て
、
第
二
項
を
適
用
す
る
こ
と
を
定
め

　
（
二
一
四
三
）
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四
七
〇

Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

第
一
四
条
第
三
項
第
一
文
に
基
く
買
付
申
入
書
類
の
公
表
後
、
以

下
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

　
　

1
．
買
付
申
入
の
応
募
期
間
の
間
は
、
定
款
で
定
め
た
、
対
象
会
社

と
株
主
と
の
間
で
も
し
く
は
株
主
相
互
の
間
で
合
意
さ
れ
た
株
式

の
譲
渡
制
限
は
、
買
付
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
な
い
、

　
　

2
．
防
衛
措
置
に
つ
い
て
決
議
す
る
総
会
に
お
い
て
、
買
付
申
入
の

応
募
期
間
の
間
は
、
定
款
で
定
め
た
譲
渡
制
限
お
よ
び
議
決
権
拘

束
契
約
は
効
力
が
な
く
、
か
つ
、
複
数
議
決
権
株
式
は
一
票
の
権

限
を
有
す
る
に
す
ぎ
ず
、
お
よ
び
、

　
　

3
．
定
款
を
変
更
す
る
か
ま
た
は
会
社
の
指
揮
機
関
の
地
位
に
つ
く

者
を
決
定
す
る
た
め
に
、
買
付
者
が
要
求
し
て
招
集
さ
れ
る
最
初

の
総
会
に
お
い
て
は
、
買
付
者
が
買
付
申
入
の
後
で
対
象
会
社
の

議
決
権
の
少
な
く
と
も
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
所
有
す
る
限
り

に
お
い
て
、
定
款
で
定
め
た
議
決
権
の
制
限
お
よ
び
議
決
権
拘
束

契
約
な
ら
び
に
役
員
派
遣
の
権
利
は
効
力
が
な
く
、
か
つ
、
複
数

議
決
権
株
式
は
一
票
の
権
限
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
　

第
一
文
は
、
議
決
権
の
な
い
優
先
株
、
お
よ
び
、
二
〇
〇
四
年
四

月
二
二
日
以
前
に
対
象
会
社
と
株
主
と
の
間
で
ま
た
は
株
主
相
互
の

間
で
合
意
さ
れ
た
譲
渡
制
限
と
議
決
権
の
拘
束
に
は
適
用
さ
れ
な

い
。

⑶　

対
象
会
社
の
取
締
役
は
、
連
邦
監
督
庁
お
よ
び
規
制
市
場
に
お
い

て
会
社
の
有
価
証
券
の
取
引
を
認
め
て
い
る
欧
州
経
済
圏
の
構
成
国

の
監
督
庁
に
対
し
て
、
第
一
項
に
基
く
定
款
の
規
定
の
商
業
登
記
簿

へ
の
登
記
に
関
す
る
証
明
書
を
遅
滞
な
く
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

⑷　

第
一
六
条
第
四
項
は
、
第
二
項
第
一
文
の
意
味
に
お
け
る
総
会
の

招
集
と
実
施
に
準
用
す
る
。

⑸　

権
利
が
第
一
項
に
基
い
て
剥
奪
さ
れ
る
場
合
に
は
、
買
付
者
は
、

相
当
な
補
償
を
金
銭
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
三
条
ｃ　

相
互
性
の
留
保

⑴　

定
款
を
も
っ
て
第
三
三
条
の
適
用
を
排
除
す
る
対
象
会
社
の
総
会

は
、
買
付
者
ま
た
は
買
付
者
の
支
配
企
業
が
第
三
三
条
ａ
第
二
項
に

相
応
す
る
規
制
に
服
し
な
い
場
合
に
は
、
第
三
三
条
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
を
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

定
款
を
も
っ
て
第
三
三
条
ｂ
に
基
く
規
定
を
定
め
る
対
象
会
社
の

総
会
は
、
買
付
者
ま
た
は
買
付
者
の
支
配
企
業
が
当
該
規
定
に
相
応

す
る
規
制
に
服
し
な
い
場
合
に
は
、
当
該
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と

を
決
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

第
一
項
ま
た
は
第
二
項
に
基
く
総
会
の
決
議
は
、
最
高
限
一
八
カ

月
間
効
力
を
有
す
る
。
対
象
会
社
の
取
締
役
は
、
連
邦
監
督
庁
お
よ

び
規
制
市
場
に
お
い
て
会
社
の
議
決
権
の
あ
る
株
式
の
取
引
を
認
め

て
い
る
欧
州
経
済
圏
の
構
成
国
の
監
督
庁
に
対
し
て
遅
滞
な
く
総
会

の
決
議
に
関
す
る
証
明
書
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
三
条
ｄ　

不
当
な
給
付
の
供
与
の
禁
止

　

買
付
者
お
よ
び
協
調
者
は
、
対
象
会
社
の
取
締
役
ま
た
は
監
査
役
員
に

　
（
二
一
四
四
）
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Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

対
し
て
、
買
付
申
入
と
関
連
し
て
不
当
な
反
対
給
付
ま
た
は
他
の
不
当
な

金
銭
価
値
の
あ
る
利
益
を
供
与
す
る
か
ま
た
は
約
束
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら

れ
る
。

第
三
四
条　

第
三
章
の
規
定
の
適
用

　

第
三
章
の
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
別
段
の
定
め
を
し
て
い
な
い
限

り
に
お
い
て
、
買
収
の
申
入
に
適
用
す
る
。

第
五
章　

義
務
的
買
付
申
入

第
三
五
条　

買
付
申
入
の
公
表
義
務
と
表
明
義
務

⑴　

直
接
ま
た
は
間
接
に
対
象
会
社
に
対
す
る
支
配
権
を
獲
得
し
た
者

は
、
自
己
の
議
決
権
割
合
の
比
率
を
表
示
し
て
、
こ
れ
を
遅
滞
な
く
、

遅
く
と
も
七
暦
日
以
内
に
、
第
一
〇
条
第
三
項
第
一
文
と
第
二
文
に

基
づ
い
て
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
期
間
は
、
買
付
者
が

対
象
会
社
に
対
す
る
支
配
権
を
獲
得
し
た
こ
と
を
知
っ
た
か
ま
た
は

状
況
か
ら
知
り
う
べ
か
り
し
と
き
か
ら
進
行
す
る
。
公
表
の
際
に

は
、
第
三
〇
条
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
べ
き
議
決
権
は
、
各
算
定
構

成
要
件
毎
に
区
別
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
〇
条
第

二
項
、
第
三
項
第
三
文
お
よ
び
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
を

準
用
す
る
。

⑵　

買
付
者
は
、
対
象
会
社
に
対
す
る
支
配
権
の
獲
得
に
つ
い
て
公
表

し
た
後
四
週
間
以
内
に
、
公
開
買
付
文
書
を
連
邦
監
督
庁
に
送
付

し
、
か
つ
、
第
一
四
条
第
二
項
第
一
文
に
基
づ
き
買
付
申
入
を
表
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
四
条
第
二
項
第
二
文
、
第
三
項
お
よ

び
第
四
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
対
象
会
社
の
自
己
株
式
、
対
象
会

社
の
従
属
企
業
ま
た
は
対
象
会
社
に
過
半
数
所
有
さ
れ
て
い
る
企
業

に
属
す
る
対
象
会
社
の
株
式
、
第
三
者
に
帰
属
し
、
対
象
会
社
、
そ

の
従
属
企
業
ま
た
は
対
象
会
社
に
過
半
数
所
有
さ
れ
て
い
る
企
業
の

計
算
で
保
有
さ
れ
て
い
る
対
象
会
社
の
株
式
は
、
第
一
文
に
基
づ
く

義
務
を
免
除
さ
れ
る
。

⑶　

買
収
の
申
入
に
基
づ
い
て
対
象
会
社
に
対
す
る
支
配
権
が
獲
得
さ

れ
た
場
合
に
は
、
第
一
項
第
一
文
と
第
二
項
第
一
文
に
よ
る
義
務
は

生
じ
な
い
。

第
三
六
条　

議
決
権
の
不
算
入

⑴　

連
邦
監
督
庁
は
、
株
式
が
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
っ

て
獲
得
さ
れ
る
場
合
に
、
書
面
に
よ
る
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
対
象

会
社
の
株
式
か
ら
生
ず
る
議
決
権
を
議
決
権
割
合
の
算
出
の
際
に
加

算
し
な
い
こ
と
を
許
可
す
る
。

　
　

1
．
相
続
、
遺
産
分
利
、
ま
た
は
夫
婦
、
共
同
生
活
者
ま
た
は
直
系

か
ら
第
三
親
等
ま
で
の
親
族
間
の
無
償
の
出
捐
、
ま
た
は
離
婚
も

し
く
共
同
生
活
者
の
関
係
の
解
消
に
基
づ
く
財
産
分
割
、

　
　

2
．
法
形
式
の
変
更
、

　
　

3
．
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
内
部
の
組
織
再
編
。

第
三
七
条　

買
付
申
入
の
公
表
義
務
と
表
明
義
務
の
免
除

⑴　

連
邦
監
督
庁
は
、
支
配
権
の
獲
得
の
態
様
、
支
配
権
の
獲
得
と
同

時
に
企
図
さ
れ
た
目
的
、
支
配
権
の
獲
得
後
に
生
じ
た
支
配
の
基
準

値
以
下
へ
の
低
下
、
対
象
会
社
に
対
す
る
参
加
割
合
ま
た
は
支
配
権

　
（
二
一
四
五
）



同
志
社
法
学　

五
八
巻
五
号

 

四
七
二

Ｅ
Ｕ
第
一
三
公
開
買
付
指
令
の
国
内
法
化

の
行
使
に
対
す
る
事
実
上
の
可
能
性
に
関
し
て
、
申
立
人
と
対
象
会

社
の
株
式
の
所
有
者
と
の
利
益
を
考
慮
し
て
正
当
と
思
わ
れ
る
限
り

に
お
い
て
、
書
面
に
よ
る
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
買
付
者
に
対
し
て

第
三
五
条
第
一
項
第
一
文
お
よ
び
第
二
項
第
一
文
に
基
づ
く
義
務
を

免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

連
邦
大
蔵
省
は
、
連
邦
参
議
院
の
同
意
が
不
要
で
あ
る
法
令
に
よ

っ
て
、
第
三
五
条
第
一
項
第
一
文
、
第
二
項
第
一
文
に
基
づ
く
義
務

の
免
除
に
関
す
る
詳
細
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
大
蔵
省

は
、
授
権
を
法
令
に
よ
っ
て
連
邦
監
督
庁
に
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
三
八
条　

利
息
請
求
権

　

買
付
者
は
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
場
合
に
、
対
象
会
社
の
株
主

に
対
し
て
、
違
反
の
継
続
期
間
中
、
基
本
利
子
率
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
加

算
し
て
、
反
対
給
付
に
対
す
る
利
息
の
支
払
義
務
を
負
う
。

　

1
．
第
三
五
条
第
一
項
第
一
文
に
違
反
し
て
第
一
〇
条
第
三
項
第
一
文

に
基
づ
く
公
表
を
し
な
か
っ
た
場
合
、

　

2
．
第
三
五
条
第
二
項
第
一
文
に
違
反
し
て
第
一
四
条
第
三
項
第
一
文

に
基
づ
く
買
付
申
入
を
表
明
し
な
か
っ
た
場
合
、

　

3
．
第
三
五
条
第
二
項
第
一
文
の
意
味
に
お
け
る
買
付
申
入
が
第
一
五

条
第
一
項
第
一
号
ま
た
は
第
三
号
に
よ
り
買
付
者
に
禁
止
さ
れ
て
い

る
場
合
。

第
三
九
条　

第
三
章
と
第
四
章
の
規
定
の
適
用

　

第
三
章
と
第
四
章
の
規
定
は
、
第
一
〇
条
第
一
項
第
一
文
、
第
一
四
条

第
一
項
第
一
文
、
第
一
六
条
第
二
項
第
一
文
、
第
一
六
条
第
二
項
、
第
一

八
条
第
一
項
、
第
一
九
条
、
第
二
五
条
お
よ
び
第
三
四
条
を
除
い
て
、
第

三
五
条
第
二
項
第
一
文
に
よ
る
買
付
申
入
に
準
用
す
る
。

第
五
章
ａ　

締
出
し
、
株
式
買
受
請
求
権

第
三
九
条
ａ　

他
の
株
主
の
締
出
し

⑴　

買
付
申
入
も
し
く
は
義
務
的
買
付
申
入
後
に
、
対
象
会
社
の
株
式

に
つ
い
て
議
決
権
の
あ
る
資
本
の
少
な
く
と
も
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を

保
有
し
、
か
つ
対
象
会
社
の
議
決
権
の
少
な
く
と
も
九
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
支
配
す
る
買
付
者
に
対
し
て
、
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
爾
余
の

議
決
権
の
あ
る
株
式
を
相
当
な
代
償
と
引
き
換
え
に
裁
判
所
の
決
定

に
よ
っ
て
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
買
付
者
が
、
同
時
に
、
対
象

会
社
の
資
本
の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
株
式
を
保
有
す
る
と
き
は
、
請

求
が
あ
る
と
き
は
、
議
決
権
の
な
い
爾
余
の
優
先
株
を
買
付
者
に
譲

渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

株
式
法
第
一
六
条
第
二
項
お
よ
び
第
四
項
は
、
前
項
に
基
く
必
要

な
参
加
割
合
の
確
定
に
準
用
す
る
。

⑶　

代
償
の
種
類
は
、
買
付
申
入
も
し
く
は
義
務
的
買
付
申
入
の
反
対

給
付
に
相
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反
対
給
付
は
、
常
に
選
択
的

に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
買
付
申
入
も
し
く
は
義
務
的
買
付

申
入
の
範
囲
で
付
与
さ
れ
た
反
対
給
付
は
、
買
付
者
が
買
付
申
入
に

基
い
て
、
買
付
申
入
に
関
わ
る
資
本
の
少
な
く
と
も
九
〇
パ
ー
セ
ン

ト
の
株
式
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
相
当
な
代
償
と
み
な
す
。
引
受
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け
割
合
は
、
議
決
権
の
あ
る
株
式
と
議
決
権
の
な
い
株
式
と
区
別
し

て
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑷　

第
一
項
に
基
く
株
式
譲
渡
の
申
立
て
は
、
応
募
期
間
の
終
了
後
三

カ
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑸　

申
立
て
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
地
方

裁
判
所
が
裁
判
す
る
。
其
の
他
に
つ
い
て
は
、
第
六
六
条
第
二
項
を

適
用
す
る
。

⑹　

株
式
法
第
三
二
七
条
ａ
か
ら
第
三
二
七
条
ｆ
ま
で
の
規
定
は
、
申

立
て
が
な
さ
れ
た
後
に
は
、
締
出
し
手
続
が
確
定
的
に
終
了
す
る
ま

で
は
適
用
し
な
い
。

第
三
九
条
ｂ　

締
出
し
手
続

⑴　

非
訟
事
件
手
続
法
は
、
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
お
い

て
別
段
の
定
め
を
し
て
い
な
い
限
り
、
第
三
九
条
ａ
に
基
く
締
出
し

の
手
続
に
適
用
す
る
。

⑵　

地
方
裁
判
所
は
、
第
三
九
条
ａ
に
基
く
締
出
し
の
申
立
て
を
会
社

公
告
紙
に
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑶　

地
方
裁
判
所
は
、
理
由
を
付
し
た
決
定
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。
決

定
に
対
し
て
即
時
抗
告
が
認
め
ら
れ
る
。
即
時
抗
告
は
、
延
期
す
る

効
力
を
有
す
る
。
抗
告
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・

マ
イ
ン
高
等
裁
判
所
が
決
定
す
る
。
更
な
る
抗
告
は
許
さ
れ
な
い
。

⑷　

地
方
裁
判
所
は
、
決
定
を
申
立
人
と
対
象
会
社
な
ら
び
に
抗
告
手

続
に
参
加
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
会
社
の
爾
余
の
株
主
に
送
達

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
決
定
は
、
理
由
を
付
さ
ず
に
会
社
公
告
紙

に
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抗
告
は
、
申
立
人
と
対
象
会
社
の

爾
余
の
株
主
が
権
限
を
有
す
る
。
抗
告
期
間
は
、
電
磁
式
連
邦
官
報

に
お
け
る
公
告
と
同
時
に
進
行
す
る
が
、
申
立
人
と
決
定
が
送
達
さ

れ
た
爾
余
の
株
主
に
対
し
て
は
、
決
定
の
送
達
前
に
は
進
行
し
な

い
。

⑸　

決
定
は
、
既
判
力
を
も
っ
て
初
め
て
効
力
を
生
ず
る
。
決
定
は
す

べ
て
の
株
主
の
た
め
に
お
よ
び
す
べ
て
の
株
主
に
対
し
て
効
力
を
有

す
る
。
爾
余
の
株
主
の
株
式
は
、
既
判
力
の
あ
る
決
定
と
同
時
に
、

締
出
し
権
を
有
す
る
株
主
に
移
転
す
る
。
当
該
株
式
に
つ
い
て
株
券

が
発
行
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
株
券
を
交
付
す
る
ま
で
は
相
当
な

代
償
請
求
権
を
表
象
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
対
象
会
社
の
取
締
役
は
、

既
判
力
の
あ
る
決
定
を
遅
滞
な
く
商
業
登
記
簿
に
登
記
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

⑹　

手
続
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
費
用
法
を
適
用
す
る
。
第
一
審
の
手

続
に
つ
い
て
は
、
全
手
数
料
の
四
倍
を
徴
収
す
る
。
第
二
審
に
つ
い

て
は
、
同
一
手
数
料
を
徴
収
す
る
。
抗
告
が
奏
効
し
た
場
合
も
同
様

で
あ
る
。
申
立
ま
た
は
抗
告
が
、
決
定
が
下
さ
れ
る
前
に
取
り
下
げ

ら
れ
る
場
合
に
は
、
手
数
料
は
半
額
に
減
額
さ
れ
る
。
締
出
し
に
関

わ
る
す
べ
て
の
株
式
の
価
値
に
相
応
す
る
額
は
、
業
務
価
値
と
み
な

す
。
そ
の
額
は
、
最
低
限
二
〇
万
ユ
ー
ロ
で
か
つ
最
高
限
七
五
〇
万

ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
申
立
の
時
が
、
価
額
の
決
定
の
た
め
の
基
準
時
と

な
る
。
申
立
人
だ
け
が
、
裁
判
所
費
用
の
債
務
者
で
あ
る
。
裁
判
所

は
、
問
題
の
目
的
に
適
っ
た
解
決
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
申
立
て
の
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相
手
方
の
費
用
の
全
額
ま
た
は
一
部
を
、
そ
れ
が
公
平
に
資
す
る
と

き
は
、
申
立
人
が
支
払
う
こ
と
を
命
じ
る
。

第
三
九
条
ｃ　

株
式
買
受
請
求
権

　

買
付
申
入
に
応
募
し
な
か
っ
た
対
象
会
社
の
株
主
は
、
買
付
者
が
第
三

九
条
ａ
に
基
づ
く
申
し
出
を
す
る
権
限
を
有
す
る
限
り
に
お
い
て
、
買
付

申
入
ま
た
は
義
務
的
買
付
申
入
応
募
期
間
の
終
了
後
三
か
月
以
内
に
買
付

申
入
に
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
買
付
者
が
第
二
三
条
第
一
項
第
一
項

第
一
文
第
四
号
ま
た
は
第
二
文
に
基
く
義
務
を
履
行
し
な
い
場
合
は
、
第

一
文
で
掲
げ
た
三
か
月
の
期
間
は
、
義
務
の
履
行
の
時
か
ら
初
め
て
進
行

を
開
始
す
る
。

第
六
章　

手
続

第
四
〇
条　

連
邦
監
督
庁
の
調
査
権
限

⑴　

連
邦
監
督
庁
は
、
本
法
の
命
令
ま
た
は
禁
止
の
遵
守
を
監
視
す
る

手
が
か
り
を
え
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
す
べ
て
の

者
に
説
明
、
書
類
の
呈
示
と
複
写
の
委
託
を
求
め
、
召
喚
お
よ
び
尋

問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
監
督
庁
は
、
と
く
に
、
資
金
調
達
手

段
に
お
け
る
有
高
変
動
に
つ
い
て
の
説
明
、
な
ら
び
に
、
と
く
に
申

立
人
と
職
務
権
限
ま
た
は
義
務
を
負
う
者
の
同
一
性
に
関
す
る
説
明

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
律
上
の
説
明
も
し
く
は
証
言
拒
否
権

な
ら
び
に
法
律
上
の
黙
秘
義
務
の
適
用
は
妨
げ
な
い
。

⑵　

通
常
の
勤
務
時
間
の
間
は
、
連
邦
監
督
庁
の
公
務
員
お
よ
び
そ
の

委
託
を
受
け
た
者
は
、
本
法
に
基
く
任
務
を
果
た
す
た
め
に
必
要
で

あ
る
限
り
、
前
項
に
基
い
て
説
明
義
務
を
負
う
者
の
不
動
産
お
よ
び

事
務
所
に
立
ち
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勤
務
時

間
外
の
立
入
り
ま
た
は
住
居
の
中
に
あ
る
事
務
所
へ
の
立
ち
入
り

は
、
同
意
が
な
い
場
合
に
は
、
公
的
安
全
と
秩
序
に
対
す
る
差
し
迫

っ
た
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
説
明
義
務
者
に

お
い
て
本
法
の
禁
止
ま
た
は
命
令
に
対
す
る
違
反
に
つ
い
て
の
根
拠

が
存
在
す
る
と
き
に
の
み
許
さ
れ
、
か
つ
そ
の
限
り
に
お
い
て
甘
受

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
法
第
一
三
条
の
基
本
的
権
利
は
、
そ

の
限
り
で
制
限
さ
れ
る
。

⑶　

説
明
義
務
を
負
う
者
は
、
質
問
に
答
え
る
と
自
己
ま
た
は
民
事
訴

訟
法
第
三
八
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
掲
げ

ら
れ
た
親
族
に
刑
事
裁
判
上
の
訴
追
の
危
険
ま
た
は
秩
序
違
反
法

（G
esetz über O

rdnungsw
idrigkeiten

）
に
基
づ
く
手
続
が
適
用

さ
れ
る
よ
う
な
場
合
は
、
説
明
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
説
明

義
務
を
負
う
者
は
、
説
明
の
拒
否
に
関
す
る
自
己
の
権
利
に
つ
い
て

告
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
一
条　

異
議
申
立
手
続

⑴　

抗
告
の
申
立
の
前
に
、
連
邦
監
督
庁
の
措
置
の
合
法
性
と
合
目
的

性
に
つ
い
て
不
服
申
立
手
続
に
お
い
て
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
よ
う
な
審
査
は
、
抗
告
が
救
済
の
決
定
ま
た
は
異
議
の
申

立
に
対
す
る
決
定
を
含
む
場
合
に
は
、
不
要
で
あ
る
。
行
政
裁
判
所

法
（V

erw
altungsgerichtsordnung

）
第
六
八
条
か
ら
第
七
三
条

ま
で
の
規
定
は
、
本
法
に
お
い
て
別
段
の
定
め
が
規
定
さ
れ
て
い
な
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い
限
り
に
お
い
て
、
異
議
申
立
審
査
手
続
に
適
用
す
る
。

⑵　

連
邦
監
督
庁
は
、
異
議
申
立
が
到
達
し
た
日
か
ら
二
週
間
内
に
決

定
を
下
す
。
特
別
の
事
実
上
ま
た
は
法
律
上
の
困
難
が
あ
る
場
合
、

ま
た
は
、
多
数
の
異
議
申
立
手
続
が
係
属
し
て
い
る
場
合
に
は
、
連

邦
監
督
庁
は
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
決
定
に
よ
っ
て
期
間
を

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

関
係
当
事
者
は
、
手
続
の
促
進
と
早
急
な
終
結
に
沿
う
よ
う
に
、

事
実
の
解
明
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
な
る
申
入
が
受

理
さ
れ
る
期
間
を
当
事
者
の
た
め
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷　

不
服
審
査
委
員
会
は
、
口
頭
審
理
が
開
か
れ
な
い
手
続
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
な
い
決
議
に
よ
っ
て
委
員
長
の
単
独
決
定
に
委
譲
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
委
譲
は
、
事
案
が
著
し
い
困
難
を
事
実
上

お
よ
び
法
律
上
の
観
点
に
お
い
て
示
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
決
定
が
基

本
的
重
要
性
を
も
た
な
い
場
合
に
限
り
許
さ
れ
る
。

第
四
二
条　

即
時
の
実
行
可
能
性

　

第
四
条
第
一
項
第
三
文
、
第
一
五
条
第
一
項
ま
た
は
第
二
項
、
第
二
八

条
一
項
ま
た
は
第
四
〇
条
第
一
項
お
よ
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
連
邦

監
督
庁
の
措
置
に
対
す
る
異
議
は
、
措
置
を
延
期
さ
せ
る
効
力
が
な
い
。

第
四
三
条　

公
表
と
送
達

⑴　

連
邦
監
督
庁
は
、
本
法
の
適
用
範
囲
外
に
居
所
を
有
す
る
者
ま
た

は
住
所
を
有
す
る
企
業
に
対
し
て
下
さ
れ
た
処
分
を
代
理
人
と
し
て

指
名
さ
れ
た
者
に
通
知
す
る
。
代
理
人
が
指
名
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
公
表
は
、
電
磁
式
連
邦
官
報
に
お
け
る
公
告
を
も
っ
て
行
う
。

⑵　

処
分
を
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
は
、
本
法
の
適
用
範

囲
外
に
居
所
を
有
す
る
者
ま
た
は
住
所
を
有
す
る
企
業
に
お
け
る
送

達
は
、
代
理
人
と
し
て
指
名
さ
れ
た
者
に
行
わ
れ
る
。
代
理
人
が
指

名
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
送
達
は
、
連
邦
官
報
に
お
け
る
公
示

に
よ
っ
て
行
う
。

第
四
四
条　

連
邦
監
督
庁
の
公
表
の
権
利

　

連
邦
監
督
庁
は
、
第
四
条
第
一
項
第
三
文
、
第
一
〇
条
第
二
項
第
三
文
、

第
一
五
条
第
一
文
と
第
二
文
、
第
二
〇
条
第
一
項
、
第
二
八
条
第
一
項
、

第
三
六
条
ま
た
は
第
三
七
条
第
一
項
、
お
よ
び
第
二
項
に
基
づ
く
法
令
に

よ
る
措
置
を
処
分
の
名
宛
人
の
費
用
で
電
磁
式
連
邦
官
報
に
公
表
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
四
五
条　

連
邦
監
督
庁
に
対
す
る
通
知

　

連
邦
監
督
庁
に
対
す
る
通
知
は
、
書
面
に
よ
る
形
式
で
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
発
信
人
が
確
実
に
認
識
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
電
子
デ

ー
タ
送
信
の
方
法
で
通
知
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

第
四
六
条　

強
制
手
段

　

連
邦
監
督
庁
は
、
本
法
に
基
づ
い
て
下
さ
れ
る
処
分
を
行
政
強
制
執
行

法
（V

erw
altungs-V

ollstreckungsgesetz

）
の
規
定
に
よ
り
強
制
手
段

を
用
い
て
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
公
法
人
に
対
し
て
強
制
手
段
を
用

い
る
こ
と
も
で
き
る
。
行
政
強
制
執
行
法
第
一
三
条
お
よ
び
第
一
四
条
に

基
づ
く
強
制
手
段
の
予
告
お
よ
び
確
定
に
対
す
る
異
議
お
よ
び
抗
告
は
、

強
制
執
行
を
延
期
さ
せ
る
効
力
が
な
い
。
強
制
金
の
額
は
、
行
政
強
制
執

行
法
第
一
一
条
の
規
定
と
異
な
り
、
五
〇
万
ユ
ー
ロ
以
下
と
す
る
。

　
（
二
一
四
九
）
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第
四
七
条　

費
用

　

連
邦
監
督
庁
は
、
第
一
〇
条
第
二
項
第
三
文
、
第
一
四
条
と
第
一
五
条

第
一
項
も
し
く
は
第
二
項
、
第
一
六
条
第
五
項
、
第
一
七
条
、
第
一
八
条

第
一
項
も
し
く
は
第
二
項
、
第
二
〇
条
、
第
二
四
条
、
第
二
八
条
第
一
項
、

第
六
条
、
第
三
七
条
第
一
項
、
お
よ
び
第
二
項
に
基
づ
く
法
令
、
ま
た
は

第
四
一
条
、
第
六
条
に
基
づ
く
職
務
上
の
行
為
に
対
し
て
費
用
を
徴
収
す

る
（
手
数
料
と
立
替
金
）。
連
邦
大
蔵
省
は
、
連
邦
参
議
院
の
同
意
が
不

要
で
あ
る
法
令
に
よ
っ
て
、
個
々
に
お
け
る
費
用
の
要
件
と
そ
の
費
用
の

額
を
定
め
る
。
連
邦
大
蔵
省
は
、
法
令
に
よ
っ
て
授
権
を
連
邦
監
督
庁
に

委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
章　

法
的
救
済

第
四
八
条　

許
可
、
権
限

⑴　

連
邦
監
督
庁
の
処
分
に
対
し
て
、
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

抗
告
は
、
新
た
な
事
実
お
よ
び
証
拠
資
料
に
も
基
づ
く
こ
と
が
で
き

る
。

⑵　

連
邦
監
督
庁
に
関
す
る
手
続
の
関
係
当
事
者
は
、
抗
告
す
る
権
利

を
有
す
る
。

⑶　

申
立
人
が
そ
の
実
施
に
つ
き
権
利
を
有
す
る
も
の
と
主
張
し
た
連

邦
監
督
庁
の
処
分
の
差
し
止
め
に
対
し
て
、
抗
告
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
連
邦
監
督
庁
が
処
分
の
実
施
に
対
す
る
申
立
に
つ
い
て
十
分
な

根
拠
な
し
に
相
当
な
期
間
に
通
知
し
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
差
し
止

め
と
み
な
す
。
そ
の
場
合
に
は
、
差
し
止
め
は
、
拒
絶
と
同
視
す
る
。

⑷　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
の
連
邦
監
督
庁
の
住
所
地
に

お
い
て
権
限
を
有
す
る
上
級
裁
判
所
が
、
抗
告
に
つ
い
て
専
属
的
管

轄
権
を
有
す
る
。

第
四
九
条　

延
期
の
効
果

　

取
り
消
さ
れ
た
処
分
に
よ
っ
て
、
第
一
〇
条
第
一
項
第
三
文
ま
た
は
第

三
七
条
第
一
項
、
第
二
項
に
基
づ
く
法
令
に
よ
る
免
除
、
ま
た
は
第
三
六

条
に
基
づ
く
議
決
権
の
不
算
入
が
撤
回
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
抗
告
は

処
分
を
延
期
す
る
効
力
を
有
す
る
。

第
五
〇
条　

即
時
実
行
の
命
令

⑴　

連
邦
監
督
庁
は
、
第
五
〇
条
の
場
合
に
お
い
て
、
公
益
ま
た
は
一

方
当
事
者
の
圧
倒
的
利
益
が
要
求
す
る
場
合
に
は
、
処
分
の
即
時
の

実
行
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

前
項
に
基
づ
く
命
令
は
、
抗
告
が
認
め
ら
れ
る
前
に
す
で
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

⑶　

申
立
が
あ
る
と
き
は
、
抗
告
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

の
場
合
に
は
、
異
議
ま
た
は
抗
告
の
延
期
を
全
部
に
つ
い
て
ま
た
は

部
分
的
に
命
じ
る
か
、
ま
た
は
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

1
．
第
一
項
に
基
づ
く
命
令
に
関
す
る
要
件
が
充
足
さ
れ
な
か
っ
た

か
、
ま
た
は
充
足
さ
れ
な
い
場
合
、

　
　

2
．
取
り
消
さ
れ
た
処
分
の
合
法
性
に
対
し
て
重
大
な
疑
い
が
あ
る

場
合
、

　
　

3
．
実
行
す
れ
ば
関
係
当
事
者
に
不
公
正
で
公
的
利
益
に
全
く
沿
わ

な
い
過
酷
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
場
合
。

　
（
二
一
五
〇
）
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⑷　

前
項
に
基
づ
く
申
立
は
、
抗
告
が
認
め
ら
れ
る
前
に
す
で
に
許
さ

れ
る
。
申
立
を
根
拠
づ
け
る
事
実
は
、
申
立
人
が
疎
明
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
処
分
が
決
定
の
と
き
に
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
裁
判
所
は
、
実
施
の
破
棄
を
命
じ
る
こ
と
も
で
き
る
。
延
期

す
る
効
力
の
あ
る
命
令
は
、
担
保
の
提
供
ま
た
は
そ
の
他
の
負
担
に

か
か
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
命
令
は
、
期
限
を
設
け
る
こ
と
も
で

き
る
。

⑸　

第
三
項
に
基
づ
く
申
立
に
関
す
る
決
定
は
、
何
時
で
も
変
更
す
る

か
ま
た
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
決
議
と
申
立
と
が
合
致
し
た

限
り
に
お
い
て
、
当
該
決
議
は
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
五
一
条　

期
間
と
形
式

⑴　

抗
告
は
、
一
か
月
の
除
斥
期
間
内
に
抗
告
裁
判
所
に
書
面
を
も
っ

て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
期
間
は
、
連
邦
監
督
庁
の
異

議
の
抗
告
の
公
示
ま
た
は
送
達
と
同
時
に
進
行
す
る
。

⑵　

申
立
に
対
し
て
処
分
が
下
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
抗
告
は
期
間
に

拘
束
さ
れ
な
い
。

⑶　

抗
告
は
、
理
由
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
抗
告
理
由
の
申

立
期
間
は
、
一
か
月
で
あ
る
。
期
間
は
、
抗
告
の
申
立
と
同
時
に
進

行
し
、
か
つ
抗
告
裁
判
所
の
裁
判
長
の
申
立
に
よ
っ
て
延
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑷　

抗
告
理
由
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

1
．
処
分
を
取
り
消
す
範
囲
お
よ
び
処
分
の
変
更
ま
た
は
廃
棄
を
求

め
る
範
囲
に
関
す
る
説
明
、

　
　

2
．
抗
告
を
理
由
づ
け
る
事
実
と
証
拠
方
法
に
関
す
る
説
明
。

第
五
二
条　

抗
告
手
続
の
当
事
者

　

抗
告
人
と
連
邦
監
督
庁
と
は
、
抗
告
裁
判
所
の
手
続
に
参
加
す
る
。

第
五
三
条　

弁
護
士
強
制

　

抗
告
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
参
加
当
事
者
は
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
に
お

い
て
認
め
ら
れ
た
弁
護
士
ま
た
は
裁
判
官
の
資
格
を
有
す
る
大
学
大
綱
法

（H
öchschulrahm

engesetz

）
の
意
味
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
大
学
の
教

職
者
を
代
理
人
と
し
て
代
理
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
監
督
庁

は
、
裁
判
官
職
の
有
資
格
者
で
あ
る
終
身
の
公
務
員
に
よ
っ
て
代
理
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
四
条　

口
頭
審
理

⑴　

抗
告
裁
判
所
は
、
口
頭
審
理
に
基
づ
き
抗
告
を
裁
判
す
る
。
参
加

当
事
者
が
同
意
す
る
場
合
に
は
、
口
頭
審
理
を
開
か
ず
に
裁
判
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

参
加
当
事
者
が
適
時
に
通
知
せ
ず
に
審
理
日
に
出
席
し
な
い
か
ま

た
は
適
法
に
代
理
し
な
い
場
合
で
も
、
事
案
を
審
理
し
か
つ
決
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
五
条　

調
査
の
原
則

⑴　

抗
告
裁
判
所
は
、
事
実
関
係
を
職
権
で
調
査
す
る
。

⑵　

裁
判
所
は
、
形
式
の
不
備
を
補
い
、
不
明
確
な
申
立
に
つ
い
て
説

明
し
、
紛
争
解
決
に
役
立
つ
申
述
を
な
し
、
不
十
分
な
事
実
上
の
陳

述
を
補
充
し
、
さ
ら
に
事
実
関
係
の
確
定
と
判
断
に
と
っ
て
重
要
な

　
（
二
一
五
一
）
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す
べ
て
の
説
明
を
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑶　

抗
告
裁
判
所
は
、
当
事
者
に
対
し
て
、
一
定
の
期
間
内
に
解
明
が

必
要
な
点
に
つ
い
て
述
べ
、
証
拠
資
料
を
示
し
、
所
有
す
る
書
類
な

ら
び
に
そ
の
他
の
証
拠
資
料
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
期
間

に
遅
れ
た
場
合
に
は
、
事
案
の
状
況
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
な
か
っ
た

証
拠
資
料
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
六
条　

抗
告
の
裁
判
、
提
出
義
務

⑴　

抗
告
裁
判
所
は
、
自
由
な
、
手
続
の
全
体
の
結
果
か
ら
え
ら
れ
た

確
信
に
従
っ
て
決
定
に
よ
っ
て
裁
判
す
る
。
決
定
は
、
当
事
者
が
申

述
す
る
こ
と
が
で
き
た
事
実
と
証
拠
書
類
に
だ
け
基
づ
く
こ
と
が
で

き
る
。
抗
告
裁
判
所
は
、
召
喚
さ
れ
た
参
加
人
が
参
加
人
ま
た
は
第

三
者
の
正
当
な
利
益
に
基
づ
き
書
類
の
閲
覧
を
許
さ
れ
ず
、
か
つ
、

こ
の
た
め
に
書
類
の
内
容
も
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
限
り
に
お
い
て
、

こ
れ
と
異
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
決
定
が
こ
れ
ら
の
者
に

対
し
て
も
一
体
的
に
の
み
下
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
争
わ
れ

て
い
る
法
律
関
係
に
参
加
し
て
い
る
召
喚
さ
れ
た
参
加
人
に
は
適
用

さ
れ
な
い
。

⑵　

抗
告
裁
判
所
が
連
邦
監
督
庁
の
処
分
が
許
さ
れ
な
い
か
ま
た
は
正

当
で
な
い
と
思
料
す
る
場
合
に
は
、
処
分
を
破
棄
す
る
。
処
分
が
事

前
に
撤
回
さ
れ
る
か
ま
た
は
他
の
仕
方
で
解
決
し
た
場
合
に
は
、
抗

告
裁
判
所
は
、
抗
告
人
が
こ
の
確
定
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
有
す

る
と
き
は
、
申
立
に
よ
り
、
連
邦
監
督
庁
の
処
分
が
許
さ
れ
な
い
か

ま
た
は
正
当
で
な
か
っ
た
こ
と
を
言
い
渡
す
。

⑶　

抗
告
裁
判
所
が
、
処
分
の
拒
否
ま
た
は
中
止
が
認
め
ら
れ
な
い
か

ま
た
は
正
当
で
な
い
と
み
な
す
場
合
に
は
、
求
め
ら
れ
た
処
分
を
行

う
連
邦
監
督
庁
の
義
務
を
言
い
渡
す
。

⑷　

処
分
は
、
連
邦
監
督
庁
が
自
己
の
裁
量
権
の
行
使
に
つ
い
て
瑕
疵

が
あ
る
場
合
に
は
、
と
く
に
そ
れ
が
裁
量
の
法
律
上
の
限
界
を
超
え

る
か
ま
た
は
裁
量
の
決
定
が
本
法
の
意
味
と
目
的
と
を
侵
害
す
る
と

き
に
も
、
許
さ
れ
な
い
か
ま
た
は
正
当
化
さ
れ
な
い
。

⑸　

決
定
は
理
由
を
付
し
、
か
つ
参
加
当
事
者
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

⑹　

抗
告
裁
判
所
が
上
級
裁
判
所
ま
た
は
連
邦
通
常
裁
判
所
の
決
定
と

異
な
る
決
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
事
案
を
連
邦
通
常
裁
判

所
に
提
示
す
る
。

第
五
七
条　

書
類
の
閲
覧

⑴　

第
五
三
条
に
掲
げ
ら
れ
た
参
加
当
事
者
は
、
裁
判
所
の
書
類
を
閲

覧
し
て
、
事
務
室
で
自
己
の
費
用
で
複
写
、
抄
本
お
よ
び
謄
本
の
交

付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
事
訴
訟
法
第
二
九
九
条
第
三
項
を

準
用
す
る
。

⑵　

手
続
前
に
提
出
さ
れ
た
書
類
、
手
続
中
に
提
出
さ
れ
た
附
属
書

類
、
鑑
定
書
お
よ
び
説
明
書
の
閲
覧
は
、
書
類
を
所
有
す
る
か
ま
た

は
申
述
を
求
め
た
部
署
の
承
認
が
あ
る
と
き
に
だ
け
許
さ
れ
る
。
連

邦
監
督
庁
は
、
重
要
な
理
由
に
基
づ
き
、
特
に
参
加
当
事
者
ま
た
は

第
三
者
の
正
当
な
利
益
の
確
保
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
限
り
に
お
い

て
、
自
己
が
所
有
す
る
書
類
の
閲
覧
の
承
認
を
拒
否
し
な
け
れ
ば
な

　
（
二
一
五
二
）
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ら
な
い
。
閲
覧
が
拒
否
さ
れ
る
か
ま
た
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
書
類
は
、
そ
の
内
容
が
申
述
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、

決
定
の
基
礎
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
抗
告
裁
判
所
は
、
決
定
の
た

め
に
こ
れ
ら
の
事
実
ま
た
は
証
拠
書
類
に
依
存
し
、
事
実
の
解
明
の

た
め
に
そ
の
他
の
可
能
性
が
存
在
せ
ず
、
か
つ
個
別
事
例
の
あ
ら
ゆ

る
状
況
を
比
較
衡
量
し
て
、
正
規
の
手
続
き
を
確
保
す
る
た
め
に
事

実
の
重
要
性
が
秘
密
保
持
に
関
す
る
利
害
関
係
者
の
利
益
に
対
し
て

優
位
す
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
秘
密
遵
守
が
重
要
な
理
由
に
基
づ

き
、
特
に
参
加
当
事
者
ま
た
は
第
三
者
の
正
当
な
利
益
確
保
の
た
め

に
要
求
さ
れ
る
事
実
ま
た
は
証
拠
資
料
を
公
開
す
る
こ
と
を
公
開
関

係
者
の
審
尋
後
に
決
定
に
よ
っ
て
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
決
定

は
理
由
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
四
文
に
基
づ
く
手
続
に
お

い
て
は
、
利
害
関
係
者
は
、
弁
護
士
に
よ
っ
て
代
理
さ
せ
る
必
要
が

な
い
。

第
五
八
条　

裁
判
所
組
織
法
と
民
事
訴
訟
法
の
規
定
の
適
用

　

抗
告
裁
判
所
の
手
続
に
お
い
て
は
、
別
段
の
定
め
が
な
い
か
ぎ
り
に
お

い
て
、
次
に
掲
げ
る
規
定
を
準
用
す
る
。

　
　

1
．
公
開
、
法
廷
警
備
、
裁
判
所
用
語
、
協
議
お
よ
び
評
決
に
関
す

る
裁
判
所
組
織
法
（G

erichtsvefassungsgestz

）
第
一
六
九
条

か
ら
第
一
九
七
条
ま
で
の
規
定
、

　
　

2
．
裁
判
官
の
除
斥
と
忌
避
、
訴
訟
代
理
人
と
補
佐
人
、
職
権
に
よ

る
送
達
、
召
喚
、
期
日
と
期
限
、
当
事
者
の
本
人
出
頭
の
命
令
、

複
数
の
訴
訟
の
併
合
、
人
証
と
鑑
定
証
明
の
完
了
な
ら
び
に
そ
の

他
の
証
拠
手
続
の
方
法
、
期
限
の
遅
延
に
対
す
る
現
状
回
復
に
関

す
る
民
事
訴
訟
法
の
諸
規
定
。

第
八
章　

制
裁

第
五
九
条　

権
利
喪
失

　

買
付
者
、
協
調
者
ま
た
は
そ
の
子
企
業
に
帰
属
す
る
株
式
か
ら
生
ず
る

権
利
ま
た
は
第
三
〇
条
第
一
項
第
一
文
第
二
号
に
よ
り
議
決
権
が
買
付

者
、
協
調
者
ま
た
は
そ
の
子
企
業
に
加
算
さ
れ
る
株
式
か
ら
生
ず
る
権
利

は
、
第
三
五
条
第
一
項
も
し
く
は
第
二
項
に
基
づ
く
義
務
が
履
行
さ
れ
な

い
期
間
は
休
止
す
る
。
こ
れ
は
、
公
表
ま
た
は
第
三
五
条
第
一
項
も
し
く

は
第
二
項
に
基
づ
く
買
付
申
入
が
故
意
に
中
止
さ
れ
ず
か
つ
事
後
に
公
表

さ
れ
る
場
合
に
は
、
株
式
法
第
五
八
条
第
四
項
お
よ
び
株
式
法
第
二
七
一

条
に
基
づ
く
請
求
権
に
適
用
し
な
い
。

第
六
〇
条　

過
料
規
定

⑴　

故
意
ま
た
は
軽
率
に
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
た
場
合
に
は
、
秩

序
違
反
行
為
と
な
る
。

　
　

1
．
以
下
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
規
定
に
反
し
て
、
公
表
を
し
な
い

か
、
正
確
に
公
表
し
な
い
か
、
完
全
に
公
表
し
な
い
か
、
定
め
ら

れ
た
方
式
で
公
表
し
な
い
か
ま
た
は
適
切
な
時
期
に
公
表
し
な
い

行
為
。

　
　
　

⒜　

第
一
〇
条
第
一
第
一
文
、
第
一
四
条
第
二
項
第
一
文
ま
た
は

第
三
五
条
第
一
項
第
一
文
も
し
く
は
第
二
項
第
一
文
。

　
　
　

⒝　

第
二
一
条
第
二
項
第
一
文
と
第
二
三
条
一
項
第
一
文
も
し
く

　
（
二
一
五
三
）
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は
第
二
項
第
一
文
ま
た
は
第
二
七
条
第
三
項
第
一
文
。

　
　

2
．
以
下
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
規
定
に
違
反
し
て
、
通
知
、
情
報

の
提
供
ま
た
は
伝
達
を
し
な
い
か
、
正
確
に
し
な
い
か
、
完
全
に

し
な
い
か
、
定
め
ら
れ
た
方
式
で
し
な
い
か
、
ま
た
は
適
切
な
時

期
に
し
な
い
者
。

　
　
　

⒜　

第
一
〇
条
第
二
項
第
一
文
、
第
三
五
条
第
一
項
第
四
文
、
第

一
四
条
第
一
項
第
一
文
ま
た
は
第
三
五
条
第
二
項
第
一
文
、

　
　
　

⒝　

第
一
〇
条
第
五
項
、
第
三
五
条
第
一
項
第
四
文
、
ま
た
は
、

第
一
四
条
第
四
項
、
第
二
一
条
第
二
項
第
二
文
、
ま
た
は
第
三

五
条
第
二
項
第
二
文
、

　
　
　

⒞　

第
二
七
条
第
三
項
第
二
文
。

　
　

3
．
第
一
〇
条
第
三
第
三
文
、
第
三
五
条
第
一
項
第
四
文
、
ま
た
は

第
一
四
条
第
二
項
第
二
文
、
第
三
五
条
第
二
項
第
二
文
の
規
定
に

違
反
し
て
、
公
表
す
る
か
ま
た
は
公
開
買
付
文
書
を
公
表
す
る
、

　
　

4
．
第
一
〇
条
第
四
項
第
一
文
、
第
三
五
条
第
一
項
第
四
文
の
規
定

に
違
反
し
て
、
公
表
を
し
な
い
か
正
確
に
公
表
し
な
い
か
、
完
全

に
公
表
し
な
い
か
、
ま
た
は
適
切
な
時
期
に
公
表
し
な
い
、

　
　

5
．
第
一
四
条
第
三
項
第
二
文
、
第
二
一
条
第
二
項
第
二
文
、
第
二

三
条
第
一
項
第
二
文
も
し
く
は
第
三
五
条
第
二
項
第
二
文
、
ま
た

は
第
二
七
条
第
三
項
第
三
文
の
規
定
に
違
反
し
て
、
通
知
し
な
い

か
、
正
確
に
通
知
し
な
い
か
、
ま
た
は
適
切
な
時
期
に
通
知
し
な

い
者

　
　

6
．
第
一
五
条
三
項
に
違
反
し
て
、
公
表
す
る
者
、

　
　

7
．第
二
六
条
第
一
項
第
一
文
ま
た
は
第
二
文
の
規
定
に
違
反
し
て
、

買
付
申
入
を
表
明
す
る
者
、
ま
た
は
、

　
　

8
．
第
三
三
条
第
一
項
第
一
文
ま
た
は
第
三
三
条
ａ
第
二
項
第
一
文

の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
文
で
掲
げ
た
行
為
を
総
会
の
授
権
な
し

に
行
う
者
、
ま
た
は
、

　
　

9
．
第
三
三
条
ａ
第
三
項
、
第
三
三
条
ｂ
第
二
項
ま
た
は
第
三
三
条

ｃ
第
三
項
第
二
文
に
違
反
し
て
証
明
書
を
送
付
し
な
い
か
、
正
確

に
送
付
し
な
い
か
、
ま
た
は
適
切
な
時
期
に
送
付
し
な
い
者
。

⑵　

故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
行
為
を
す

る
者
は
、
秩
序
に
違
反
し
て
行
為
す
る
。

　
　

1
．
第
二
八
条
第
一
項
ま
た
は
第
四
〇
条
第
一
項
第
一
文
に
基
づ
く

執
行
可
能
な
命
令
に
違
反
し
て
行
為
す
る
者
、

　
　

2
．第
四
〇
条
第
二
項
第
一
文
ま
た
は
第
二
文
の
規
定
に
違
反
し
て
、

立
入
り
を
許
さ
な
い
か
、
ま
た
は
甘
受
し
な
い
者
。

⑶　

秩
序
違
反
は
、
第
一
項
第
一
号
ａ
、
第
三
号
、
第
六
か
ら
第
八
号

ま
で
の
規
定
の
場
合
に
は
一
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
以
下
の
罰
金
、
第
一
項

第
一
号
ｂ
と
第
四
号
ａ
の
場
合
に
は
五
〇
万
ユ
ー
ロ
以
下
の
罰
金
、

そ
の
他
の
場
合
に
は
、
二
五
万
ユ
ー
ロ
以
下
の
罰
金
を
科
す
こ
と
が

で
き
る
。

第
六
一
条　

管
轄
行
政
庁

　

秩
序
違
反
法
（G

esetz über O
rdnungsw

idrigkeiten

）
第
三
六
条

第
一
項
第
一
号
の
意
味
に
お
け
る
行
政
庁
は
、
連
邦
監
督
庁
で
あ
る
。

　
（
二
一
五
四
）
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第
六
二
条　

裁
判
所
手
続
に
お
け
る
上
級
裁
判
所
の
管
轄

⑴　

第
六
一
条
に
基
づ
く
秩
序
違
反
を
理
由
と
す
る
裁
判
所
の
手
続
に

お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
に
お
け
る
連
邦
監

督
庁
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
上
級
裁
判
所
が
裁
判
す
る
。
上
級
裁
判

所
は
、
秩
序
違
反
法
第
五
二
条
第
二
項
第
三
文
お
よ
び
第
六
九
条
第

一
項
第
二
文
の
規
定
の
場
合
に
は
、
裁
判
所
の
決
定
に
基
づ
く
申
立

（
秩
序
違
反
法
第
六
二
条
）
に
関
し
て
も
裁
判
す
る
。
刑
事
訴
訟
法

第
一
四
〇
条
第
一
項
第
一
号
と
秩
序
違
反
法
第
四
六
条
第
一
項
の
規

定
は
、
適
用
し
な
い
。

⑵　

上
級
裁
判
所
は
、
裁
判
長
を
含
む
三
名
の
裁
判
官
で
構
成
し
て
裁

判
す
る
。

第
六
三
条　

連
邦
通
常
裁
判
所
に
対
す
る
上
訴

　

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
上
訴
（
秩
序
違
反
法
第
七
九
条
）
に
つ
い
て
裁

判
す
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
が
、
事
案
を
自
ら
裁
判
し
な
い
で
取
り
消
さ

れ
た
決
定
を
破
棄
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
決
定
を
下
し
た
上
級
裁
判
所
に

事
件
を
差
し
戻
す
。

第
六
四
条　

過
料
の
決
定
に
対
す
る
抗
告

　

第
六
三
条
第
一
項
に
よ
る
管
轄
裁
判
所
は
、
連
邦
監
督
庁
の
過
料
の
決

定
に
対
す
る
抗
告
手
続
（W

iederaufnahm
everfahren

）（
秩
序
違
反

法
第
八
五
条
第
四
項
）
に
お
い
て
裁
判
す
る
。

第
六
五
条　

強
制
執
行
に
お
け
る
裁
判
所
の
決
定

　

強
制
執
行
の
場
合
に
必
要
に
な
る
裁
判
所
の
決
定
（
秩
序
違
反
法
第
一

〇
四
条
）
は
、
第
六
三
条
第
一
項
に
よ
る
管
轄
裁
判
所
が
下
す
。

第
九
章　

裁
判
管
轄

第
六
六
条　

有
価
証
券
取
得
事
件
と
買
収
事
件
に
関
す
る
裁
判
所

⑴　

本
法
に
基
づ
く
民
事
事
件（bürgerliche R

echtsstreitigkeiten

）

に
つ
い
て
は
、
訴
額
と
関
係
な
く
、
地
方
裁
判
所
が
専
属
的
管
轄
権

を
有
す
る
。
前
文
の
規
定
は
、
第
一
二
条
第
六
項
に
お
い
て
掲
げ
ら

れ
た
請
求
権
、
お
よ
び
決
定
を
本
法
に
従
っ
て
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
裁
判
に
完
全
に
ま
た
は
部
分
的
に
依
拠
し
て
い
る
場
合
に
適
用

す
る
。
本
法
に
基
づ
く
か
ま
た
は
第
一
二
条
第
六
項
に
掲
げ
た
請
求

権
に
基
づ
い
て
提
起
さ
れ
た
訴
え
に
つ
い
て
は
、
対
象
会
社
が
そ
の

地
区
に
住
所
を
有
す
る
地
方
裁
判
所
も
権
限
を
有
す
る
。

⑵　

訴
訟
は
、
裁
判
所
組
織
法
第
九
三
条
か
ら
第
一
一
四
条
の
規
定
の

意
味
に
お
け
る
商
事
事
件
で
あ
る
。

⑶　

州
政
府
は
、
併
合
が
有
価
証
券
取
得
と
買
収
事
件
の
裁
判

（R
echtspflege

）
に
役
立
つ
場
合
に
は
、
第
一
項
に
よ
っ
て
地
方

裁
判
所
が
専
属
的
管
轄
権
を
有
す
る
民
事
事
件
を
法
令
に
よ
っ
て
、

複
数
の
地
方
裁
判
所
の
地
区
に
つ
い
て
一
個
の
地
方
裁
判
所
に
割
り

当
て
る
こ
と
を
授
権
す
る
。
州
政
府
は
、
さ
ら
に
、
一
個
の
州
に
複

数
の
上
級
地
方
裁
判
所
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
項
に
よ
っ
て
民
事

事
件
の
管
轄
権
の
あ
る
地
方
裁
判
所
の
判
決
に
対
す
る
控
訴
お
よ
び

抗
告
に
関
す
る
裁
判
を
一
個
以
上
の
上
級
地
方
裁
判
所
に
割
り
当
て

る
こ
と
を
授
権
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
州
政
府
は
、
授
権
を
州
の
司

法
行
政
に
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
州
間
の
国
家
契
約
（Staats-

　
（
二
一
五
五
）
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vertrag

）
に
よ
り
、
複
数
の
州
の
個
々
の
地
区
ま
た
は
全
体
の
地
域
に

関
す
る
一
個
の
地
方
裁
判
所
の
管
轄
権
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷　

有
価
証
券
取
得
お
よ
び
買
収
事
件
に
関
す
る
裁
判
所
の
裁
判
に
対
し

て
控
訴
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
事
者
は
、
前
項
に
よ
る
規
定
に
よ
ら
な

い
選
任
が
必
要
で
あ
る
上
級
裁
判
所
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
弁
護
士
に

よ
っ
て
代
理
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
が
、
第
一
文
に
従
い
受

訴
裁
判
所
で
認
め
ら
れ
て
い
な
い
弁
護
士
に
よ
っ
て
代
理
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
た
超
過
出
費
は
、
支
払
う
必
要
が
な
い
。

第
六
七
条　

上
級
裁
判
所
に
お
け
る
有
価
証
券
取
得
と
買
収
事
件
に
関
す

る
特
別
法
廷

　

上
級
裁
判
所
は
、
第
四
九
条
第
四
項
、
第
六
三
条
第
一
項
、
第
六
五
条

お
よ
び
第
六
六
条
に
よ
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
た
訴
訟
事
件
に
お
い
て
は
、

有
価
証
券
取
得
事
件
お
よ
び
買
収
事
件
に
関
す
る
法
廷

（Ü
bernahm

esenat

）
に
よ
っ
て
裁
判
す
る
。

第
六
八
条　

経
過
規
定

⑴　

本
法
は
、「
本
法
の
公
布
の
日
」
以
前
に
第
一
四
条
第
二
項
第
一

文
に
基
い
て
公
表
さ
れ
た
買
付
申
入
に
対
し
て
、「
本
法
の
公
布
の

日
」
以
前
に
妥
当
し
て
い
る
条
項
を
適
用
す
る
。 

⑵　

第
一
条
第
三
項
は
、
二
〇
〇
六
年
五
月
二
〇
日
に
組
織
さ
れ
た
市

場
に
お
い
て
議
決
権
の
あ
る
有
価
証
券
の
取
引
が
許
可
さ
れ
て
い

る
、
第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
意
味
に
お
け
る
対
象
会
社
に
対
し

て
、
第
二
号
ｂ
（ｂｂ）
に
お
い
て
関
係
監
督
庁
の
決
定
が
対
象
会
社
の
決

定
に
代
わ
る
と
い
う
条
件
で
適
用
す
る
。

　
（
二
一
五
六
）


